
シトゥ『三十頌註』研究：格助詞・累加副助詞・接続助詞・選択詞

班青東周・根本裕史

1 序

本研究は，前論文に続き，シトゥ『三十頌註』の読解に基づいて，チベット文字とチベット語
に関するチベット人文法家の理解を明らかにするものである．本稿では特に『三十頌註』第 9詩
節から第 17詩節（vv. 9c–17a）1に説かれる種々の助詞（tshig phrad）すなわち la助詞，属格助詞，
能格具格助詞，累加副助詞（;==o kyangなど），接続助詞（<K co steなど），選択詞（<Mo gamなど），
奪格助詞の理論を扱う．

シトゥ・チューキ・チュンネ（Si tu chos kyi ’byung gnas: 1699/1700–1774）がチベット文法学に
革命をもたらした人物であることは間違いない．シトゥがサンスクリット文法学の知識の活用に
より，独自のチベット語文法学を築き上げたこと，また，彼のチベット語文法は記述文法ではなく
規範文法の性質を有することが既に明らかとなっている2．しかし，トゥミの『三十頌』の個々の
詩節の読解において，シトゥの註釈家としての独創性がいかなる形で現れているかを検証する試
みは十分になされていない3．以下では『三十頌』第 9詩節後半から第 11詩節（vv. 9cd–11）を取
り上げ，シトゥが彼以前の註釈者達の解釈を批判的に分析し，独自の新たな読みを提案しているこ
と，とりわけナムリン・パンチェン・クンチョク・チュータク（Rnam gling pan. chen dkon mchog
chos grags: 1646–1718）の見解を批判して合理的な解釈を示していることを明らかにする．

2 『三十頌』第 9詩節後半から第 11詩節の解釈

2.1 シトゥの解釈

『三十頌』第 9詩節後半から第 11詩節に示されるのは，la助詞（la don助詞とも呼ばれる）の
語形成とその意味的使用法である．シトゥの見解に従うと詩節を次のように訳すことができる．

$cZoT@b<oU`o<coL>bo'MZoWZn n<=oM`=oMGToIoL>boJo<IZn n [9cd]

HcoWo\"oW`o<A`ZoJo<k@Vn n<=oM`=oMGToIoL,@HoJo<IZn n [10ab]

HcoWo<A`ZoJo\boU=o<k@Vn n<=oM`=oMGToIo<ZbMoJo<IZn n [10cd]

HcoWo\"oW`o<A`ZoJo<k@Vn nLR`oJoH2 qoJoH=dZo;==o<Kcn n [11ab]

WZoH=o?cHoH=o%cIo<IZoH=on nHcoA`HoO Uo<?LZoWo<^HoU`In n [11cd]

[i]任意の語の最終要素（-Zo）の直後に起こる，十の後置字の中で第十〔の文字 Zo〕，そこに
第二の āli（ b）を結合したもの（Zbo），[ii]任意の語の最終要素（-Toまたは後置字なし）の直
後に起こる第八〔の後置字〕（-Vo），あるいはそこに第二の〔āliである〕母音記号-u（ b）を
さらに結合したもの（Vbo），[iii]任意の語の最終要素（-=o，-Ho，-Io，-Mo，-Vo，-Wo）の直後に
起こる第三〔の後置字 Ho〕，そこに第二の āli（ b）を結合したもの（6qo），[iv]さらに，そのま

1詩節番号は Graf 2019: 447ff.に従う．
2Pan. chen don grub 2019，班青東周 2019, 2020, 2021, 2022を参照．
3シトゥ文法学の特色を解明した最新の研究である Graf 2019は，シャル・ロツァーワ，ナムリン・パン

チェン，タティ・リンチェン・トンドゥプなどの見解を多く取り上げ，それらの先行見解に対するシトゥの
批判を考察しているが，『三十頌』詩節の読み方に関する検討は行なっていない．
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まの語形で現れる第四〔の後置字 Io〕と第九〔の後置字 Wo〕，それらは〈行為対象〉，〈目的〉，
〈場所〉，〈一体性〉，〈時間〉〔を表示する〕la助詞である．

シトゥはここに一群の la助詞（la don助詞）の連声規則の存在を認めず，それぞれの助詞の語
形成と，la助詞の意味的機能のみを見出している．ここに列挙される la助詞は Zbo su，-Vo -r（語の
直後にツェクを置かずに加える）もしくはそれに代わる Vbo ru， 6 qo du，独立助詞の Io naと Wo laで
ある．後置字 - <o -g，-Lo -bと再後置字 -Ho -dの後に起こる 5[o tuは『三十頌』に規定されないた
め，註釈者（あるいは読者）がそれを補うことで，全ての la助詞のリストが完成する．それらは
〈行為対象〉，〈目的〉，〈場所〉，〈一体性〉，〈時間〉を表示するために使用される．ただし，Wo laと
Io naの二つは〈一体性〉の意味では用いられない4．以上がシトゥの見解である．

2.2 ming mtha’ naに関する二つの解釈

語形成に関わる 9cd–11aについて，シトゥは彼以前の多くの註釈者達が示していた解釈を斥け，
自身の新たな読み方を提案している．以下に 9d–10aに対する新旧の二つの解釈をチベット語原文
と共に提示する．

<=oM`=oMGToIoL>boJo<IZn nHcoWo\"oW`o<A`ZoJo<k@Vn n5

（旧解釈 9d–10a）任意の語の最終要素の位置に起こる第十〔の文字 Zo〕，それと同じ文字に第
二の āli（ b）を結合したもの（Zbo）〔は〈行為対象〉などを表示する la助詞である〕．

（新解釈 9d–10a）任意の語の最終要素の直後に起こる第十〔の文字 Zo〕，そこに第二の āli（ b）
を結合したもの（Zbo）〔は〈行為対象〉などを表示する la助詞である〕．

二者の大きな違いは gang ming mtha’ naというチベット語をどのように読むかという点にある．
旧解釈 9d–10aでは「任意の語の最終要素の位置に」，新解釈 9d–10aでは「任意の語の最終要素
の直後に」6と理解される．na助詞は存在領域を表し，その領域にはある程度の幅が認められるの
で，ming mtha’ naを「最終要素の位置に」と読むことも，あるいはまた「最終要素の直後に」と
読むことも文法的には許容されるであろう．語の最終要素（ming mtha’）がある所に，すなわちま
さにそれと完全に同じ場所か，もしくはその近辺に第十後置字が置かれていれば，ming mtha’ na
という処格表現は成立する．

旧解釈 9d–10aに従うならば，gang ming mtha’ na bcu pa gnas「任意の語の最終要素の位置に起
こる第十〔の文字 Zo〕」は，例えば <UZo g-yas「右」のような語の末尾に存在する後置字 -Zo -sを
表していることになる．その場合，続く 10aの de laは「そこに」（＝語末の後置字 -Zo -sに）では
なく，むしろ「それと同じ（後続する別の）文字（Zo）に」を意味するであろう．なぜなら，<UZo
g-yasの後置字 -Zo -sに母音記号（ b）が付けられて，*<UZboという語形が成立することはないか
らである．<UZoZbo g-yas su「右に」という正しい語形を導くことのできる規則としてこれを読む
ためには，de laを上記のように解釈しなければならない．

4タティ・リンチェン・トンドゥプは la助詞も〈一体性〉の意味を表示すると主張し，20世紀の学者ム
ゲ・サムテンはその考えに従って例文を与えている（Pra ti sum rtags 30.3ff.; Blo gsal ’jug ngogs 28.12ff.;班
青東周 2019: 140f.）．しかし，シトゥはその主張を批判する．翻訳研究 [221.212.27a–g]を参照．

5Bacot (1928: 77): “Parmi les dix lettres sufixes, la dixième après tout mot où elle s’accorde, affectée de la
deuxième voyelle”; Miller (1976: 9): “Among the ten afixed letters, when the tenth [s] is placed at the end of any
word, to this the second vowel [u] is added”;稲葉 (1986: 327):「十添後字の中，いづれか或る語の末尾に第十
（Z）が置かれ，それに母音の第二（u）が結合せられる．」

6翻訳研究 [221.212.22d]を参照．
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旧解釈と新解釈の相違は，前者がここに連声規則（後置字 -Zo -sの後に助詞 Zbo suが起こる）の存
在を認めるのに対し，後者はそれを認めないという点にある．先行研究の内，Bacot (1928: 77)は
“la dixième après tout mot où elle s’accorde, affectée de la deuxième voyelle”「それに見合う任意の語
の後で（après），第二の母音を付せられた第十字は…」という仏訳を与えており，新解釈 9d–10aに
合致する考えを示していると思われる．Bacot (1928)の解釈が後代の註釈に立脚したものであるこ
とを認めつつも，それはトゥミの『三十頌』の原意ではないと主張するMiller (1976: 9)は，“when
the tenth [s] is placed at the end of any word, to this the second vowel [u] is added”「第十字［s］が任
意の語の末尾に追われる時，ここに第二の母音［u］が追加される」という英訳を提案する．旧解
釈 9d–10aに一致するようにも見えるが，to this「ここに」の意味が不明瞭であり，例えば*<UZbo
という誤った語形の導入を可能にするような文言であるとも理解し得る．稲葉 (1986: 327)の和訳
「十添後字の中，いづれか或る語の末尾に第十（Z）が置かれ，それに母音の第二（u）が結合せら
れる」もMiller (1976)と同様である．また，Miller (1976)の英訳と稲葉 (1986)の和訳は，連声規
則のようにも見え，あるいは単なる語形成の情報のようにも見えるという曖昧さを残す形となっ
ている．管見では，Bacot (1928)のみがシトゥの新解釈 9d–10aに一致するように思われる．

2.3 『三十頌』第 10詩節 bcの旧解釈

旧解釈 9d–10aでも <UZoZbo g-yas su「右に」のような正しい語形を導くことは可能であるので，
そこには何ら問題はないように見える．しかし，同様の読み方を後続の 10bcにも適用するならば，
次のような不都合が起こってしまう．

<=oM`=oMGToIoL,@HoJo<IZn nHcoWo<A`ZoJo\boU=o<k@Vn n7

（旧解釈 10bc）任意の語の最終要素の位置に起こる第八〔の後置字 Vo〕，それと同じ文字に第
二の〔āliである〕母音記号-u（ b）もさらに結合したもの（Vbo）〔は〈行為対象〉などを表示
する la助詞である〕．

この連声規則を適用すると，例えば *XVoVbo shar ruという誤った語形が成り立ってしまうことに
なる．正しくは XVo6qo shar du「東に」である．旧解釈 10bcから導かれる規則が実際の用例に反す
ることは明らかであるが，それにもかかわらず，この詩節はしばしば「後置字 -Vo -rの後に助詞 Vbo
ruが起こる」という意味で理解されていたと言われている．ナムリン・パンチェンやシトゥによ
れば，「昔のほとんどの註釈者達」（’grel byed snga ma phal che ba）がこのような理解を示してい
たという8．

ただし，実際にいかなる註釈者が旧解釈 bを唱えていたかは明らかでない．ウパ・ロセル（Dbus
pa blo gsal: 12世紀），ナムカ・サンポ（Nam mkha’ bzang po: 14世紀），シャル・ロツァーワ（Zha
lu lo tsā ba: 1441–1527）などの手になる比較的早い時代に成立した『三十頌』註釈に「後置字 -Vo
-rの後に助詞 Vbo ruが起こる」という説は見当たらない．シャル・ロツァーワの『開宝筐』（Za ma
tog）には「後置字 -=o -ng，-Ho -d，-Io -n，-Mo -m，-Vo -r，-Wo -lの後に助詞 6qo duが起こる」（nga da
na ma ra la du）9という規則が与えられることから，少なくとも彼が旧解釈 10bcの支持者でなかっ
たことは確かである．現段階で言えるのは，『三十頌』詩節を旧解釈 bのような仕方で理解した註
釈者がいたという伝承がある，ということだけである．

7Bacot (1928: 77): “La huitiéme aprés tout mot oú elle s’accorde, affectée de la deuxième voyelle u”; Miller
(1976: 9): “when the eighth [r] is placed at the end of any word, to this the second vowel u is added”;稲葉 (1986:
327): 「いづれか或る語の末尾に第八（V）が置かれ，〔或はまた〕それに第二（u）をも結合せられる．」

8翻訳研究 [221.212.21a]および Legs bshad snang byed 18b6f.を参照．
9Laufer 1898: 580 (cf. Legs bshad snang byed 19a4)を参照．
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2.4 ナムリン・パンチェンの代替案とその批判

いずれにせよ，ナムリン・パンチェンは旧解釈 10bcが抱える問題を深く認識し，詩節の文言に
一部改変を行なった上で，次のような代替案を提示する10．

<=oM`=oMGToIoL,@HoJo<IZn nHcoWo<A`ZoJVo\boU=o<k@Vn n
（旧解釈 10bc’）任意の語の最終要素の位置に起こる第八〔の後置字 Vo〕，その後に，第二の
〔前置字 H-〕に母音記号-u（ b）をさらに結合したもの（6 qo）〔は〈行為対象〉などを表示する
la助詞である〕．

詩節の改変は gnyis paを gnyis parとした点である．ナムリン・パンチェンは gnyis paを「第二
の āli」ではなく「第二の前置字 H- d-」と理解した上で，後置字 -Vo -rで終わる語の後に助詞 6 qo du
が起こるという規則をここに読み込んでいる．確かにこのように解釈すれば，XVo6 qo shar du「東
に」などといった実際の使用例と適合する規則がここから導き出される．

しかし，シトゥは四つの理由を挙げて旧解釈 10bc’を批判する．第一に，『三十頌』に現れる一
連の数字表現は後置字の番号と āliの番号を表しているにもかかわらず，この箇所でのみ gnyis pa
が前置字の番号を表していると考えるのはあまりにも不自然である11．第二に，6qo du助詞の導入
規則は直後の gang ming mtha’ na gsum pa gnas「任意の語の最終要素に続けて第三〔の後置字 Ho〕
が起こる時」云々に現れるにもかかわらず，この箇所においてもそれを規定するのは不合理であ
る12．第三に，もし旧解釈 10bc’が正しいならば，『三十頌』は Vbo ru助詞の導入規則を与えていな
いことになってしまう13．第四に，旧解釈 10bc’においては一連の文章の並列性（parallelism）が
成り立たなくなるので，yang助詞「も」が意味をなさなくなる．というのも，その直前では第十・
第八・第二の後置字と母音記号-u（ b）との結合が語られていたのに対し，ここに限っては前置
字 H- d-と母音記号-u（ b）との結合が語られていることになるので並列性が成立せず，その場合，
yang助詞は「同一の区分基盤（khyad gzhi）における複数の区分項目（khyad chos）の並列的集約」
という意味を表示していないことになるからである14．

2.5 シトゥの『三十頌』第 10詩節 bc新解釈

以上の四つの理由から，シトゥは旧解釈を斥け，先に示した新解釈を提案する．すなわち，ming
mtha’ naを「最終要素の位置に」ではなく「最終要素の直後に」とし，gnyis paを改変せずに「第
二の āli」と読み，さらに，ここに -Vo -r助詞と Vbo ru助詞の語形成の併記を認めることで yang助
詞「さらに」にも意味を持たせた解釈である．

<=oM`=oMGToIoL,@HoJo<IZn nHcoWo<A`ZoJo\boU=o<k@Vn n

10翻訳研究 [221.212.21b]および Legs bshad snang byed 18b6ff.を参照．類似の解釈はナムカ・サンポの
『三十頌』註釈に既に現れる．ただし，ナムカ・サンポは詩節の文言の改変をせずに，sngon ’jug lnga’i gnyis
pa da dang ā li gnyis pa u yang sbyar「五つの前置字の内の第二字 H- d-に，第二の āliである母音記号-u（ b）
がさらに結合される」と註釈する（Bstan pa’i sgron me 103.1ff.）．ナムリン・パンチェンがナムカ・サンポの
註釈を参照したかどうかは明らかでない．彼はここではナムカ・サンポの『三十頌』註釈には触れず，シャ
ル・ロツァーワの『開宝筐』などを自説の根拠として挙げている．

11翻訳研究 [221.212.23b]を参照．
12翻訳研究 [221.212.23c]を参照．
13翻訳研究 [221.212.23d]を参照．
14翻訳研究 [221.212.23e]を参照．
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（新解釈 10bc）任意の語の最終要素（-Toまたは後置字なし）の直後に起こる第八〔の後置字〕
（-Vo），あるいはそこに第二の〔āliである〕母音記号-u（ b）をさらに結合したもの（Vbo）〔は
〈行為対象〉などを表示する la助詞である〕．

これにより一連の文章の並列性が成立し，実際の用例と合致する語形成をここから導き出すこ
とが可能となり，第二の āliの付加的導入も許容することを表した yang助詞が意味をなすように
なる．だが，先行研究は必ずしもシトゥの意を汲んだ解釈を提示するものではない．Bacot (1928:
77)は 10bcを “La huitième aprés tout mot oú elle s’accorde, affectée de la deuxième voyelle u”「それ
に見合う任意の語の後で，第二の母音を付せられた第八字は…」と訳す．gang ming mtha’ naを
aprés tout mot oú elle s’accorde「それに見合う任意の語の後で」としている点ではシトゥの新解釈
に近いものとなっており，これによって旧解釈 10bcが招くような問題を生じることはないが，10c
の yang助詞を無視した形となっている．Miller (1976: 9)の英訳 “when the eighth [r] is placed at the
end of any word, to this the second vowel u is added”には，既に見た 9d–10aの英訳と同様の問題が
ある．その真意は明らかでないが，Miller (1976)の解釈は旧解釈 10bcに一致するようにも見える．
稲葉 (1986: 327)の和訳「いづれか或る語の末尾に第八（V）が置かれ，〔或はまた〕それに第二（u）
をも結合せられる」では，9d–10aの和訳と同様に，「語の末尾に…置かれ」の意味する所が不明瞭
である．例えば XVo sharという語の末尾に後置字 -Vo -rが置かれている状況を表しているようにも
見える．しかし，10cの yang助詞の意味を正確に捉えている点で，それは前二者と大きく異なる．
10bcに -Vo -r助詞と Vbo ru助詞の語形成の併記を認める点においては，稲葉 (1986)の解釈はシトゥ
の新解釈 10bcに近いと言えるかもしれない．

3 結論

以上の検討により，『三十頌』第 9詩節後半から第 11詩節に対するシトゥの新解釈とその意義
は，これまでの研究で明らかにされていなかったことが判明した．シトゥの新解釈は旧解釈に見
られた問題の回避を可能にする点で優れている．ただし，一つ考慮すべきことは，シトゥの解釈
によれば，『三十頌』は la助詞（la don助詞）の連声規則を全く与えていないということである15．
そのため，シトゥは la助詞の連声規則を，自身の註釈の中で補足せざるを得なかった16．

いずれにせよ，シトゥの註釈者としての独創性が，これらの詩節に対する彼の註解の中に現れ
ていることは間違いない．シトゥはナムリン・パンチェンの註釈を深く読み込み，旧来の解釈に内
在する諸問題を認識していた．そして，彼は『三十頌』が学者の著作作法（mkhas pa’i bstan bcos
kyi lugs）17に則って書かれていることを強く信じる．トゥミの『三十頌』の言明が正しく意味をな
すような形で，可能な限り合理的な解釈を施すことこそがシトゥの註釈上の重要な指針である．

15旧解釈に従って詩節を読んだ場合にも，la助詞の連声規則の一部が『三十頌』において不明瞭な形で表
されていることは否めない．なぜなら『三十頌』では 6qo du助詞の導入条件（後置字 -=o，-Ho，-Io，-Mo，-Vo
，-Woで終わる語の後に起こる）が明示されないからである．『三十頌』に代わって la助詞の連声規則を完
全な形で与えるのは，ナムリン・パンチェンによって引用されるシャル・ロツァーワの『開宝筐』や，現代
でもチベット文化圏の僧院や学校で学ばれるヤンチェン・ドゥプドル（Dbyangs can grub rdor: 1809–1887）
の『善説樹王』（Legs bshad ljon dbang）などである．

16翻訳研究 [221.212.122.11]を参照．
17翻訳研究 [221.212.23b]を参照．



140 『比較論理学研究』（比較論理学プロジェクト研究センター報告）第 21号

4 翻訳研究

[221.212]

<A`ZoJoWoHdIoLXHoJoWn H=dZoH=on MGToH/>HoHdn n

第二「la don助詞の説明」に関して〔二点ある．〕[221.212.1]本文の提示，[221.212.2]考察．

[221.212.1]

H=oJdoWn <8q=oHdIoT2F dWoLoH=on <k@dVoObWoLXHoJTdn n

第一（本文の提示）に関して〔二点ある．〕[221.212.11]本文の意味の解釈，[221.212.12]使用方法
についての説明．

[221.212.11]

H=oJdoI`n

$cZoT@b<oU`o<coL>bo'MZoWZn n<=oM`=oMGToIoL>boJo<IZn n
HcoWo\"oW`o<A`ZoJo<k@Vn n<=oM`=oMGToIoL,@HoJo<IZn n
HcoWo<A`ZoJo\boU=o<k @Vn n<=oM`=oMGToIo<ZbMoJo<IZn n
HcoWo\"oW`o<A`ZoJo<k@Vn nLR`oJoH2qoJoH=dZo;==o<Kcn n
WZoH=o?cHoH=o%cIo<IZoH=on nHcoA`HoO Uo<?LZoWo<^HoU`In n

RcZoJo<Kcn

第一（本文の意味の解釈）は次の通りである．

[i]任意の語の最終要素（-Zo）の直後に起こる，十の後置字の中で第十〔の文字 Zo〕，そこに
第二の āli（ b）を結合したもの（Zbo），[ii]任意の語の最終要素（-Toまたは後置字なし）の直
後に起こる第八〔の後置字〕（-Vo），あるいはそこに第二の〔āliである〕母音記号-u（ b）を
さらに結合したもの（Vbo），[iii]任意の語の最終要素（-=o，-Ho，-Io，-Mo，-Vo，-Wo）の直後に
起こる第三〔の後置字 Ho〕，そこに第二の āli（ b）を結合したもの（6qo），[iv]さらに，そのま
まの語形で現れる第四〔の後置字 Io〕と第九〔の後置字 Wo〕，それらは〈行為対象〉，〈目的〉，
〈場所〉，〈一体性〉，〈時間〉〔を表示する〕la助詞である18．[9cd–11]

[221.212.111]

$cZoT@b<oU`o<coL>boJdoHco'MZoA`HoWZn <=oU=oVb=oLT`oM`=o<`oMGToIoWoHdIo!=`o'MoH1>co<k @VoLT`o?cHo6qo
L>boJoZoU`<o<IZoJoHcoWo\"oW`o<A`ZoJo\boU`<o<k@VoLZoZboRcZo2)LoJoH=on HcoLR`Io6qoO U<oLVo<>`<oA`Ho
6qoM`=oMGVoL,@HoJoVoU`<o<k@VoFco<IZoJo9Z<oJVo9KoLboH=on U=oVoU`<oHcoA`HoO U<oLVo0 >cZoJoWo\boU`<o
;==o<k@VoLZoVboRcZoJoH=on $cZoT@b<o<ZbMoJoHoU`<o<IZoJVo\boU`<o<k @VoLZo6qoH=on $cZoT@b<oLR`oJo

18稲葉 (1986: 327)は「十添後字の中，いづれか或る語の末尾に第十（Z）が置かれ，それに母音の第二
（u）が結合せられる．いづれか或る語の末尾に第八（V）が置かれ，〔或はまた〕それに第二（u）をも結合
せられる．いづれか或る語の末尾に第三（H）が置かれ，それに母音の第二（u）が結合せられる．第四（I）
と第九（W）とは，しかし〔母音なく〕自體のまま〔置かれる〕．〔といふやうなそれらの場合，それらは〕
業格と爲格と場所の於格と同性格と時の於格との「Wo〔義〕の聲」である．」と訳す．
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IoH=oH2qoJoWo<A`ZoI`oH1>=Zo;=`ZoMoL,@IoJT`oH=dZoJdoA`Ho6qo<IZoJT=o<Kco6,<oJdoHcoH<oH=on TH`oIZoMo
<Zb=Zo;==o<d=oLXHoZVVoL<MYT`o<?LZo9KVoHdIo!=`ZoGdLoJT`oFoU`<o\bo8q<ZoL>ZoWoHdIoL6qIo6 qo=cZoX`=on

任意の語の最終要素（-Zo）に続けて Wo laの意味を有する格接辞（la don gyi rnam dbye）を結合す
るために，上述のそれらの十の後置字の内で第十の文字 Zo sが起こる時，そこに第二の āliである
母音記号 -u（ b）を結合することによって Zbo suという文字が成立する．同様に，同一の点字間
（tsheg bar）の中では，単語の最終要素に〔十の後置字の内で〕第八の文字 Vo rが結合され置かれ
る．例えば 9Z<oJVo lhag par「特別に」などのようにである．さらに，点字間を分割する場合には，
まさにその Vo rという文字に母音記号-u（ b）を結合しても良く，それによって Vbo ruが成立する．
第三の後置字 Ho dが置かれる場合には，母音記号-u（ b）を結合することによって 6 qo du〔が成立
する〕．一方，第四の後置字 Io naと第九の後置字 Wo laの二者は，母音記号を伴わないそのままの
語形で置かれる．また，本文には説かれていないが，上述の完結助詞の場合と同様に，意味の上
から（don gyis）得られる 5[o tu（「-uを内在する Fo t」）をそれらの六つに加えると，la don助詞は
合計七つに確定される．

[221.212.112]

TH`oH<o;==o<\ @LZoZboM?`Tdo9KoLbo'MoH1>co<A`ZoJoWZoZbo1>oLT`oHdIo>Io6qo<k@VoIoWZo;=`o<^HoH=on HLbWoKd=Zo
Wo<k@`IoJo<Fd=o9KoLbo?cHo6qo1>oLT`oHdIo>IoU`IoIn H<dZo?cHo;= `o<^ HoH=on XVo0>d<ZoZboUdHo9KoLboL6qIoJo
<IZo<R`T`oHdIo>IoU`IoIn %cIo<IZo;=`o<^HoH=on TdHo6qo<ZWo9KoLbo\@`VoLF=oWZo;= `o<^HoU`IoJoWZn ; ?Ho
JVoWZoH=o1>oLoGoM`oHHoJT`oV=o<`oHco;doIoA`Ho<KdIoJT`oHdIo>IoU`IoIoHcoA`Ho;=`o<^HoH=on A`oMoXVoLoIo?dZo
<KdIn 9KoLbo6 qZoL$dHoJT`oL6qIoJoU`IoIoO Uo<?LZo;=`o<^HVoXcZoJVo1>oH<dZoX`=on HcoH<oGMZo>Ho'MoH1>cVo
<k@dVoLoIoWo<^HT`oT@b<oJoH=oKWo?cVoMGbIoJZoWo<^HoRcZo;==oL$dHoJVo1>oLoA`HoHdn nRcZoZdn n

これら〔七つの la don助詞〕はいずれも [1] <\@LZoZboM?`Tdo skyabs su mchi’o「帰依する（＝避難所に
赴く）」という場合のように〈行為対象〉の意味を持つ第二格接辞として使用されるならば〈行為
対象〉を表示する語となり，[2] HLbWoKd=ZoWo<k @`IoJo<Fd=o dbul phongs la sbyin pa gtong「貧者に贈与
物を与える」という場合のように〈目的〉の意味を持つ〔第四格接辞として使用される〕ならば
〈目的〉を表示する語となり，[3] XVo0>d<ZoZboUdHo shar phyogs su yod「東にある」という場合のよう
に〈場所〉の意味を持つ第七格接辞として〔使用される〕ならば〈場所〉を表示する語となり，[4]
TdHo6qo<ZWo ’od du gsal「光となって輝く」という場合のように，一般的には〈行為対象〉を表示す
る語であるにせよ，特殊的に行為対象（las）と行為（bya ba）とが無区別であって，その〔行為対
象と行為〕自体の一体性を表示するものが担うべき意味を持つ〔接辞として使用される〕ならば
〈一体性〉を表示する語となり，[5] A`oMoXVoLoIo?dZo<KdIo nyi ma shar ba na chos ston「太陽が昇る時，
説法する」という場合のように〈時間〉を表す第七〔格接辞として使用される〕ならば〈時間〉を
表示する語となると知られるべきである．それらはいずれも格接辞として使用される場合には，la
助詞の起こる領域（’jug pa）とほとんど一致する〔領域で使用される〕ので，la助詞と呼ぶことも
まさに可能である．以上が詩節の意味である．

[221.212.12]

<A`ZoJoWo<^HoH=oHdIo!=`o<k@dVoObWo<A`Zn

第二（使用方法についての説明）に関して二点ある．[221.212.121]言葉の結合方法（連声規則），
[221.212.122]意味上の使用方法．

[221.212.121]
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[221.212.121.1]

H=oJdoI`n <?LZoTH`T`o<8q=o<`oH=dZoL<KIo6q o'MoH1>cT`o+@cIo!=` o=doLdoNMoWZoHcoH<oM`=oMGT`o$cZoT@b<o
H=o<k@dVoObWoM`o<ZWoU=o9q<Zo;= `Zo%d<Zo7qZoJT`oHL=o6qoMPHoJZo$cZoT@b<o<oLo<A`ZoH=oHoHI<o>Io! =`o
MGVoZ VVoL<MYT`o<?LZoZboLXHoJoLR`IoTH`VoMoL<KIo;==oHdIo!=`ZoGdLoJZoFoU`<o\bo9MIo<k@VoLoH=on =oHo

IoMoVoWo'MZo;=`o$cZoZbo6qoH=on ZoMGVoZboH=on ToU`<oMGVoVoU`<o+@=oJTMoVbo<k@VoLVo1>oR`=on WoIo
H<oI`o<?LZoH=oL<KZIoFco$cZoT@b<oGMZo>HoWo1>coL D<oMcHoJVo>`oV`<ZoZbo<k@VoLVo1>Tdn n

第一（言葉の結合方法［連声規則］）は次の通りである．この箇所の本文の直接表示内容（dngos
bstan）としては格接辞の語形のみが明らかとなっており，それらが単語の最終要素のいかなる後
置字と結合するかは明らかとなっていないが19，間接的に理解可能な事柄〔としてそれらの結合規
則〕が考慮されている．それゆえ，後置字 -<o -gと -Lo -bの二者と，再後置字 -Ho -dを有する項目
の後には 5[o tu（「-uを伴う Fo t」）が結合されるべきである．なぜなら完結助詞の箇所で説明したよ
うに，本文中に明示されないとしても，意味の上から得られるからである．〔後置字〕-=o -ng，-Ho
-d，-Io -n，-Mo -m，-Vo -r，-Wo -lの後には 6qo duが結合され，〔後置字〕-Zo -sの後には Zbo suが結合
され，〔後置字〕-To -’の後には〔母音-aを持たない〕独立の -Vo -rあるいは〔母音-uを伴った〕 Vbo
ruが結合されるべきである．Wo laと Io naは適切な文脈を顧慮して，あらゆる後置字の後に区別
なく任意に結合されるべきである．

[221.212.121.2]

Hco'MZo;==oV`MoJoLR`IoHJcVoL$dHoIn %<o5[n VLo5[n 1qIHo5[n KoVdWHo5[n MOVHo5[n <=o6qn
GMZo>Ho6qn <FIo6qn IMo6 qn XVo6qn HJWo6qn <UZoZbn 9ZVn 9ZoVbn Td<oWn Td<oIn <K c=o
Wn <Kc=oIn UdHoWn UdHoIn TP TIHoWn TP TIHoIn TP UVHoWn TP UVHoIn SWHoWn SWHoIn
2 )LoWn 2 )LoIn ; ?`MoWn ; ?`MoIn MGToWn MGToIn XVoWn XVoIn VLo<ZWoWn VLo<ZWo
In <UZoWn <UZoIn 9KoLbo'MZoZdn n

さらにまた，それらを順に例示すると〔以下の通りである〕．%<o5[o rtag tu「常に」，VLo5[o rab tu「と

ても」，1qIHo5[o kund tu「全てにわたって」，KoVdWHo5[o pha rold tu「向こう側に」，MOVHo5[o mtshard tu
「奇妙にも」，<=o6 qo gang du「どこに」，GMZo>Ho6 qo thams cad du「全面的に」，<FIo6qo gtan du「絶対
に」，IMo6 qo nam du「いつ」，XVo6 qo shar du「東に」，HJWo6 qo dpal du「美しく」，<UZoZbo g-yas su「右

に」，9ZVo lhar「神に」，9ZoVbo lha ru「神に」，Td<oWo ’og la「下に」，Td<oIo ’og na「下に」，<Kc=oWo steng
la「上に」，<Kc=oIo steng na「上に」，UdHoWo yod la「～があって」，UdHoIo yod na「～があるならば」，
TP TIHoWo ’dzind la「つかまえて」，TP TIHoIo ’dzind na「つかまえるならば」，TP UVHoWo ’dzerd la「言っ
て」，TP UVHoIo ’dzerd na「言うならば」，SWHoWo stsald la「与えて」，SWHoIo stsald na「与えるなら
ば」，2)LoWo grub la「成立して」，2)LoIo grub na「成立するならば」，; ?`MoWo khyim la「家で」，;?`MoIo
khyim na「家で」，MGToWo mtha’ la「端で」，MGToIo mtha’ na「端で」，XVoWo shar la「東で」，XVoIo
shar na「東で」，VLo<ZWoWo rab gsal la「大きな窓で」，VLo<ZWoIo rab gsal na「大きな窓で」，<UZo
Wo g-yas la「右で」，<UZoIo g-yas na「右で」．

[221.212.121.3]

HcoWoFoU`<o\bo9MIo<k@dVoLo'MZoI`oKdZoKdT`oM`=oMGToTH IcIoJT`oWb<ZoFco1Vd<oObWoSbVoM`o0>`IoJo'MZoWo>`o?o
UdHo;==on $cZoT@b<o8q<ZoJT`o1 Vd<oObWoSbVo0>`IoJVoTHdIoJo'MZoWoI`oHcoA`HoL$dHoLHcoLT=oU`IoIdn n

19シトゥは当該詩節に la助詞の連声規則は明示されていないと理解する．
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その中で，5[o tu（「-uを伴う Fo t」）の結合方法は，男性文字によって男性接辞を導くという方法20

である．その発音方法は未習熟者には良く分からないであろうが，後置字を含めた発音方法に習
熟して〔正しく〕発音できる者等にとっては，まさにそれは発音し易いものでもある．

[221.212.121.4]

HcoLR`Io6qo=oMoTo'MZoWo6qoZd<Zo<k@dVoLT`oObWoHcoI`oMdZoMdoU`<oTH IcIoJoH=on HoMGVo6 qoZd<Zo\@ dVoLoI`o
%<ZoMOb=ZoZbo<k@VoIoL$dHoJoM`oLHcoLZoL$dHoLHcoTH IcIoJoH=on 9Z<oMoIoVoWo'MZoWo6qo<k@dVoLoI`o%<Zo
MOb=ZoH I=o6qoMcHoJZoL$dHoLHcoTH IcIoJT`oWb<ZoZbo1>ZoX`=on <doHdIo>b=oSHoZ VVoL<MYT`o<?LZoZbo<RdZoJo

LR`IoFcn T?HoT!̂Vo'MZoWT=o>`oV`<ZoZbo<k@VoR`=oXcZoJVo1>Tdn n

それと同じように〔後置字〕=o -ng，Mo -m，To -’の後に 6qo duなど21を結合する方法は，女性文字に
よって女性文字を導くという方法である．Ho -dの後に続けて 6 qo -duなど22を結合する方法は，同
性結合では発音困難となるため，発音し易いものを導くという方法である23．それ以外の Io -n，Vo
-r，Wo -lに 6 qo duを結合する時には，発音し易いものを導くという方法が取られている24．なぜな
ら〔それらの場合においても〕同性文字を〔発音し易い形で〕導くことができないからである．理
解される意味は完結助詞の箇所で幾らか説明した通りである．これから説明するものに関しても，
様々に応用して〔結合方法を〕理解するべきである．

[221.212.122]

<A`ZoJoHdIo!=`o<k@dVoObWoWn TH`VoL<KIoLXHoJoH=on MoLXHoJo;o<?d=oLo<A`Zn

第二「意味上の使用方法」に関して二点ある．[221.212.122.1]本書での説明事項に関する説明，
[221.212.122.2]明示されていない事項の補足．

[221.212.122.1]

[221.212.122.11]

H=oJdoI`n WoIo<A`ZoHcoA`Ho;= `oHdIo6qoM`oT@b<o>`=o<RIoWoT@b<oJoH=on ZboVoVbo6qo5[osoJdoHco'MZoWZo
Zd<ZoHdIosoWoMOb=ZoJVoT@b<oJoU`IoJZoHco'MZo@`o9ZVo<k@dVoIn 1>cHoJoJdZo1>oLo<=oWo1>cHoJT`oWZo;=`o
HdIo>Io6qoT!̂VoLo'MoH1>co<A`ZoJoI`n XVo0>d<ZoZboT2F dn &doLVo<Sb<ZoL8FIo1>cHn MGToVboT; ?dWn ,@o
<Vo6qoT2Fdn ,@Lo5[o0 >d<Zn KoVdWHo5[o0>`In <Sb<ZoWo9Kn M6qIoIo,!n RcZoZd<ZoMGToUZoJVoL<^HcZo

IZo<k@VoLVo1>Tdn n

第一（本書での説明事項に関する説明）は以下の通りである．Wo laと Io naの二つは〈一体性〉の

20<o -g，Lo -b，Ho -dは後置字・再後置字として用いられる場合には男性文字（rjes ’jug gi pho yig）であ
る．Fo -t-は基字として用いられる場合には男性文字（ming gzhi’i pho yig）である．

21前述（[221.212.121.1]）のように，後置字 To -’の後には -Vo -rまたは Vbo ruが起こる．
22後置字 Ho -dの後には 6 qo -duが起こり，再後置字 Ho -dの後には 5[o -tuが起こる．
23後置字 Ho -dは男性文字，基字 Ho -d-は女性文字であるので性は一致しないが，シトゥによると，この

二文字の結合から生まれる音は発音し易く（例： GMZo>Ho6 qo thams cad du），それに対して性一致の原理に
よって生まれる文字結合は発音しにくい（例： *GMZo>Ho5[o thams cad tu）．ただし，再後置字の場合には性
一致の原理による文字結合がなされる．すなわち，男性文字である再後置字 Ho -dの後に，男性文字である
基字 Fo -t-が起こる．

24Io -n，Vo -r，Wo -lは後置字として用いられる場合には中性文字（rjes ’jug gi ma ning gi yi ge）であるが，
Ho -d-は基字として用いられる場合には女性文字（ming gzhi’i mo yig）である．
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意味では使用されず，それ以外の意味で使用される．他方，Zbo su，Vo -r，Vbo ru，6qo du，5[o tuの五
つは〈行為対象〉をはじめとする五つの意味で等しく使用される．では，それらはどのように使
用されるのかと言えば，行為者がある行為対象に向けて行為をなす時，その行為対象の意味を表
示するものが第二格接辞である．例：XVo0>d<ZoZboT2Fdo shar phyogs su ’gro「東に行く」，& doLVo<Sb<Zo
L8FIo1 >cHo rdo bar gzugs brnyan byed「石に形を刻む」，MGToVboT; ?dWo mtha’ ru ’khyol「端に達する」，
,@o<Vo6 qoT2Fdo rgya gar du ’gro「インドに行く」，,@Lo5[o0 >d<Zo rgyab tu phyogs「後ろを向く」，KoVdWHo5[o
0 >`Io pha rold tu phyin「対岸に到達した」，<Sb<ZoWo9Ko gzugs la lta「色形を見る」，M6 qIoIo, !o mdun na
rgyu「前に進む」．このように様々な例に応用して使用することができる．

[221.212.122.12]

HcoLR`Io6qo1>oLo<=oR`<o<`Zo1 >oLT`oUbWoHcTMn HcoH=oTL DcWoLT`oWZoWoKIoTHd<ZoJVoT!̂VoLT`oHdIo!=`Zo
?cHo6 qo1>oLT`oUbWoWoT@b<oJo'MoH1>coLR`oJoI`n ?dZo0>d<ZoZboH:ToLo\@Hn HMIoJVoL)Un L6qHo)ToVbo
L<^+Ln X`=o<>dHo6qo<KoVcoH<dZn 2 )Lo5[oVcn <Vo9KoLoWo<^HdIoMcoGd<Zn X`=oWo?boTH IcIn O V<ZoIoIdVo

T!=cHn WoZd<ZoJo,@o?cVo<k@VoLVo1>o<Kcn HcT`o?cHo6qn HcT`o?cHoWn HcT`oHdIo6qn HcT`oHdIoWn HcT`o0>`Vo6qo
9KoLboH<dZo?cHo<ZWo1>cHo;=`o<^ HoH=o9MIoJo'MZoI`o?cHo;=`oHdIoU`IoJo<R dZoMoH<dZoZdn n

次に，ある行為 xが，ある者によってなされる行為対象を扶助するか，もしくは，それと関係す
る行為 yを扶助するものとなる場合，そうした意味を理由として，〈目的〉という意味領域で使用
されるものが第四格接辞である．例：?dZo0 >d<ZoZboH:ToLo\@Ho chos phyogs su dka’ ba spyad「宗教的

な事柄のために苦行を実践する」，HMIoJVoL)Uo dman par brtse「下層民を慈しむ」，L6qHo)ToVboL<^+Lo

bdud rtsi ru bsgrub「甘露のために実践する」，X`=o<>dHo6 qo<KoVcoH<dZo shing gcod du sta re dgos「木の切

断のために斧が必要である」，2)Lo5[oVco grub tu re「成就するように願う」，<Vo9KoLoWo<^ HdIoMcoGd<Zo gar

lta ba la sgron me thogs「舞踏を見るために灯火を手に持つ」，X`=oWo?boTHIcIo shing la chu ’dren「樹木
のために水を引く」，O V<ZoIoIdVoT! =cHo tshogs na nor ’gyed「集会参加者に金銭を分け与える」．この
ように様々に使用することができる．HcT`o?cHo6 qo de’i ched du「そのために」，HcT`o?cHoWo de’i ched la
「そのために」，HcT`oHdIo6 qo de’i don du「そのために」，HcT`oHdIoWo de’i don la「そのために」，HcT`o0>`Vo6 qo
de’i phyir du「そのために」のように目的を表す語（?cHo ched，HdIo don，0 >`Vo phyir）を伴う諸々の
〔la助詞〕が〈目的〉を意味することは言うまでもない．

[221.212.122.13]

%cIo<IZoFco<=oR`<o<=oWoL% cIoJTMoUdHoJT`oHdIo>Io6qoT@b<oJo'MoH1>coL6qIoJoI`n XVo0>d<ZoZboTdHo
<N=on McVoMco9Zo<IZn 9KcoLoVbo*T=oL>Zn 9Zo;=o6qoM?dHo%cIoUdHn ZoTd<o5[o<KdLZo9MIo<IZn <Sb<Zo
;MZoIoO=ZoJn 9C<ZoWo<ZcVoT1̂<o9KoLbo<K co<doLVoZVTdn n

〈場所〉すなわち xが yに依拠すること，もしくは xが yに存在することを意味するものとして使
用されるのが第七格接辞である．例：XVo0 >d<ZoZboTdHo<N=o shar phyogs su ’od snang「東に光が立ち現
れる」，McVoMco9Zo<IZo mer me lha gnas「火に火神が宿る」，9K coLoVbo*T=oL>Zo lte ba ru rdzing bcas「中
央に池がある」，9Zo;=o6qoM?dHo% cIoUdHo lha khang du mchod rten yod「仏殿の中に仏塔がある」，ZoTd<o
5[o<K dLZo9MIo<IZo sa ’og tu stobs ldan gnas「地下世界には龍王バリカ（Balika）がいる」，<Sb<Zo;MZo
IoO=ZoJo gzugs khams na tshangs pa「色界には梵天がいる」，9C<ZoWo<ZcVoT1̂<o lcags la gser ’byug
「鉄の上に金を塗る」．これらは理解し易い．

[221.212.122.14]
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'MoH1>co<A`ZoJT`o1 >coL D<oUbWo<=oR`<oWo1>oLo<=oR`<o1>cHoJT`oO Un WZoHco;doIoA`Ho;=`o=doLdVo!̂VoJZoWZo
H=o1>oLo=doLdo<>`<oJoU`IoJoHco9KoLbT`oWZo;=`oHdIoWoT@b<oJoI`n M?d<o<ZbMoWo<\@LZoZboXcZn 9KVo<ZWn
Z DoLVo1>cHn L%IoJVo!̂Vn <^HdWoMoOUT`o9ZoVboL<KcIn TdHo6qoTO UVn <>`<o5[o!̂Vn Zd<ZoZboXcZoJVo1>o<Kcn

第二格接辞の内，ある種のものは，ある対象に向けてある行為が実行される時，その行為がまさに
その行為対象の本体と等しくなることによって，行為対象と行為とが同体のものとなる，そのよう
な〈行為対象〉の意味で使用される．〔その用例は〕M?d<o<ZbMoWo<\ @LZoZboXcZo mchog gsum la skyabs

su shes「三宝を帰依処として知る」，9ZVo<ZWo lhar gsal「神として示現する」，Z DoLVo1 >cHo sra bar byed
「～を固くする」，L%IoJVo! ^Vo brtan par gyur「～が堅強になった」，<^ HdWoMoOUT`o9ZoVboL<K cIo sgrol ma tshe’i

lha ru bsten「ターラー尊を長寿天として崇拝する」，TdHo6 qoTO UVo ’od du ’tsher「光となって輝く」，

<>`<o5[o! ^Vo gcig tu gyur「一つ／同じになった」などの例で知ることができる．

[221.212.122.15]

TH`oA`Ho%d<ZoH:ToLZo>b=oSHoLXHoIn M?d<o<ZbMoWo<\@LZoZboXcZoRcZoJo9KoLboWn \@`VoLF=on <\@LZo
ZboXcZoJoI`o1 >oLn M?d<o<ZbMoI`o1>oLoHcT`oUbWoU`IoJZoHcoWoWZo;=`o'MoH1 >co<k@dVoLoU`IoMdHn 1>coL D<o0>co
IoWZoH=o1>oLoGoHHoM`oHHo;=`oHL=o<`ZoWZo;=`o'MoH1>coT@b<oJT`oUbWo<N VoKWo<A`ZoWZo<N VoLdoI`oHcoA`Ho
H=on KWoLTMoTH`VoL<KIoHcoA`Ho;=`oHdIo>IoI`o1 >oLoA`HoWoWZoH=o1>oLo<A`ZoZboH1>coLT`n XcZoJoI`o1>oLn
<\@LZoI`oXcZoJVo1>o,!T`oWZoU`IoJZoHcVoWoHdIo!=`o'MoH1>coT@b<oJoHcoA`HoHcn <\@LZoH=oXcZoJo<A`Zo\@`Vo

GoHHoU`IoU=o1>oLo<>`<oWo<k@dVoLoTH`oTH IT`o<?LZoZboXcZoJoA`Ho<\@LZoU`IoIdo<FMoJT`o=doLdVo<\@cZoJoL$dHo
JoU`IoJZn XcZoJoUbWo>IoH=o<\@LZoUbWo6qoM`o<Sb=oLVn M?d<o<ZbMoUbWoH=on <\ @LZoH=oXcZoJo
L<MMZoJT`oOT<o7qZoUbWo>Io! =`o=doLdo<>`<o<KdIoJoU`IoIdn n

実にこれは難解であるから少し説明すると次の通りである．M?d<o<ZbMoWo<\@LZoZboXcZo mchog gsum

la skyabs su shes「三宝を帰依処と知る」のような例において，一般的な理解によれば <\@LZoZboXcZoJo
skyabs su shes pa「帰依処と知る」は行為であり，M?d<o<ZbMo mchog gsum「三宝」はその行為の対
象であるので，そこに行為対象を表示する格接辞が結合されるのであるけれども，厳密に分析す
れば次のようになる．行為と行為対象が可分であるか不可分であるかに応じて，行為対象を表示
する格接辞の適用領域には一次的適用領域と二次的適用領域がある25．その内，一次的領域とはま
さにそれ（M?d<o<ZbMo mchog gsum「三宝」）のことである．二次的適用領域，すなわち目下の箇所
で語られる〈一体性〉の意味を持つ格接辞と関係する領域は，その次のもの（<\@LZoZboXcZo skyabs su
shes「帰依処と知る」）において la don格接辞が適用されているところのまさにそれ（<\ @LZo skyabs

「帰依処」）である．なぜなら，まさにその行為（<\@LZoZboXcZo skyabs su shes「帰依処と知る」）を行

為対象と行為の二つに区分すると，XcZoJo shes pa「知る」が行為であり，<\ @LZo skyabs「帰依処」が

知られるべき対象であるからである．ただし，<\@LZo skyabs「帰依処」と XcZoJo shes pa「知る」の
二者は一般的には可分であるが，ある一つの行為〔を表示する〕ために結合された今のような場
合においては，まさに XcZoJo shes pa「知る行為」が，何かを <\@LZo skyabs「帰依処」であると考え

る行為を本質とするものとして発生していること26を表現しているから，XcZoJo shes pa「知る」が

25行為からの分離が可能（tha dad）である行為対象は一次的適用領域（gtso bo）であり，行為からの分離
が不可能（tha mi dad）である行為対象は二次的適用領域（phal ba）である．M?d<o<ZbMoWo<\ @LZoZboXcZo mchog

gsum la skyabs su shes「三宝を帰依処と知る」の例では，M?d<o<ZbMo mchog gsum「三宝」が一次的適用領域，
<\ @LZo skyabs「帰依処」が二次的適用領域である．

26
<\ @LZoZboXcZo skyabs su shes「帰依処と知る」という表現において，知る行為と知られる内容（すなわち

「Aを Bとして知る」という場合の B要素）は一体のものして理解される，というのがシトゥの見解である．
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行為主体で <\ @LZo skyabs「帰依処」が行為対象であるとは理解されず，むしろ，M?d<o<ZbMo mchog

gsum「三宝」が行為対象であって，<\@LZo skyabs「帰依処」と XcZoJo shes pa「知る」の二つは複
合表現（bsdams pa’i tshig）となっており，意味的に連関する対象と関係した一体のもの（nus yul
can gyi ngo bo gcig）27を表現している〔と理解される〕のである．

[221.212.122.16]

HcZoIo1>oWZo=doLdo<>`<oJT`o0>`VoWoHdIoTH`oV`<ZoWo<8q=oTH`VoHcoA`Ho;=`o<^HZoL<KIo>`=on =doLdo<>`<oWo1>oLo
H=dZoM`oT1̂=oLZn TK<ZoUbWoJT`oL&o\HdHoJoH<o<`ZoWZo;=`oHdIo<N VoLdoMoU`IoJTMoKWoLoRcZoScVoVdn n

それゆえ，行為と行為対象が同体であるので，このような類いの la don助詞〔によって表示される
意味〕を本書では〈一体性〉という術語で示している．同体になっているもの〔すなわち <\@LZoZbo
XcZo skyabs su shes「帰依処と知る」という複合表現〕の内部では一次的な実現対象（bya ba dngos）
が表示されることはないので，聖地（インド）の文法学者は〔そのような複合表現に含まれる行
為対象を〕「主要でない行為対象」あるいは「二次的な行為対象」と称している28．

[221.212.122.17]

WoIoH<oI`oHdIoTH`oTH IoWoIMoU=oT@b<oJoMoU`IoJZn <lHo<AdVoWoIoH<o<`oT@b<oJoT?HoJT`o<?LZoZboTH`Vo
T@b<oJoMoLXHoJoH=on

6qoWoZd<ZoJoWoH=oMGbIn nHcoA`HoH<oI`o9Z<oJoU`In n

RcZoT1̂=oLoI`oWc<ZoJVoLXHoJTdn n

Wo laと Io naの二つはこのような意味を表示する目的では決して使用されないので，〔スムリティ
ジュニャーナキールティも〕『言語の門』で Wo laと Io naの使用法を説明する際に，この〔一体性
という〕意味での使用には触れていない．また，〔『言語の門』の〕

「6qo duなど〔の意味〕は Wo laのそれと一致する．〈一体性〉は〔la助詞の意味に含まれない〕
残余のものである．」29

27M?d<o<ZbMo mchog gsumという表現が「意味的に連関する対象」である．それと関係する<\ @LZo skyabsと

XcZo shesの二者は「一体のもの」として理解される．
28シトゥは M?d<o<ZbMoWo<\ @LZoZboXcZo mchog gsum la skyabs su shes「三宝を帰依処と知る」というチベット

語表現を，サンスクリットの二重目的語構文の構造で理解している．例えばmān. avakaṁ dharmaṁ brūte「彼
は少年に法を語る」という二重目的語構文において dharma「法」は，brū「語る」という行為の主要な行為
対象（pradhānakarman）であり，mān. avaka「少年」は主要でない行為対象（apradhānakarman）である（川村
2017: 303）．ただし，パタンジャリは二重目的語構文の形成が許される動詞語根を八つに限定しており，そ
の中に jñā「知る」などの認識行為を表す動詞語根は含まれていないので，仮に*ratnatrayaṁ śaran. aṁ jānāti
「彼は三宝を帰依処と知る」（＝彼は三宝という帰依処を知る）のようなサンスクリット文を想定しても，そ
こにおいてはシトゥが与えるような説明は成立しない．

29VMĀ D 281a4からの引用．Cf. VMĀV D 300a7ff.: du dang su dang ru dang ra rnams la’i sgra dang mthun
te | ’di la zhes bya ba la | ’di na zhes bya ba dang | ’di ru zhes bya ba dang | ’dir zhes bya ba dang | gang du zhes
bya ba dang | dbus su zhes bya ba thams cad la’i sgra dang mthun pa sha stag go || de nyid du ston pa ni la’i don
las lhag pa ste | thog dgu ’phar du phub | shing mig mangs res su btang | dbyibs gru bzhir brtsigs zhes ba lta bu la’i
don las lhag par ston pa yin no ||（「du，su，ru，-r〔の意味〕は la助詞のそれと一致する．’di la『ここで』と
いう表現と同じ意味を表示するために，’di ru，’dirという表現がある．さらに，gang du『どこで』，dbus
su『中央で』といった表現がある．その全て〔の助詞〕はいずれも la助詞と〔意味的に〕一致するものに
他ならない．〈一体性〉を表示する〔du助詞などの意味〕は la助詞の意味からは外れるものである．thog
dgu ’phar du phub『九階の高さまで建てた』，shing mig mangs res su btang『木製の将棋盤で交替で遊んだ』，
dbyibs gru bzhir brtsigs『四角い形にして建てた』などの表現〔に含まれる du助詞などは〕la助詞の意味か
ら外れて〔別の意味を〕表示するものである．」）
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というのは理に叶った説明である．

[221.212.122.18]

O Uo<?LZoFco'MoH1>coL6qIoJoA`Ho6qZoL$dHoJT`oHdIoWoT@b<oJoI`n O UZo<A`ZoZboA`oMoS Vd< nA`oMoMoXVoLVo
9M=on T?Vo;oVbo6qZo<HLn ,!Io6qo;oFdHo1>cHn %<o5[oLHcIoJVo<lHn IMoW=ZoJoIo?dZo<KdIn Z DdHoWo

L6qHoL5[Wn Zd<ZoM=o6qoXcZoJVo1>Tdn n

〔la don助詞は〕まさに第七格の〔意味の中に含まれる〕〈時間〉（tshe skabs = dus）を表示するた
めに使用される．O UZo<A`ZoZboA`oMoS Vd<o tshes gnyis su nyi ma zlog「二日間で太陽が逆行する」，A`oMoMo
XVoLVo9M=o nyi ma ma shar bar ldang「太陽が昇らない内に起床する」，T?Vo;oVbo6qZo<HLo ’char kha

ru dus gdab「夜明け時に会う約束をする」，,!Io6qo;oFdHo1>cHo rgyun du kha tod byed「常に読誦をして

いる」，%<o5[oLHcIoJVo<lHo rtag tu bden par smra「常に正しく語る」，IMoW=ZoJoIo?dZo<KdIo nam langs pa
na chos ston「夜が明ける時に説法する」などの多くの例を通じて知ることができる．

[221.212.122.19]

U=o<?LZoTH`VoWZo;=`oHdIoZd<ZoWoH<<o<^HoH=oTL DcWoLZoWZoWoZd<ZoJoZdoZdT`oMOIoA`HoH=oM`o9MIoJVo
!̂VoJn <Sb<ZoWoM`o9Kn Z Vd=oLoJdVo<k@`IoJVoM`o1>n <Sb<Zo;MZoIoH I`oVdoMcHn %cIoT@`<oJVoM`o1>cHn
9KoLbo'MZo;= `oWoHdIoHcoH<oWZoWoZd<ZoJoZdoZdT`o'MoH1>cVoT!̂VoVMo<FMoIn V`MoJoLR`In WZoH=on
?cHo6qo1>oLoH=on % cIoJoH=on HcoA`HoWZo<RIoM`IoJT`oWZo'MZoL:<oJZn HcoH<o<`o,!oMOIo! =`Zo

LR<oJT`o'MoH1>coHcoH<oH=dZoZboM`oT! ^VoU=on H<<o1>T`oO T<oHco'MZoH=oTL DcWoLT`oHL=oWZo'MoH1>coHco
'MZoH=o$cZoZboMGbIoJoNMo6qoXcZoJVo1>Tdn n

さらに，今の論題について〔次のような疑問がある〕．（問：）〈行為対象〉の意味〔を表示する
語〕などに否定辞が結合することにより，〈行為対象〉などの各々の概念規定根拠が失われる場合
がある．例えば <Sb<ZoWoM`o9Ko gzugs la mi lta「〔彼は〕色形を見ない」，Z Vd=oLoJdVo<k @`IoJVoM`o1>o slong ba

por sbyin par mi bya「物乞いに布施をしないことにしよう」，<Sb<Zo;MZoIoHI`oVdoMcHo gzugs khams na
dri ro med「色界に香と味は存在しない」，% cIoT@`<oJVoM`o1 >cHo rten ’jig par mi byed「〔彼は〕拠り所を
破壊しない」のような文における la don助詞は，果たして〈行為対象〉などの各々の意味を持つ
格接辞となり得るであろうか30．（答：）それらはまさしく〈行為対象〉，〈目的〉，〈場所〉，〈一体
性〉に他ならない事柄をそれぞれ否定しているので，実質的にはそれらを根拠に措定される格接
辞にはならないが，それらの否定辞との結合により，単にそれらの格接辞に準ずるものとなって
いると理解するべきである．

[221.212.122.2]

[221.212.122.21]

<A`ZoJo<8q=oTH`VoH=dZoZboMoL<KIo;==on LXHoMoG<oJT`oWo<^Ho'MZo;= `oI=oIZoIoWo<A`ZoJdoHcoWoHdIo!=`o
T@b<oObWo<RIoU=oUdHoHcn IT`o<^HoHM`<Zo;=`ZoH1>coLT`oHdIo6qo<k @VoLn H=dZoZboIn MHdVoL<MYoIn U`Io

2F=oIn Zd<ZoH=on ,!oMOIo!=`oHdIo6qo<k@VoLn TH`oUdHoIoTH`oT1̂=on McoUdHoIo6qoLoT1̂=on 9KoLboH=on

30第一の例文では「見る」行為が実現されないので色形は実質的には〈行為対象〉になっていない．第二
の例文では布施という行為が実行されないので，物乞いは〈目的〉（あるいは受者，二次的な行為対象，間
接目的）として機能していない．第三の例文では香と味の存在が否定されるので，色界はその行為が起こる
〈場所〉になっていない．第四の例文では破壊行為が実行されないので，主動詞’jig pa「破壊」と補助動詞
byed「～する」との間に〈同一性〉の関係が成立しない．
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,!oMOIoHdIo!=`ZoL<KIoJT`oHdIo6qo<k@VoLn TH`VoX`=oU=oMcHoIoX`MoXoJo@`o9KVoUdHn T6qZoMo1>ZoU`IoIoM`o
%<oJVoVb=o=Mn 9KoLboH=on

第二（明示されていない事項の補足）．本書では明示的に語られていないが，直前に説明された諸々
の la助詞の内，Io naと Wo laの二つには他の意味での用法もある．[a1] na助詞は〔第一に〕〈特定
化〉の意味を表すために使用される．例：H=dZoZboIo dngos su na「実質的には」，MHdVoL<M YoIo mdor

bsdu na「簡潔にまとめると」，U`Io2F=oIo yin grang na「～であるとするならば」など．[a2]〔na助
詞は〕〈根拠〉の意味を表すために使用される．例：TH`oUdHoIoTH`oT1 ^=o ’di yod na ’di ’byung「これが

あるからこれが発生する」，McoUdHoIo6qoLoT1̂=o me yod na du ba ’byung「火があるので煙が発生する」

など．[a3]〔na助詞は〕〈間接的に表示される根拠〉の意味を表すために使用される．例：TH`VoX`=o
U=oMcHoIoX`MoXoJo@`o9KVoUdHo ’dir shing yang med na shim sha pa ji ltar yod「ここには木が全くないと
いうのに，どうしてシンシャパー樹（śiṁśapā）が存在するであろうか」，T6 qZoMo1 >ZoU`IoIoM`o%<oJVo
Vb=o=Mo ’dus ma byas yin na mi rtag par rung ngam「もしあるものが無為法であるならば，どうして
それが非恒常的存在であり得ようか」など．

[221.212.122.22]

NoMoHcoWZoO T<o0>`oMoT<WoLTMoMoU`IoJoZd<Zo<KdIoJT`oHdIo6qo<k@VoLn TH`oNdIo6qo<M`<oJo\@dHoJoR`<oIoHo
I`oH<coLoWoU`HoT@b<oJVo1>cHoHdn nTH`oNdIoIdVo!=`ZoHLbWoLoU`IoIn HoI`oHLbWoJdoMoU`IoIdn nRcZoJo9KoLbo
H=on TdZoJVoH:ToLo<KcoM`oTdZoJT`o?<o<MoO VHoTP TIoJT`o<AdoIZoO T<oHdIo0 >`oMo=cZoJVo1 >cHoJT`oHdIo6qo<k @Vo
Ln 9ZZoL5[HoIoM`Zo9Ko>`o<RdZn VLo1 ^=o'MZo;?`MoWoT;DcIoJVo1>cHoIo;?`MoJo'MZo9Ko>`o<R dZn 9KoLboH=on

[a4]〔na助詞は〕〈先行表現の内容 xからの後続表現の内容 yの超過・違反〉あるいは〈先行表現の
内容 xと後続表現の内容 yの不一致〉などを表すために使用される．例：TH`oNdIo6 qo<M `<oJo\@dHoJoR`<o
IoHoI`oH<coLoWoU`HoT@b<oJVo1 >cHoHdo ’di sngon du sdig pa spyod pa zhig na da ni dge ba la yid ’jug par byed
do「この人は以前は罪を犯す人であったが，今では善行に心を向けている」，TH`oNdIoIdVo! =`ZoHLbWoLo
U`IoIoHoI`oHLbWoJdoMoU`IoIdo ’di sngon nor gyis dbul ba yin na da ni dbul po ma yin no「この人は以前は資
産に乏しい者であったけれども，今ではもう貧者ではない」など．[a5]〔na助詞は〕〈適合可能性
が低い事例〉を表すために，すなわち，適合不可能性の程度や度合いを言及することによって後
続表現の内容を確定するために使用される．例：9ZZoL5[HoIoM`Zo9Ko>`o<RdZo lhas btud na mis lta ci smos

「神でさえも礼拝するのであるからには，人は言うまでもなく礼拝するはずだ」，VLo1 ^=o'MZo;?`MoWo
T; DcIoJVo1 >cHoIo; ?`MoJo'MZo9Ko>`o<RdZo rab byung rnams khyim la ’khren par byed na khyim pa rnams lta ci
smos「出家者達ですら家庭に愛着を覚えるのであれば，在家者達は言うまでもなくそうするはず
だ」など．

[221.212.122.23]

TdZoJoIIo!=`ZoLSb=oIZo0 >`oO T<o=cZoJVo1 >cHoJT`oHdIo6 qo<k@VoLn ;?`MoJo9KoTHdHoJoWoZ D cHoIoVLo1̂=o'MZo
;==oTHdHoJoWoZ DcHoJVo1>cHoHdn n6qHoT2Fdo'MZoL ]IoJoA`HoIoM`T=oHco9KoLboH<oMGd=o=don n9KoLboH=on <R dIoJT`o

HdIo6qo<k @VoLn LH<o1>=o?bLoGdLoIo>`oMoVb=on ZcMZo>IoGMZo>HoLHcoLoH=o9MIoIo<FMoMdn n9KoLboH=on
GcoO VMo!=`o<R`T`oHdIo6qo<k@VoLn ZoLdIoI`oLFLoIn TH`oWZo2̂o2 qoT1̂=o=MoM`oT1̂=on ?dZoI`oL<KIoS`IoIo
<RIo!=`Zo% d<ZoZMoMo%d<Zn 9KoLboM=o6qoT1̂=oR`=on

[a6]〔na助詞は〕〈適合可能性〉を強調した後に後続表現の内容〔が同様に適合可能であること〕を
確定するために使用される．例：; ?`MoJo9KoTHdHoJoWoZDcHoIoVLo1̂=o'MZo;==oTHdHoJoWoZ DcHoJVo1>cHoHdo khyim
pa lta ’dod pa la sred na rab byung rnams kyang ’dod pa la sred par byed do「在家者が欲望対象を渇愛
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するのは勿論のことであるが，実は出家者達も欲望対象を渇愛するのだ」，6qHoT2F do'MZoL]IoJoA`HoIo

M`T=oHco9KoLboH<oMGd=o=do dud ’gro rnams blun pa nyid na mi’ang de lta bu dag mthong ngo「動物達が愚
かであるのは勿論のこととして，実は人もそうしたものであることは経験的に知られている」な
ど．[a7]〔na助詞は〕〈祈願〉の意味を表すために使用される．例：LH<o1 >=o?bLoGdLoIo>`oMoVb=o bdag
byang chub thob na ci ma rung「私は正覚を獲得できますように」，ZcMZo>IoGMZo>HoLHcoLoH=o9MIoIo
<FMoMdo sems can thams cad bde ba dang ldan na snyam mo「一切衆生が幸福であるようにと願う」な
ど．[a8]〔na助詞は〕〈疑問の前提条件〉の意味を表すために使用される．例：ZoLdIoI`oLFLoIoTH`o
WZo2̂o2 qoT1̂=o=MoM`oT1 ^=o sa bon ni btab na ’di las myu gu ’byung ngam mi ’byung「もし種が蒔かれた

とするならば，果たしてここから芽は発生するであろうか，それとも発生しないであろうか」，?dZo
I`oL<KIoS`IoIo<RIo!=`Zo%d<ZoZMoMo%d<Zo chos ni bstan zin na gzhan gyis rtogs sam ma rtogs「もし既に法
が説かれたとするならば，果たして他の人達は理解したのであろうか，それとも理解しなかった
のであろうか」など．このように〔na助詞には〕多くの用法がある．

[221.212.122.24]

WT`o<^HT=oO T<o9Z<oMoTH IcIoJo9Z<oL>Zo;=`oHdIo6qo<k@VoLn MAMoJVoLR<oWoHco;doIoA`HoZcMZn W<oJo
L<FWoWoSZoSn 9KoLboH=on O T<oNo0>`oMOMZo<k@dVoLoNMo! =`oHdIo6qo<k @VoLn LHcoLoH=o9MIoWo<IdHoJoM`o
M=ToLn <ZWoR`=oH|=ZoWoH I`oMoMcHoJn RcZoZd<Zo,@o?cVoT1̂=oLo'MZoZdn n

[b1]一方，la助詞は〈後続表現の導入〉すなわち〈接続〉の意味を表すために使用される．例：
MAMoJVoLR<oWoHco;doA`HoZcMZo mnyam par bzhag la de kho nyid sems「入定して真実を思念する」，W<o
JoL<FWoWoSZoSo lag pa bsnyal la zas za「手を伸ばして食べ物を食べる」など．[b2]さらに〔la助詞
は〕〈先行表現と後続表現の単純な結合〉の意味を表すために使用される．例：LHcoLoH=o9MIoWo<IdHo
JoM`oM=ToLo bde ba dang ldan la gnod pa mi mnga’ ba「幸福であり危難がない」，<ZWoR`=oH|=ZoWoH I`oMo
McHoJo gsal zhing dwangs la dri ma med pa「明瞭清浄でけがれがない」など．このように様々に現れ
る〔la助詞の用法がある〕．

[221.212.122.25]

TH`Vo<l Ho<AdoWZn

IoRcZo1>oLT`oO T<o<`oHdIn nHM`<Zo;=`ZoT1>cHoH=o,!oMOIoH=on n

,!oMOIoHdIo!=`ZoL<KIoJoH=on nWZoH=o?cHoH=o%cIo<IZoH=on n

0>`oO T<oHco<RIoZd<Zo<KdIoH=on nTdZoJVoH:ToLo?<oTP TIoWZn n
0>`oO T<o=cZoJVo1>cHoJoH=on nHcoWZoLSVd<oJoA`HoH=oI`n n
T<WoLT=oM`oT<Wo<KdIoJoH=on n<RdIoH=oTHI`oH=oGcoOVo<R`n n
O Uo<?LZo'MZoWoTH`oMGd=o=don n

RcZoH=on

WoI`o<A`ZoJoLR`oJoH=on n L6qIoJo<MYHoH=o<k @dVoLoH=on n

<RdIoH=oOHoTP TIo<R`oH=oI`n n O Uo<?LZoH<o5[oTHdHoJoU`In n

RcZoT1̂=oLT`oHdIoT2F cWoJZoL1FWoLoWZoTGHoJT`o?VoT6q<o<FMoJo'MZoL:dHo;=`n

これに関連して『言語の門』には
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「na助詞の意味は以下のものである．特定化，根拠，間接的に表示される根拠，行為対象，目
的，場所，後続表現の内容との不一致などの表示，適合可能性の低さの程度への言及による
後続表現の内容の確定，それの逆，対立の無効化の表示，祈願，質問・疑問の前提条件，時
間．これらを表すためにこの〔na助詞の使用〕が見られる．」31

「la助詞は第二格接辞，第四格接辞，第七格接辞の意味や，複合，結合，祈願，程度の限定，
場所，時間の意味を表すために〔使用される〕と認められる．」32

と説かれるが，〔スムリティジュニャーナキールティ自身の〕註釈に解説される〔na助詞と la助詞
の〕意味の内で正しいと思われる部分のみを〔私はここに〕提示した．

[221.212.122.26]

Io<^HoT<WoLT=oM`oT<WoLVo<KdIoJoWoT@b<oJoI`n HdIoHMo6 qoH1>cVoMcHoIo1 qIo*VLo5[oH1>cVoUdHo9KoLboHJcVo
L$dHoJZn 0 >`oOT<oHco<RIoZd<Zo<KdIoH=on nRcZoJT`oL<KIo1>oH=oSVdZoJVoT!̂VoR`=on

〈対立の無効化の表示〉のために使用される na助詞は，HdIoHMo6qoH1>cVoMcHoIo1 qIo*VLo5[oH1 >cVoUdHo don
dam du dbyer med na kun rdzob tu dbyer yod「究極的真理（勝義）の観点から見れば無区別である
が，遮蔽的真理（世俗）の観点から見れば有区別である」といった例文で示される33．それゆえ
〔その意味は〕「後続表現の内容との不一致などの表示」という文言の表す内容と重なってしまう
ことになる．

[221.212.122.27]

THI` oLT`o<R`VoT@b<oJoI`n <Sb<Zo<Sb<ZoZboVb=oLoU`IoIoTH`o>`Zo<Sb<ZoZboVb=o9KoLboHJcVoL$dHoJZn
HM`<Zo;=`ZoT1>cHoJTMoGco?dZo!=`o<R`o<=oVb=oWZoL)MZoFcoTH I`oH<dZoJT`o0 >`VoHcoH<o<`oHdIoWZoWd<ZoZbo
H1>coLoH<dZoJoMcHoJoH=on

〈質問の前提条件〉という意味での用法は，<Sb<Zo<Sb<ZoZboVb=oLoU`IoIoTH`o>`Zo<Sb<ZoZboVb=o gzugs
gzugs su rung ba yin na ’di cis gzugs su rung「もし物質とは壊れるものであるとするならば，どうし
てこれが壊れるものであろうか」という例文によって示されている34．それゆえ，〈特定化〉され
た事柄か，もしくは〈疑問の前提条件〉のいずれかについての質問であるはずであるから，それ
らの意味とは別のものとして区別を立てる必要はない．

[221.212.122.28]

WT`o<^Ho<MYHoJoH=o<k@dVoLoH=o<RdIoJo'MZoWoT@b<oJVoLXHoJoI`oZdoZdT`oHJcVoL$dHoH=o<k@VoIZoL%<ZoIo

9Z<oL>ZoA`Ho6qo<ZWoLZoZdoZdVoH1>coLoHdIoM`o?coLoH=on OHoTP TIoWoT@b<oJVoLXHoJoHcoI`oOHoL$dHo
JT`oHdIo>Io6qoM`oT@b<oJZoHco'MZoI`oTH`VoMo<R dZoZdn n

la助詞は〈複合〉，〈結合〉，〈祈願〉の意味で使用されると説かれるが，各々の例文と合わせて検
討してみると，それらが〈接続〉の意味に他ならないことは明らかであるから，別々のものとし

31VMĀ D 280b1ff.からの引用．
32VMĀ D 281a2f.からの引用．
33VMĀV D 297a7f.: ’gal ba yang mi ’gal bar ston pa ni mi mthun pa’i rgyan ston pa yin te | ’di ltar don dam

par ni dbyer med na kun rdzo ba tsam du dbyer yod ces pa lta bu’o ||（「対立の無効化の表示．これは逆接的な修
飾要素を示すものである．例：don dam par ni dbyer med na kun rdzo ba tsam du dbyer yod『究極的真理（勝
義）の観点から見れば無区別であるが，単なる遮蔽的真理（世俗）の観点から見れば有区別である』など．」）

34VMĀV D 297b1f.を参照．
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て区別することに大きな意味はない35．また，〈程度の限定〉の意味でも使用されると説かれるが，
それは〔実際には〕程度の表示の意味を持つものとして使用されていない．それゆえ，以上挙げ
たものについて〔私は〕本書で言及しなかった．

[221.212.2]

<A`ZoJoMGToH/>HoI`n <?LZoTH`VoT2F cWo1>cHoNo0>`o'MZoWoLRcHoObWoM`oTH IoLoT<ToR`<oT6q<oJoHco'MZo
;=`oMGToH/>HoJZoT2FcWoObWoTH`oA`HoWT=o=cZoJo8FcHoJT`o,!VoT!̂VoLT`o0>`Vn <RIoLRcHo;=`o<F `=oJdoL<MYZo
IZo>b=oSHoH/>HoIn

第二「考察」．今の論題について古今の註釈者達は幾つかの異なった考え方を持っている．それら
についての考察は，まさにこの〔本書で示したような〕解釈方法についてもさらなる確信を得る
ための要因となるので，以下では他者の考えの要点をまとめて少しばかり考察することにしよう．

[221.212.21a]

<=oM`=oMGToIoL>boJo<IZn nZd<Zo;=`ZoL<KIoJT`oM`=oMGVo<IZoJT`oHdIoT2FcWo1>cHoNoMoKWo?cVo!=`Zo'Mo
H1>co<k@VoUbWoM`=oMGT`o$cZoT@b<oHcoA`Ho6qoTHdHo>`=on ,!oMOIoHcZn <=oM`=oMGToIoL,@HoJo<IZn nHcoWo

<A`ZoJo\boU=o<k@Vn nRcZoT1̂=oLZoVoMGVoVboT@b<oJoM`oTHdHoLR`Io6qo;ZoWcIoJoH=on

（他説 1）gang ming mtha’ na bcu pa gnas ||「任意の語の最終要素（-Zo）の直後に起こる，十の後置
字の内で第十〔の後置字〕（Zo）云々」で言われるming mthar gnas paの意味について，昔のほと
んどの註釈者は，格接辞の適用領域である語の最終要素であるまさにその後置字という意味であ
ると考える36．そして，彼らはその同じ根拠によって，gang ming mtha’ na brgyad pa gnas || de la
gnyis pa u yang sbyar ||37という〔直後の〕言明に従い，後置字 -Vo -rの後に Vbo ru助詞が使用され
るということを承認している．〔実際の用例に従えば，そのようなことは〕認められないにもかか
わらず38．

[221.212.21b]

T<ToR`<o<`Zn M`=oMGVo<IZoJT`oHdIoNoMoLR`Io6qoTHdHo>`=oVoMGVoVboT@b<oJoM`oTHdHoJZn HcoWo
<A`ZoJVo\boU=o<k@Vn nRcZoVoU`<oL<NIoIZn <A`ZoRcZoJT=oNdIoT@b<o<A`ZoJVo=dZoLSb=o<KcoVoMGVo6qo
<k@VoLT`oHdIo6qoT?HoJoH=on ;o>`<o<`Zo%<ZoMOb=Zo<k@dVoLVowVdMoIZoHoMGVo5[oT@b<oJVoTHdHoJoH=on

35VMĀV D 299b6: sdud par ’gyur ba ni lag pa bsnyal la zan bza’ zhes pa lta bu’o || sbyor ba ni ’di na ni yod la
’di na ni med do zhes pa lta bu’o || smon pa ni bdag nam zhig na ’di lta bu zhig tu gyur la | gyur nas kyang zhes
blta bu’o ||（「〈複合〉の例：lag pa bsnyal la zan bza『手を伸ばして食べ物を食べる』．〈結合〉の例：’di na ni
yod la ’di na ni med do『ここには存在するが，ここには存在しない』．〈祈願〉の例：bdag nam zhig na ’di lta
bu zhig tu gyur la gyur nas kyang『私はいつかこうなりますように．そしてもしこうなったら…』．」）

36シトゥは処格を表す助詞 naを「～の直後に」という意味で理解する．ところが，他説 1を唱える者達
は助詞 naを「～の位置に」という意味で理解する．他説 1の解釈から導かれる規則の下でも，例えば <UZo
Zbo g-yas su「右に」のような正しい連声を成立させることはできるが，次に説かれるように，ru助詞の適用
に関して問題が起こる．

37シトゥの解釈に従えば「任意の語の最終要素に続けて第八〔の後置字 Vo〕が起こる時，そこにも第二の
〔āliである〕母音記号-u（ b）が結合して〔Vboとなる〕」と訳すことができる．一方，他説 1によると「任意
の語の最終要素の位置に第八〔の後置字 Vo〕が起こる時，それ〔と同じ Voという文字〕にも第二の〔āliで
ある〕母音記号-u（ b）が結合した〔Vboという助詞が起こる〕」となる．

38他説 1に従うと，例えば*XVoVbo shar ru「東に」のような誤った連声が成立してしまう．正しくは XVo6 qo
shar duである．ナムリン・パンチェンもシトゥと同様の批判を展開し，「昔のほとんどの註釈者達」（’brel
[> ’grel] byed snga ma phal che ba）が唱えたとされる他説 1を退けている（Legs bshad snang byed 18b6f.）．
ナムリン・パンチェン自身の見解は次に現れる他説 2に一致する．
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（他説 2）ある者はming mthar gnas paの意味を第一の者達と同じように認めるが，〔後置字〕-Vo -r
の後に Vbo ru助詞が起こることは認めないので，de la gnyis par u yang sbyar「その後に第二の〔前置
字 H- d-〕に母音記号-u（ b）が結合した〔6qoという助詞が起こる〕」というように Vo -rという文字
を付加して読み，さらに gnyis「二」を第二の前置字〔すなわち H- d-〕の意味で理解し39，〔その文
言は〕後置字 -Vo -rの後には 6 qo duが結合するという意味であると説明する40．（他説 3）ある者は
同性文字の適用〔が意図されている〕と誤解し，後置字 -Ho -dの後には 5[o tuが起こると考える41．

[221.212.21c]

KWo?cVo!=`ZoWo<^HT`oT@b<oUbWoHcoA`Ho>cZoJoH=dZoJdT`oHco;doIoA`HoWo=dZoLSb=oLoH=on ;o>`<o<`Zn HcoA`Ho
>cZoJo=cZo<Sb=o<`oHdIo6qoTHdHoJoH=on

（他説 4）ほとんど多くの人々は，la助詞が適用される意味領域である de nyid「一体性」を，de kho
na nyid「真実義」の意味に同定する．（他説 5）ある者は de nyidを「限定」の意味であると考え
る42．

[221.212.21d]

WoWZoWo<^HoScVoLT`o,!oMOIoZboWoZd<ZoJo'MZoWZoZd<ZoHdIosoWoMOb=ZoJVoT@b<oJZoZdoRcZoTHdHo>`=o

,!oMOIoHcZn WoIoH<o;==oHcoA`HoWoT@b<oJVoTHdHoJo'MZoFcn HcoH<oT<ToH=oT<Zo$cZoS VdZo;=`oObWo6qo

<lHoLVo1>cHo>`=on T<ToH=oT<Zo;?Ho?dZoZbo=dMoJVo1>cHoHdn n

（他説 6）ある者は Zbo suなどが「la助詞」と呼ばれる理由は，それらが〈行為対象〉などの五つ
の意味で等しく使用されるからであると考える43．そして，その理由により，Wo laも Io naも共に
〈一体性〉の意味で使用されると考える．ある者達は彼らを真似するような仕方で論述を行ない，
またある者達は〔それを自身の註釈の〕優れて際立った特色として誇示する．

39他説 2によれば，gang ming mtha’ na brgyad pa gnas || de la gnyis par u yang sbyar ||「任意の語の最終要
素の位置に起こる第八〔の後置字 Vo〕，その後に，第二の〔前置字 H- d-〕に母音記号-u（ b）をさらに結合
したもの（6 qo）は…」となる．

40以上はナムリン・パンチェンの見解である．Legs bshad snang byed 18b6ff.: ’dir ’brel (> ’grel) byed snga
ma phal che bas | gang ming mtha’ na brgyad pa gnas || de la gnyis pa u yang sbyar || zhes pa | ra’i mtha’ ru ’byung
ba’i dper brjod mdzad mod kyang gnyis par zhes pa ra yig rten bzhi’i (> gzhi’i) sgra yi ge pas nyams pa dang ||
don du’ang ra yig gi mtha’ ru sbyar ba gang du’ang mi ’byung bas ra ’i mthar du sbyar ba ’thad pa ’grel pa rin po
che’i za ma tog | mkhas pa’i rgyan | mkhas pa’i yid ’phrog rnams su bzhed pa legs bshad du mthong bas ’dir yang
de’i rjes su ’brangs shing |（「ここで昔のほとんどの註釈者は gang ming mtha’ na brgyad pa gnas || de la gnyis
pa u yang sbyar ||という文言を，後置字 -Vo -rの後に Vbo ru助詞が起こる〔という意味で理解して，それにつ
いての〕例文を与える．しかし，gnyis parという〔読みが正しいにもかかわらず〕所依を表す-r助詞が筆
記者のせいで脱落している．実際の用例においても後置字 -Vo -rの後に Vbo ruが結合することは決してない．
それゆえ，後置字 -Vo -rの後には 6qo duを結合するのが正しい．このことは『開宝篋』，『賢者荘厳論』，『賢
者魅惑論』などの註釈で認められており，正当な説明であると考えられるので，本書でもそれに従った．」）

41この説は正しくない．実際には後置字 -Ho -dの後には 6 qo duが起こる．例：GMZo>Ho6qo thams cad du「全
面的に」．

42ナムリン・パンチェンの見解は他説 5に一致するかもしれない．なぜなら彼は de kho na nyid「真実義」
という表現を以下のように分析するからである（ただし，ナムリン・パンチェンが行なっているのは，la助
詞の意味領域としての de kho na nyidについての分析ではなく，この表現についての一般的な分析である）．
Legs bshad snang byed 19b1f.: de kho na nyid ces pa’i de ni ’das ma thag pa’am gzhan dang | kho ni tshig grogs |
na dang nyid gnyis ka nges bzung gi don yin te |（「de kho na nyidという表現における deは直前の事例または
他なる事例を意味し，khoは付属語であり，naと nyidは共に限定を意味する．」）

43タティ・リンチェン・トンドゥプは，まさしくこの理由により，la助詞も〈一体性〉の意味を表示する
と主張する（Pra ti sum rtags 30.3ff.）．
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[221.212.22a]

HcoWoTHdHoJoNoMoHcoI`oX`Io5[oT<(WoFcn Hco9KoIo$cZoT@b<oZoVoHo<ZbMo!=`oMGVoZboVbo6qo'MZoT@b<oScVoLoA`o
O UoR`<o<8q=oTH`ZoL<KIoJVoZd=oLZoVboH=o6 qo<A`Zo;=`oT@b<oUbWoHo6q=o<RIoU=oUdHoIo<8q=oTH`ZoM`o<K dIo
JT`o,!oMOIoTGHo9MIo<lHoH<dZoX`=on ,!oMOIoMcHoIoI`o<8q=o<`oL<KIo1>oMoO=oLT`o<\@dIo6qoT!̂VoLT`o0>`Vo
H=on

それらの内，最初のその主張（他説 1）は著しく誤っている．理由は以下の通りである．もしそれ
が正しいならば，後置字 -Zo -sの後に Zbo su，後置字 -Vo -rの後に Vbo ru，後置字 -Ho -dの後に 6qo du
が起こるという限定的な規定（nyi tshe zhig）44がこの詩節で示されていることになる．それゆえ，
Vbo ruと 6 qo duの二者の使用領域がそれ以外に存在する45〔ということになってしまうが，もしそう
である〕ならば，それらが本詩節に示されていないことに対する正当な理由を〔彼らは〕述べね
ばならない．もし理由がなければ，本詩節が語り得る事柄は全事例を網羅するものではないとい
う過失が起こるはずである．

[221.212.22b]

VoMGVoVboT@b<oJT=oX`Io5[oL$dHoM`oLHcoLZoM`=oMGZo'MoH1>coTHIcIoObWo<8q=oTH`oH=oT<WoLVoMoSHn
McZoHLdIo!=`oL:To<N T<ZoRWoL9 qZoH<oJo'MZoH=on ; D`o9McoZ Dd=oLNIo6qZo;=`oRWo1>=o>IoL D<oWoL! dZo
JT`o9ZoH=oU`o<co6qoMo;MZo0>d<ZoZbo<N=oLo'MZoH=on & doV`=o<`oU`o<coH=on <IToLdT`o<Zb=oVLoH<oJo
'MZoZd<Zo<=o6qT=oM`oT1̂=oLZoM`oTGHoJVo=cZoJT`o0>`VoVdn n

また，仮に後置字 -Vo -rの後に Vbo ru助詞が起こるとしても，その場合，発音が非常に困難となる．
それゆえ，語末要素（例：-Vo -r）が同形の接尾辞（例：Vbo ru）を導くという理論は，〔実際の発音
を考慮して作られた〕本書〔の理論〕と相容れない．のみならず，父祖王（mes dbon）46の正統な
る遺言文の写しや，カム地方に現存が確認されるティデ・ソンツェン王の時代に岩に刻まれた題
目付きの神像と〔そこに付せられた〕碑文群や，正統な古代文書などのいずれにおいても〔後置
字-Vo -rの後に Vbo ru助詞が使用される例は〕存在しないという理由からも〔その理論は〕正しく
ないと確定される．

[221.212.22c]

TdoIoWoHdIoT?HoJT`o<8q=oTH`ZoZ VVoL<MYoH=oTL DcWo<^HoZd<ZoT?HoJT`o<?LZo9KVoK DHoH=oM`=oMGTo<k@dVoObWo

R`<o<KdIoV`<ZoJoWoMoL<KIoJVoGWoLVoT!̂VoVdoRcoIn <k@dVoObWoHcoI`o<8q=oTH`oA`Ho;= `o<d=oTd<o<RIoH=o
%<ZoT@b<oZd<ZoWZo;==o$cZoZboHJ<o7qZoJVoH<d=ZoIZo<8q=oSdVoU=oLT`o?cHo6qoH=dZoZboMoL<KIoJVo
SHoJZo<\@dIo6qo>`oR`<oT!̂Vn HcoLZo; ?cHoV=o<`Zo<8 q=oTH`ZoK DHoH=oM`=o<k@dVoObWoL<KIoJVoTHdHoJoA`Ho
<\@dIo?co<Kcn $ cZoT@b<oZoVoHo<ZbMo;doIoWo<k@dVoObWoLXHo;=`o<RIoMoLXHoJoH=on Hco<ZbMoLXHoJZo<k@dVo
ObWo<RIo<doLVoM`o7qZoJT`o0>`VoAIoJoJdoWoZ VVoU=oGcoO VMo<\@cHoJVoMoSHn <d=o6qo<RdZoJo9KVoM;ZoJoWoMo
2F<ZoX`=on <8q=oHdIo\@`T`oM`=oMGToTH IcIoObWoH=oT<WoLo;ZoWcIoH<dZoJoHcT=oRcoTHdHoTH`T`o<\@dIo!=`Zo

44他説 1から想定される連声規則は，一群の la助詞の連声の全事例を網羅するものではないので「限定
的」なものである．

45後置字 -Vo -rの後に 6qo duが起こる事例や，後置字 -Ho -dの後に 5[o tuが起こる事例があるが，他説 1に
よれば，それらは本詩節で示されていないことになる．

46古代チベット王国の三人の王，ソンツェン・ガンポ（Srong btsan sgam po），ティソン・デツェン（Khri
srong lde btsan），ティツク・レルパチェン（Khri gtsug ral pa can）を指す．ソンツェン・ガンポの遺言文に
ついては津曲 2010: 432f.を参照．
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L<\@cHoJVo<N=oLT`o0>`VoVdn n

（反論：）ならば，la don助詞を説明するこの〔『三十頌』の〕文章は，完結助詞や属格助詞などにつ
いて説明する時と同じように，助詞と語末要素との結合法を何らかの形で示すべきであるが，そ
れを示していないという不合理なことになってしまう．（答：）その結合法はまさに当該の文章の
前後にある別の文章や『性入法』などからも推測できるはずだとお考えになって，〔トゥミは〕論
書の分量の軽減のために，明示的には示さなかっただけのことである．それゆえ，一体何が過失
になるであろうか．それよりもむしろ，あなたが「この文章は助詞と語〔末要素〕の結合法を述
べている」と考えていることにこそ，より大きな過失がある．なぜなら，〔あなたの見解によれば
トゥミは〕後置字 -Zo -s，-Vo -r，-Ho -dについてのみ結合法を説明している一方で他の後置字につ
いては説明していないことになるけれども〔もしそうであるならば〕その三つについての説明だ
けでは他の結合法は理解され得ないので，学習者にさらなる疑問を起こさせてしまうからである．
また，それだけでなく，上述のように〔あなたによって想定された結合法はチベット語を熟知す
る〕賢者達に広く知られるものではなく，論書全体に共通に説かれる内容である語末要素の導入
方法との矛盾を承認せねばならなくなるということも，この見解に含まれる過失によってもたら
されると思われるからである．

[221.212.22d]

HcZoIoM`=oMGVoZoU`<oZd<Zo<IZoRcZoJoHcoM`=oMGToWoNoIZo<IZoJT`oHdIoM`Io!=`n HJcVoIn <UZn
9Zn XVo9KoLbT`oM`=oMGVo'MoH1>cT`oHdIo6q oZoVoHo'MZoL:dHoHco<IZoJo9KoLboWo\boU`<o<k@Vo,!T`oHdIoFcn

Wc<Zo<k@VoWT=on HcoLoRcZoJVoZ`o1>`Io\`o0 >`ZoHcQZoRcZo<IZoJoWoScVoLo9KoLbVoXcZoH<dZoZdn n

それゆえ，語の最終要素において Zoという文字などが起こると〔『三十頌』に〕説かれるが，それ
は語の最終要素の位置に元よりある文字を意味するのではない．むしろ，例えば <UZo g-yas「右」，
9Zo lha「神」，XVo shar「東」といった語の最終要素の直後に，格接辞の表示のために Z- s-，V- r-，
H- d-が置かれ，さらにそこに置かれた要素に b -uが結合が結合するべきであるということを意味
する47．サンスクリット〔文法学の論書〕でも，deva「神」に sI（主格・単数の接辞）を導入した
後，Iをゼロ化することにより devas「神は」（nom. sg. m.）という語形が成立するという〔ことを
チベット語で表現する〕場合，gnas pa la「…が起こる時，その直後に」と言うのと同様であると
理解するべきである．

[221.212.23a]

Hco9KVoL<KIoJZoTHdHoJo<A`ZoJoHcT`oWd<o%d<o<`o)oLoZbIoT1>`IoJVo7 qZoMdHn TdIo;==o<8q=oL>dZoIZoHdIo
M`Io6qoLXHoJoWoL$dHoJVo1>o<Kcn ; ?cHoH<o<`Zo)Wo6qoLFdIoJT`oLXHoJoHcoWn <A`ZoJoRcZoJoN dIoT@b<o
<A`ZoJVo=dZoTP TIoJo<?LZoH=oM`oTLDcWoLoH=on <A`ZoJVoRcZoL>dZoIZoHoU`<oWo\bo<k@VoLT`oHdIo6qoTHdHo
JoH<dZoJoMcHoJoH=on Hco9KVoTHdHoJZo<8 q=o<`oL<KIo1>o<RIo'MZo?HoJVoT!̂VoLoH=on U=o<^ HoL$dHo
JoHdIoMcHo6qoGWoLT`o<\ @dIoU=oUdHoHdn n

以上のような説明によって，先の第二の考えに含まれる誤解の根源を抜き取ることができよう．と
はいえ〔他説 2を奉じる者達が〕文章を改変して本来の意味から外れた形で説明している点につい
ては次のことを言わねばならない．あなた方が力を込めて行なっているその説明には以下のよう
な過失もある．[1]「第二」という語を前置字の第二字〔すなわち H- d-〕を指すものとして同定す

47シトゥによれば，ming mtha’ naという処格表現は「最終要素の位置に」ではなく，「最終要素の直後に」
を意味する．
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るのは文脈と整合しない．[2]〔gnyis paを〕gnyis par「第二のものに」と改変した上で，〔当該詩
節は前置〕字 H- d-に母音記号-u（ b）が結合するという意味であると主張することには合目的性
がない．[3]そのような主張により本文の他の記述内容が不足あるものとなってしまう．[4] yang
という語の使用が無意味であることになる．

[221.212.23b]

H=oLdo2 )Lo<Kcn ZbMo>boJT`o<8q=oO T<oTH`o2FZo'MZo;=`Zo$cZoT@b<oH=o\"oW`T`o2F=Zo<K dIoJVo<N=oLoWn No
0>`T`oTL DcWo>`T=oMcHoJVoTH`VoL Vo&dWo6qoNdIoT@b<o<`o2F=Zo<KdIoJoM;ZoJT`oL<KIoL>dZo;=`oWb<ZoZboM`oV`<Zo
JT`o0>`Vn

第一点は成立する．なぜなら，当該の『三十頌』本文にある一連の〔数字を表す〕言葉は，後置字
の番号と āliの番号を示していると思われるが，前後のつながりとは無関係に，ここで突飛な仕方
で前置字の番号を示すというのは，学者の著作作法として不適切だからである．

[221.212.23c]

<A`ZoJo2)Lo<Kcn <=oM`=oMGToIo<ZbMoJo<IZn nRcZoZd<Zo; ?cHoV=oU=o6qo<^HoT?HoJT`o<8q=o6qoTHdHoJo
<=oR`<oHcVoT?HoJVoT! ^VoLZoTH`VoL<KIoJoWoH<dZoJoMcHoJT`o0>`Vn HcoI`oHoMGVo6 qoT@b<oJT`oHdIoH=on
TH`VoVoMGVo6 qoT@b<oJT`oHdIoU`IoJZoZdoZdoWoH<dZoJoUdHoHdoRcoIn HcT=oM`oTGHoHcn Hco9KoIo=oIoMoWo
'MZo;= `oMGVoU=o6qo<^HoT@b<oJZoHco'MZoVcoVcoIZoT?HoJT`o<8q=oT1 ^=oLVoV`<ZoJT`o0>`Vo[o>=oGWoWdn n

第二点は成立する．なぜなら，gang ming mtha’ na gsum pa gnas「任意の語の最終要素に続けて第
三〔の後置字 Ho〕が起こる時」云々という言明については，あなた自身も 6 qo du助詞〔の導入規
則〕を説明する文であると認めているからであり，しかも，そこで説明することになっているに
もかかわらず，今ここで〔6qo du助詞の導入規則を前もって〕示すことには合目的性がないからで
ある．（反論：）それは後置字 -Ho -dの後に 6 qo du助詞が起こるという意味であるが，ここで〔意
図されているのは〕後置字 -Vo -rの後に 6 qo du助詞が起こるという意味であるので，それぞれに合
目的性がある．（答：）それも正しくない．なぜなら，後置字 -=o -ng，-Io -n，-Mo -m，-Wo -lの後
にも 6qo du助詞が起こるので，もしそれが正しければ，それらを個別的に説明する文章があってし
かるべきである〔が実際にはそうではない〕から，過大適用の過失が起こる．

[221.212.23d]

<ZbMoJo2)Lo<Kcn ; ?cHoTHdHoJoHco9KoIn WoHdIo<RIo'MZo;=`oUo!=WoVoH=oVbT`o<^HoH<o<KdIo1>cHo;=`o<8q=o?Ho
JVoT!̂VoLT`o0 >`VoFcn Z VVoL<MYT`o<?LZoZbo,!oMOIo<RdZoJoLR`IoFoU`<o\bo9MIo9KoLboTH`VoMoLXHoJo<\@dIo6qoM`o

T!̂VoU=o<?LZoHdIo$cZoT@b<o<`oU`o<coH=o<k@VoLT`oWoHdIo?HoIo)VMoJoJdoM;ZoJT`o<Zb=o6qoM`oT!̂VoLT`o0>`Vo
Vdn n

第三点は成立する．なぜなら，もしあなたの考えが正しいならば，la don助詞の他の構成要素であ
る -Vo -r助詞と Vbo ru助詞について教示する文章が欠損していることになるからである．完結助詞
の箇所で既に示したような理由により，例えば 5[o tu助詞（「-uを伴う Fo t」）が本書で言及されな
いことは過失にならないが，主題的内容である後置字と結合する la don助詞〔のどれか一つ〕で
も欠けるならば，学識ある作者の著作にはならないであろう．以上の理由から〔他説 2は正しい
とは言えない〕．

[221.212.23e]
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LR`oJo2 )Lo<Kcn U=oRcZoJoO T<o,@Io<A`ZoH=o<MYHoJT`oHdIo6 qoT@b<oJoWZoO T<o,@Io!=`oHdIoMoU`IoJoI`o%d<Zo

JVoZ VoLZo<MYHoJT`oHdIoWZoTdZoMcHo>`=on <MYHoJT`oHdIoU=oH1>co<R`o<>`<oWoH1>coLo<A`ZoZMoM=oJdoMGbIo

JVoL<MYoLTMn ; ?Ho<R`o<>`<oWo; ?Ho?dZo<A`ZoZMoM=oJdo9ZIo>`<o5[oL$dHoH<dZoJo9KoLbVoTHdHoH<dZoJT`o

,!oMOIo!=`Zn ; ?cHo9KVoIn \boU=o<k@VoRcZoJT`oU=o<^HoHcZn <R`o<=oWo<=oR`<o<=oH=o9ZIo>`<o5[o<MYHo

JT`oHdIo>`T=oM`o<KdIoJVoT!̂VoLZoM;IoJdZoTH`VoU=o<^Ho<Zb=ZoJoH<dZoJoMcHoJVoGWoLT`o0>`VoVdn nHcZo
IoAcZoJoTH`oI`o<8q=oTH`ZoVboU`<o+@=oLoL<KIoJVoTHdHoJo'MZoWT=oT1̂=oLVoHd<ZoZdn n

第四点は成立する．理由は以下の通りである．yangは副助詞（tshig rgyan,「文修飾要素」）として
二組の意味48を表示するか，または〈集合〉（sdud pa）の意味49を表示するために使用されるが50，
〔当該の詩節では〕それらの内〔前二者の〕副助詞としての意味を持つものでないことが容易に理
解できるので，それは〈集合〉の意味を持つとしか考えられない．では，〈集合〉の意味は何であ
るかと言えば，[1]一つの区分基盤のもとに二つかそれ以上の区分項目を共通のものとして集約す
ることか，もしくは，[2]一つの区分基盤のもとに二つかそれ以上の区分項目を並置的に表示する
といったこと51を〔その意味として〕認めなければならない．そのような根拠に基づくと，あな
たの考えによれば，u yang sbyar「さらに加えて母音記号-uを結合した…」という文言にあるその
yang助詞は，ある一つの基体における二つ以上の要素の並列的集約という意味を全く表示してい
ないことになるから，作者がここで yang助詞を使用しているのは無意味であることになってしま
う52．したがって，これと同じ過失は，目下の文言が Vbo ru助詞のみを示しているとする主張にも
起こると疑われる53．

[221.212.24a]

THdHoJo<ZbMoJoHcoU=oTGHoJVoMoMGd=o<Kcn HoU`<o$cZoT@b<oKdoU`IoJT`o,!oMOIo!=`ZoHcZo5[oTH IcIoJoTGHo

Hdo<FMoJVoT6q<o;==on Hco9KoIn ZoU`<oWT=oMOb=ZoJZn <UZo5[n NZo5[n 9KoLboX`Io5[oL$dHoM`oLHco
R`=oMo2F<ZoJoM=oJdoR`<o<ZVo6qo<k@VoH<dZoJVoT!̂VoR`=on

先の第三の考え（他説 3）も正しいとは思われない．理由は以下の通りである．-Ho -dという文字
が男性後置字であることを理由に，それが〔同じく男性の〕 5[o tuを導くというのは理に叶ってい
ると〔彼らは〕考えているが，もしそうであるならば，-Zo -sという文字の場合にも同じことが言
えるので54，*<UZo5[o g-yas tu「右に」や，*NZo5[o sngas tu「枕元に」のように発声が非常に困難で

48yang等の副助詞（kyang / yang / ’ang）は〈後続表現の内容との調和〉（tshig phyi ma mthun pa）および
〈後続表現の内容との不調和〉（tshig phyi ma mi mthun pa）を表す．調和の例：gsal yang gsal「極めて明瞭
である」．不調和の例：mdza’ang bslu「友好的であるのに騙す」．

49例：gzugs ’di ni mdzes shing ’od kyang ’phro「この姿形は美しく，光も発している」．
50第 14詩節 bc句に説かれる．
51lhan cig tu brjod dgos pa lta bu「並置的に表示する（べきである）といったこと」．補助動詞 dgosを合理

的に解釈することができない．難読箇所である．ここでは便宜的に補助動詞 dgosを省いて理解したが，な
お検討を要する．

52他説 2に従って詩節を読むと，一連の文章の並列性（parallelism）が成り立たなくなる．なぜなら，直
前では第十・第八・第二の後置字と母音記号-uとの結合が語られていたのに対し，ここに限っては前置字
と母音記号-uとの結合が語られていることになるからである．それゆえ，並列関係にある複数項目を結び
つける yang助詞の使用が適正でないことになる．

53シトゥの解釈によれば，『三十頌』第 10詩節 bcは -Vo -r助詞と，それに代置可能な Vbo ru助詞の二つを
示しており，Vbo ru助詞を追加する目的でトゥミは yang助詞を用いたのだと理解できる．ところが，第 10
詩節 bcで Vbo ru助詞のみを示しているとするならば，yang助詞の使用が意味をなさなくなってしまう．

54後置字として用いられる-Zo -sは男性文字である．もし性一致の原理のみに基づいて助詞を後続させる
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あり使用例のない多くの〔文字群〕を新たに結合せねばならないことになる．

[221.212.24b]

ZoMGVoZboGdLoJo<8q=oTH`ZoH=dZoZboL<KIoJT`oWb<ZoU`IoJZo<\@dIoMcHoHdo<FMoJT=oM`oTGHoHcn Hco9KoIoHo
MGVo6qoGdLoJT=o<8q=oTH`ZoH=dZoL<KIo6qoTHdHoH<dZoJT`o0>`VoFcn Hco<A`ZoV`<ZoJoMOb=ZoJT`o0>`VoH=on
\@`VoU=oWb<ZoHcoM`oTGHoJo<d=o6qo<RdZoJo9KoLbT`o0>`VoVdn n

（反論：） -Zo -sの直後に Zbo suが起こるというのが目下の文章に明示される説であるから過失はな
い55．（答：）この考えも正しくない．なぜなら，もしその通りであるならば，-Ho -dの直後に 6 qo
duが起こるということも当該文章の明示的内容であると認めなければならないからである56．な
ぜなら，その両者の論理は共通であり，全体的に見てもその学説が正しくないことは先に述べた
通りだからである．

[221.212.24c]

U=oHoH I<o<`oMGVo5[oGdLoJT`o,!oMOIo!=`ZoZdo<FMoIT=oM`oTGHoHcn Z VVoL<MYT`o<?LZoZboLXHoJoLR`IoHoU`<o

<`oT@b<oU=oT@b<o<`oMGTo<A`ZoHoU`<oU`IoJoNMo6qoMOb=Zo;==o1Vd<oObWoWo; ?HoJVoX`Io5[o?coLZoHoH I<o<`o
MGVo5[o<^HoA`HoL$dHoLHcoR`=on <>`<oXdZoWoHcoLZo6qo<^HoA`HoL$dHoLHcoLVoM=dIoZbMo!=`Zo2)Lo>`=on Ud=Zo
Zbo2F<ZoJT`o0 >`VoVdn n

また，再後置字-Ho -dで終わる項目の後に 6 qo duが得られるという理由により〔-Ho -dの直後に 6 qo
が起こるという解釈は成立する〕と考えるかもしれないが，以下の理由によりそれも正しくない．
既に完結助詞の箇所で説明したように，後置字 -Ho -dで終わる項目の最終要素と，再後置字 -Ho -d
で終わる項目の最終要素の二者は，共に -Ho -dという文字である点では等しいが，発音方法につ
いては著しい違いがある．それゆえ，再後置字 -Ho -dを有する項目の後は 5[o -tu（/tū/）の音こそが
発声し易いものであるが，他方の場合（後置字 -Ho -dを有する項目の後）では，それよりも 6 qo du
（/thu/）の音こそが発声し易いものである．このことは実際の観察例によって成立し，また広く周
知されている．

[221.212.25a]

THdHoJoLR`oJoHcT=oM`oTGHoHcn \@ `VoIT`oKDHoT?HoT!̂Vo9KVoHcoA`HoWoM`oT@b<o>`=on ; ?HoJVo; ?cHo;=`oWb<Zo
ZboHcoA`Ho>cZoJoH=dZoJdT`oHco;doIoA`HoWoTHdHoJVoT6q<oJZoHcoWoIMoU=oT@b<oJoM`oZD`HoJT`o0>`VoH=on

先の第四の主張（他説 4）も正しくない．なぜなら，後述するように一般的に言って na助詞は de
nyid（同一性／真実義）57の意味を表示するために使用されないからであり58，また，個別的なこと

ことが許されるならば，男性基字である Foから形成される 5[o tuを -Zo -sで終わる項目の後に適用すること
が可能となってしまう．

55ここで反論者は修正見解を提示している．それによると，la don助詞の選択は「性の一致」という条件
に加えて，「文字の一致」というもう一つの条件を考慮してなされる．

56反論者が新たに提案する「文字の一致」という原理によれば，後置字-Ho -dで終わる語と 6 qo du助詞の
結合が『三十頌』当該箇所で示されていることになる（実際の所，GMZo>Ho6qo thams cad duのような文字結
合は正しい連声規則に則ったものである）．しかし，そのような解釈を採用すると，最初に反論者が提案し
た「性一致」の原理が崩壊してしまう．

57他説 4によれば de nyidは「真実義」を意味するが，シトゥ自身の見解では「一体性」を意味する．
58他説 4を唱える者達は，de nyidを de kho na nyid「真実義」の意味で理解する．彼らは de kho na nyid

という表現に含まれる na助詞こそが de nyid「真実義」の意味を担っていると考えるかもしれないが，その
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を考慮しても，あなたの見解で de nyid「一体性」という語が諸事物の真実義（de kho na nyid）を
意味すると認められているからといって〔na助詞が実際の場面で〕その意味で使用されることは
決してあり得ないからである．

[221.212.25b]

;doIoRcZoJT`oIoU`<o; ?cHoTHdHoJT`oHcoA`Ho;= `oHdIoU`IoIoA`Ho>cZoJT`o<^HoWoMo9KdZoJVoH=dZoJdT`oHcoA`HoWoT@b<o
V`<ZoJoWn HcT=oM`oT@b<oJT`o0>`VoFcn <lHo<A doWZo;doIT`o<^HoHdIo6,<oWoT@b<oJVoLXHoJoTGHo>`=oHco'MZo
GMZo>Ho=cZo<Sb=o<`oHdIo6qo<N=oLT`o0>`VoH=on

さらに，以下のような理由もある．もし仮に kho naという表現における na助詞があなたの認める
ような de nyid「真実義」の意味を持つならば，nyidという語に依存することなく，〔kho naという
表現自体が〕諸事物の真実義の意味で使用されるというのが正しいことになるが，〔実際には〕そ
れも〔真実義の意味を表示するために〕使用されることはない．なぜなら，『言語の門』で kho na
という語が六つの意味で使用されると説明されている59のは理に叶っており，それらは全て〈限
定〉の意味に相当すると思われるからである．

[221.212.25c]

Hco;doIoA`Ho>cZo<kHcWoIZoL$dHoJT`o<^HT=on H=dZoJdT`oHcoA`HoWoT@b<oJoI`oLHcIoMdHo;=`oHcoWoHcZo; ?LoJoI`oMo
U`IoFcn HJcVoIo9Zo'MZo;=`oI=oIZoZ DcHoMcHoLboHco;doIoA`HoMGbo?cTdn n9KoLbo=cZo<Sb=oWoT@b<oJoX`Io5[oM=o
LT`o0>`VoFcoRcoTHdHo;=`oHJcVoL$ dHo<>`<o8FcHo;bWoHcT=oRcoTHdHoHcVoMo=cZoJT`o0>`VoVdn n

また，de kho na nyidという連結表現であれば，それが諸事物の「真実義」という意味を表すため
に使用されることがあるのは事実であるけれども，だからといって，その表現が必ずそれを意味
するわけではない．なぜなら，例えば 9Zo'MZo;= `oI=oIZoZDcHoMcHoLboHco;doIoA`HoMGbo?cTdo lha rnams kyi nang
nas sred med bu de kho na nyid mthu che’o「神々の中ではかのナーラーヤナ（Nārāyan. a）こそが強
力である」というように，〔de kho na nyidという連結表現が〕〈限定〉の意味を表すために使用さ
れる例は非常に多く存在するからでる．自己の意見に合う例文を一つ見つけるような恰好をして
みたところで，その意見が〔成立する〕という必然性はない．以上の理由から〔他説 4は正しく
ない〕．

[221.212.25d]

HcZoIo;doIoRcZoJoO T<oK DHo<>`<oU`IoJoWo;doH=oIoZdoZdVoK DWoIZoT?HoJVowVdMoJoI`n WoHdIoHcoA`HoWo
T@b<oJVoLXHoJoHco'MoH1>co<A`ZoJoH=oMoTL DcWoLoR`<oH<dZoJVoLSb=oIZoHJcVoL$dHoLNWo;==oMo8FcHoJo
<F`=oGb<o<KcoScVo,!ZoKd=ZoJT`o%<ZoS=oMVoL<KIoJoU`IoIdn n

それゆえ，kho naという表現が一つの助詞であるにもかかわらず，愚かにも khoと naとに分解し
て説明する者は，「la don助詞は〈一体性〉の意味を表示するために使用される」というその〔『三
十頌』の〕説明が，第二格接辞とは関連しないものであるはずだと理解して例文を探そうとする
が見つけられずにいる人であり，隈なく探しても主張の根拠は乏しいのだということの証拠をあ

考えは正しくない．
59VMĀ D 280b6f.: nges par gzung ba’i tshig gi don || gzhan mi ldan dang gzhan la min || lhan ba tsam du ’dzin

ba dang || ma nges pa ni rnam pa gnyis || bden zhing mi slu ba nyid dang || kho na dag ni rnam pa drug ||（「kho
naは六種の〈限定〉の意味を表示する語である．すなわち，xの y以外の要素との非結合，x以外の要素に
おける yの非結合，xと yの結合の単純な把握，二種の不確定［xの y以外の要素との非結合の不確定，x以
外の要素における yの非結合の不確定］，さらには真実性である．」）
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らわに示すような人である．

[221.212.26a]

THdHoJosoJoHcT=oV`<ZoJoMoU`IoFcn ; ?cHoA`Ho;=`ZoL:dHoJT`oTH`oGHo;=`oHJcVoL$dHo6qn ,@o<Vo6qoXcZn
<KdHo6qoV`< nTd<oM`Io6qoXcZn HJWo6qoT6q<o>cZoT1̂=oLo'MZo;=`oWo<^ HoI`oWZoH=o1>oLo=doLdo<>`<oJT`oWZo
;=`o'MoH1>coU`IoJZo=cHoTHdHoJT`oHcoA`Ho;=`oHJcVoV`<Zo;==o; ?cHoV=o<`oRcIoHdIo6qoM`oT!̂VoFcoHcoH<o=cZo<Sb=o
<`o<^HoMoU`IoJT`o0>`VoH=on

先の第五の主張（他説 5）も合理的ではない．理由は以下の通りである．あなた自身が提示するこ
れ（de nyid =限定）に関する例文は次のものである．,@o<Vo6qoXcZo rgya gar du shes「インドである

と知る」，<KdHo6 qoV`<o stod du rig「上部であると識別する」，Td<oM`Io6 qoXcZo ’og min du shes「色究竟天
（akanis.t.h. a）であると知る」，HJWo6qoT6 q<o dpal du ’dug「威厳ある状態にある」．しかし〔これら
の例文における〕la助詞はそれぞれ行為対象と行為とが一体のものとなっている所の〈行為対象〉
を表示する格接辞であるので，私が考える〈一体性〉の例文としては相応しいが，あなたが思う
ような意味〔を表示する例文〕にはならない．なぜなら，それらは〈限定〉の意味を表す語では
ないからである．

[221.212.26b]

1 qIoWoH<Tn HcoVbo<\@`Hn ,@Lo5[o\Hdn RcZoT1̂=oLT`oWo<^Ho'MZoI`o1>oLoH=oGoHHoJT`oWZo;=`oHdIoU`IoJZo
TH`VoL<KIo!=`oWZo;=`o'MoH1>coH=dZoZboT!̂VoLT`o0>`Vo=cZo<Sb=oMoU`IoJoH=on %<o5[oH<Tn KoVdWo5[o
T6q<o>cZoT1̂=oLT`oWoHdIoNoMo6qZoL$dHoJT`oL6qIoJoU`IoJZoTH`VoL<KIoO Uo<?LZo;=`o<^HoH=on 0>`oMo% cIo
<IZo;=`oL6qIoJoH=dZoU`IoJT`o0>`VoHcoH<oWo=cZo<Sb=o<`o<^HT`oHdIoMcHoJZoZdn n

さらに，次のような理由もある．1qIoWoH<To kun la dga’「全てを喜ぶ」，HcoVbo<\@`Ho de ru skyid「それ

愉快に思う」，,@Lo5[o\Hdo rgyab tu spro「後方を喜ぶ」60といった例文における la助詞は，行為と一体
のものではない〈行為対象〉の意味を表示するので，当該の〔『三十頌』〕に明示される〈行為対
象〉を表す格接辞そのものであるから，〈限定〉の意味を表示するものではない．また，%<o5[oH<To
rtag tu dga’「常に喜ぶ」，KoVdWo5[oT6 q<o pha rol tu ’dug「対岸にいる」という例文の内，前者の la don
助詞は〈時間〉を表示する第七格接辞であるので，当該詩節で明示されている〈時間〉を表す語
であり，後者の〔例文における la don助詞〕は〈場所〉を表す第七格接辞そのものであるから，そ
れらは限定詞としての意味を持つものではない．

[221.212.26c]

>`o<Kc oHcoH<oIIo!=`Zo=cZo<Sb=o6q oTP TIo>`=oWoHdIoT@b<oUbWo!=` oHcoA`Ho;==oHcoH<o5[oTHdHoJoM`o<Fd=oIoI`n
M;IoJdoA`HoWo>doTH I`oLVo?ZoJo<K cn HcoA`Ho<>`<oJboL<KIoJZo?d<o<` nWZoH=oO Uo<?LZoH=o%cIo<IZo
'MZoWoT@b<oObWoZdoZdVoT?HoJoH<dZoJoMcHoJVoGWoLT`o0>`VoVdn n

もし〔他説 5を奉じる者が〕頑なにそれらを〈限定〉の意味で理解し，さらには la don助詞が起
こる意味領域である de nyid「限定」の意味をそれら〔の例文に現れる la don助詞〕に求める考え
を捨てないならば，まさしく作者（トゥミ）に挑もうとして立ち向かっていることになる．なぜ
なら，〔もし他説 5が正しいならば〕ただ唯一，de nyid「限定」のみを説示すれば十分であること
になり，〈行為対象〉と〈時間〉と〈場所〉の意味での使用法をそれぞれ説明するのは無用である

60これら三つの例はナムリン・パンチェンの註釈で「一体性」（de kho na nyid）を表すものとして挙げら
れている（Legs bshad snang byed 20b5）．
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ことになってしまうからである．

[221.212.26d]

HcZoIo'MoH1 >coTH`oH<oZdoZdVoT?HoJVowVdMoLR`Io6qo1>coL D<oMo0>cHoJoH=on =cZo<Sb=o<`o<^ HT=oWIo6qoMVo
L<\@VoR`=oT?HoLR`Io6qoHcoMoU`IoJoWoHcVoT<(WoLoZd<ZoL Vdo2F dZo;=`oLR`IoVZo<ZWoLVo<KdIoJT`oT2F cWoLXHo
<N=o1 >cHoIdVoLboTH`oI`oX`Io5[oUoMOIoJT`o<IZoZdn n

それゆえ，これらの格接辞を個別的に説明しようと意図しながら区別を与えず，一方〔自分自身で
他の〕限定詞について幾度も繰り返し説明しているにもかかわらず，それには該当しないものを
それとして混同するなど，智慧の尊顔をはっきりと見せてくれるこの『光明宝論釈』（’Grel bshad
snang byed）61というものは実に驚嘆に値するものである．

[221.212.27a]

THdHoJo6,<oJoHcT=oTGHoJT`o0>d<ZoMoU`IoFcn 6qoWoZd<ZoJosTMo6,<oJdoGMZo>HoWZoZd<ZoHdIosoWoWo
U`<oH=oMOb=ZoJVoT@b<oJoMoU`IoJT`o0>`VoFcn WoIo<A`ZoHcoA`Ho;=`oHdIoWoM`oT@b<oJT`o0 >`VoFcn ; ?cHoV=o
<`Zo;==oHJcVoL$dHoT<ToR`<oL:dHoIZoTH`o'MZoKWo?cVoWoWoU`<o<k@VoVb=o=doRcZo<lHoLoNMoWZoH=dZoZbo
WT`oHJcVoL$dHoL:dHoMo7qZoJoH=on IoU`<oT@b<oJT`oHJcVoL$dHo;==oTGHo9MIoT<dHo,!oMo8FcHoT6q<oJT`o

0>`VoVdn n

先の第六の主張（他説 6）も正しい立場に立つものではない．理由は以下の通りである．6qo duな
どの五つあるいは六つの全て〔の la don助詞〕が，Wo la助詞と同じく〈行為対象〉などの五つの意
味を表すために使用されるということはない．なぜなら，Wo laと Io naの二つは〈一体性〉の意味
を表すために使用されないからである．なぜなら，あなた自身も幾つかの例を提示した上で「こ
れらのほとんどの〔例文〕において Wo la助詞を〔代わりに〕使用しても良い」と述べるに留まっ
ており，実際に Wo laを用いた例文を提示することができておらず，Io na助詞が〔一体性を表すも
のとして〕実際に使用されている妥当な例文も見出すことができずにいるからである．

[221.212.27b]

HcT=oR`LoMdVoL$dHoIn T6qZo1>ZoZbo2 )Ln ?dZoZbo<IZn M`oLZ ]oLVo=cZn ?dZoA`Ho6qo<ZWn H2Fo

L>dMo6qo2 )Ln Zd<ZoL:dHoJoI`oHcoA`Ho;= `oHJcVoVb=oU=on HcoH<oWoWoU`<o<k@Vo6 qoM`oVb=o<Kcn T6 qZo1>ZoWo
2 )Ln ?dZoWo<IZn M`oLZ ]oLoWo=cZn ?dZoA`HoWo<ZWn H2FoL>dMoWo2 )Ln >cZoZd<Zo<k@VoLZo%cIo

H=oL%cIoJTMo1>oLT`oUbWoH=o1>oLoGoHHo6qo<ZWoLT`oO T<o5[o!̂VoJT`o0>`VoT<ToR`<o% cIo<IZoH=oT<ToR`<o
WZoH=oT<ToR`<oH<dZo?cHo;=`o<^HVoU=oT!̂VoR`=on 1>oWZo=doLdo<>`<oJT`oHcoA`Ho;=`o<^HVoM`oT!̂VoLT`o0>`Vo
Vdn n

さらに詳しく述べるならば以下の通りである．〔他説 6の信奉者によって〕提示されている T6 qZo
1>ZoZbo2)Lo ’dus byas su grub「有為法として成立している」，?dZoZbo<IZo chos su gnas「真理として存

立する」，M`oLZ ]oLVo=cZo mi bslu bar nges「虚偽のないものであると確定している」，?dZoA`Ho6qo<ZWo

chos nyid du gsal「法性として光り輝く」，H2FoL>dMo6 qo2 )Lo dgra bcom du grub「阿羅漢果（arhattva）
として成立している」などは〈一体性〉の例として適切であるが，それらの代わりに Wo la助詞を
使用することはできない．なぜなら，T6qZo1 >ZoWo2 )Lo ’dus byas la grub「有為法の中に～が成立して

61ナムリン・パンチェンの註釈の題目である．他説 5の担い手はナムリン・パンチェンであることがここ
でようやく明らかにされる．
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いる」，?dZoWo<IZo chos la gnas「真理のもとに存立している」，M`oLZ]oLoWo=cZo mi bslu ba la nges「非

虚偽性のために確定する」，?dZoA`HoWo<ZWo chos nyid la gsal「法性の内に光り輝く」，H2FoL>dMoWo2)Lo
dgra bcom la grub「阿羅漢果のために～が成立している」などのような文を仮に構成すると，それ
らは所依と能依，あるいは行為対象と行為を別々のものとして明示する表現になるので，あるも
のは〈場所〉を表す助詞であり，あるのものは〈行為対象〉を表す助詞であり，またあるものは
〈目的〉を表す助詞であるから，行為と行為対象が一体化した状態たる〈一体性〉を表す助詞では
あり得ないからである．

[221.212.27c]

HcoLR`Ho6qoHco'MZoWoIoU`<o;==oHcoA`Ho;=`oHdIo6qo<k@VoM`oVb=oR`=on HJcVoL$dHo6qoHcoV=oIoT6 q<o>cZoJo;doIo
L:dHo;==oHcoI`o<IZo<R`T`oHdIo>IoU`Io!=`oHcoA`Ho;=`oHdIo9Ko>`o<RdZoWZo;=`oHdIoU=oMoU`IoIdn n

それと同様に，それらの代わりに Io na助詞を〈一体性〉の意味を表すために適用することも適切
ではない．〔他説 6の信奉者は〕例文として HcoV=oIoT6q<o de rang na ’dug「全く同じ所にある」62と
いう表現のみを提示しているが，それは〈場所〉の意味を持つものであって〈一体性〉の意味を
持つものではなく，ましてや〈行為対象〉の意味を持つものでは決してない．

[221.212.27d]

TdoIo<8q=oTH`VoWoIoH<oHM`<ZoZboMo0>c oLVn WZoH=o?cHoH=o%cIo<IZoH=on nHcoA`HoO Uo<?LZoWo<^Ho
U`In nRcZo<Zb=ZoJo>`oRcoIn

（問：）ならば，本書の当該箇所で〔トゥミが〕Wo laと Io naを特別視せずに，「それらは〈行為対
象〉，〈目的〉，〈場所〉，〈一体性〉，〈時間〉〔を表示し〕，la助詞〔と呼ばれる〕」とお説きになった
のはなぜか．

[221.212.27e]

Hco9KVo<Zb=ZoJoI`n Wo<^Ho'MZoWZoZd<ZoHdIosoLdoKWo?cVoWoMOb=ZoJVoT@b<oJoM=oLT`oHL=o<`Zo\@`Vo
L<KIoJoU`IoJZo<\@dIoMcHoWn Wo<^HoRcZoJT`oHdIoU=oWZoZd<ZoT@b<oHdIoGMZo>HoWoWoU`<oH=oMOb=Zo
JVoT@b<oJZoMoU`IoFcn 5[oWoZd<ZoJoL6qIoIMo6qoWoZd<ZoJo6,<oJdoHcT`oGoMoWoU`<oU`IoJZoHcoLSb=oIZo
GMZo>HoWoWo<^HoRcZoJT`oM`=o<`ZoLF<ZoJoU`IoJT`o0>`VoVdn n

（答：）そのように〔トゥミが〕お説きになったことに過失はない，なぜなら，la助詞は〈行為対象〉
をはじめとする五つのほとんどの意味で等しく使用される場合が多いということを鑑みて，〔Wo la
と Io naを特別視せずに〕一般化して述べているからである．また，la助詞という名称の意味63も，
〔それらの一群の助詞が〕〈行為対象〉などの全ての意味使用領域で Wo la助詞と共通に使用される
ことによるものではない．なぜなら，その 5[o tuで始まる七つ〔の助詞群〕あるいは 6 qo duで始ま
る六つ〔の助詞群〕の最終項目は Wo la助詞であることから，それを取って全体を la助詞と命名し
た〔に過ぎない〕からである．

[221.212.27f]

62de rang na ’dugを「そのままの状態にある」と解釈すれば na助詞が〈一体性〉を表すとも考えられる．
しかし，シトゥはこれを「全く同じ所にある」という意味でのみ理解し，そのような別解釈の可能性を考慮
せずに他説を否定している．

63la sgra zhes pa’i don「la助詞という名称の意味」．ここでの don「意味」は命名根拠を意味する．
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Hco9KVoTGHoJT=oU`IoFcoL&o\HdHoJT`oL<KIoL>dZo'MZoIn L&o?Ho;=`o<?LZoZbn >Vn KWn 9KoLboU`o<co
L<MYZoIZoM`=o6 qo1>ZoJo'MZoWoM`=oHcT`o;d=ZoZboM`=oHco1>oLo<=o<`o?cHo6qoLF<ZoJT`o1>oLoHcoWoM`oM;doLT`oU`o

<coT<ToR`<o;==oUdHoMdHo;=`oM;doLoM=oLT`o?oIZoHcVoLF<ZoJoM`oT<WoLoH=on HM`<ZoLZWoGMZo>Ho
WoMo;?Lo;==o<^+LoJo\@ `VoLF=oLXHoJoM`oT<WoLo9KoLbVo=cZoJT`o0>`VoVdn n

そのようにするのは理に叶ったことでもある．なぜなら〔サンスクリット〕文法学の論書で省略
符（brda chad）64を用いる場合，caR65や phaL（sic.）66のように〔そこに含まれる〕音素を省略して
形成された術語の範疇の中には，その術語の命名目的となっている働きにとって不要な音素も幾
つか存在するが，必須の音素がより多いからという理由でそのように命名することに矛盾はない
からである67．また，ある特殊事例が必ずしも全ての領域を満たさないとしても〔その事例をもっ
て〕一般事項を説明することに矛盾はないといったことが確定しているからである．

[221.212.27g]

Hco9KVoL Vdo9MIo'MZo;=`oL Vdo2FdZo;=`o<AdoH1>coLT`o0>`VoMGToH/>Ho>b=oSHo\HdZo;=`n <RIo!=`oIdVoLoMGToH<oI`oH<<o
JVoM`oW=o=don n

以上，智者達の智慧という門を開くために少しばかり考察を展開したが，他の人々の誤謬〔はあ
まりに多いので〕それらを完全に批判し尽くすことはできない．

[221.212.28]

<lHZoJn

HdIoM`Io8Fd<oMoMGToH<oH2 )=o1>cHo>`=on nHdIo! =`oLR`IoVZoUd=Zo*V<Zo<ZWoMGd=oLn n
IdVoLbo:coFo:oU`oMcoWd=oH=on nMOb=ZoJT`o<FMoTH`oLVdo9MIoH<To<\@cHoU`In n

RcZoZdn n

〔ここで次のことを〕言っておこう．

あらゆる非真実という不浄物を濾過し，真実という尊顔の全体をはっきりと見せてくれるケー
タカ（ketaka）68の宝石よりなる鏡のようなこの論説は智者に喜びをもたらすものである．

[221.213]

64pratyāhāra「省略符」に相当する術語であると思われる．
65無声無気の閉鎖音（c, t., t, k, p）と無声の摩擦音（ś, s., s）を指示する省略符である（Abhyankar 1961, s.v.

car; Cardona 1997: 81f.）．
66サンスクリット文法学で用いられる省略符と思われるが不明．vaL，jhaL，śaLなど，他の省略符と混

同された可能性がある．
67例えばパーニニ文典の規則 1.1.69: an. udit savarn. asya cāpratyayah.「aN.（母音と半母音と h音）または指

標辞 Uを有する音は，接辞の場合を除いて，それ自身と同類音を指示する」における省略符 aN.は，理論上
は「母音と半母音と h音」の全てを指示し得るが，実際には半母音の内の r音および h音は規則 1.1.69の適
用対象としては意図されておらず，その意味においてここで言われる「不要な音素」の一例と見なすことが
できる（Deshpande 1975: 135–149）．パーニニ文法学の省略符については川村悠人博士（広島大学）よりご
教示を受けた．

68濁った水を浄化する働きを持つ宝石の名である（Krang dbyi sun [ed.], Bod rgya tshig mdzod chen mo, s.v.
ke ta ka）．古典サンスクリット文献に現れる植物の名（V. S. Apte, The Practical Sanskrit-English Dictionary,
s.v. ketaka）ではない．ここでは非真実という不純物を濾過する本書の論説がケータカに喩えられている．
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<ZbMoJo\`o9MIo!=`o'MoH1>coT?HoJoWn MHdVoL<KIoJoH=on ,@ZoJVoLXHoJo<A`Zn

第三「-iを有する格助詞（属格助詞・能格具格助詞）の説明」に関して二点ある． [221.213.1]概
説，[221.213.2]詳説．

[221.213.1]

[221.213.11]

H=oJdoI`n

$cZoT@b<oU`o<coL>boJdoWn n\`oH=oMGbIoWb<ZoTH`oRcZo1>n n

RcZoJo<Kcn

第一（概説）は次の通りである．

十の後置字69に後続する-i〔を有する格助詞〕の適合法則は以下の通りである70．[12ab]

[221.213.12]

$cZoT@b<oU`o<coL>boJdoHcoH<o<=oVb=o$cZoZbo8q<ZoJT`oM`=o'MZoWn \`oU`<oH=o<k@VoLT`o'MoH1>cT`oK DHo
'MZo@`o9KVoMGbIoJVo<k@dVoLT`oWb<ZoI`oTH`oH=oTH`TdoRcZoL<KIoJVo1>Tdn nRcZoZdn n

任意の十の後置字を最終要素として持つ単語の後に，-iという音素と結びついた格助詞（属格助
詞・能格具格助詞）がどのように適合した形で結び付けられるか，その法則について以下ではこ
れとこれであると説示することにしよう．以上が本文の意味である．

[221.213.2]

<A`ZoJoWn TLDcWo<^HoLXHoJoH=on 1>cHoJoJdT`o<^HoLXHoJTdn n

第二（詳説）に関して〔二点ある〕．[221.213.21]属格助詞に関する説明，[221.213.22]能格具格助
詞71に関する説明．

[221.213.21]

[221.213.211]

H=oJdoI`n

H=oJdo<A`ZoWoH=oJdoMGbIn n<ZbMosoL>boWo;=oH=o<k@Vn n
L6qIoJoA`HoWoL6qIoJo<Kcn n9Z<oMo'MZoWo!=o<k @VoLn n
HcoH<o\`o<k@VoTL DcWoLT`oZn n

RcZo<Zb=ZoFcn

69-<o -g，-=o -ng，-Ho -d，-Io -n，-Lo -b，-Mo -m，-To -’，-Vo -r，-Wo -l，-Zo -sの十文字である．
70稲葉 (1986: 330)は「十添後字〔の後〕に，i〔を有する助辭が，どのやうに〕相應し〔結合するかとい

ふ〕法則は，これであると説くであろう．」と訳す．
71gis等の助詞は能格（ergative）と具格（instrumental）の両機能を兼ね備える．本研究では能格と具格を

区別して呼称し，それらの総称として「能格具格」という名称を用いる．
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第一（属格助詞）については次のように説かれる．

最初の二つ（-<o，-=o）の後には第一（<o）こそが適合する．第三（-Ho）と第五（-Lo）と第十
（-Zo）の後には ;=oが結合される．まさに第七（-To）の後には第七（To）が結合され，その他
〔の後置字〕（-Io，-Mo，-Vo，-Wo）の後には !=oが結合される．それら〔<o，;=o，To，Uo，!=o〕に
母音記号 ` -iが結合したものは〈関係の拠り所〉である72．[12cd–13abc]

[221.213.212]

$cZoT@b<oL>bT`oH=oJdo<oH=o=o<A`Zo<=oVb=o$cZoZbo8q<ZoJT`oM`=o'MZoWoI`n $cZoT@b<oH=oJdo<oA`Ho
MGbIoR`=on HcoLR`Io6qo$cZoT@b<o<ZbMoJoHn soJoLn L>boJoZo'MZo$cZoZbo8q<ZoJoWo;=oH=o<k@VoLoH=o
L6qIoJoToU`<o<`oMGTo>Io'MZoWoH=dZoZboToU`<oUdHoHMoMcHo;==oVb=oL6qIoJoToA`Ho<k @VoLoH=on

十の後置字の内，最初の二つのもの，すなわち -<o -gと第二 -=o -ngのいずれかを最終要素として
持つ単語の後には第一の後置字 <o g-こそが適合する．そして，第三の後置字 -Ho -dと第五の後置
字 -Lo -bと第十の後置字 -Zo -sを最終要素として持つ単語の後には ;=o ky-が結合される．第七の後
置字 -To -’を最終要素として持つ単語の後には，To ’aという文字が実際にあるか否かにかかわら
ず，まさに第七の後置字 To ’(a)-が結合される．

[221.213.213]

TH`Vo$ cZoT@b<o<`oU`o<cT`o1>oLo<N VoLdVoL<KIoJZoH=dZoZboM`oT1̂=oU=oToU`<o<`oMGVo!=oJo;o<?d=oH<dZoJT`o
O UoUoU`<o<k@VoLoH=on HcoH<oWZo<RIo9Z<oMoIoMoVoWoLR`oJdT`oMGTo>Io'MZoWoI`o!=oA`HoH=o<k@VoLo
MGbIoJoL>Zn

本書では主に後置字の機能が説示されるため明示されていないものの，〔韻文〕詩脚の音節数を補
う必要がある時には，後置字 -To -’(a)を最終要素として持つ単語の後に Uo y-という文字が結合さ
れる．その他に，-Io -n，-Mo -m，-Vo -r，-Wo -lの四つのいずれかを最終要素として持つ単語の後に
は，まさに ! =o gy-が結合される．以上が適合法則である．

[221.213.214]

HcoH<oGMZo>HoWoV`MoJoLR`Io\`oU`<o<Kco<`o2qo<k@VoLZn <` ;=` T`n U`n !=`o'MZoZbo2)LoJoHco'MZo<=o
R`<o<=oH=o<^HoMGbIoLT`oM`=oMGToZdoZdoH=o<k@VoLZn LH<o<` n<=o<` nGMZo>Ho;=`n VLo;=`n 0>d<Zo
;=`n HcT`n HcoU`n <FIo!=`n WMo! =`n <ZcVo! =`n HJWo!=`oZd<ZoZboT!̂VoFcoHcoH<oI`o<8q=o<RIo6qo'Mo
H1>co6,<oJoRcZoT1̂=oLo% cIoH=oL%cIoJTMoUIoW<oH=oUIoW<o>IoZd<ZoM`=oHdIoKIoObIoTL DcWoLoL$dHo
JT`oHdIo>Io!=`o<^HoU`IoJZoTL DcWoLT`oZoRcZo1 >Tdn nRcZoJTdn n

それら〔<o，;=o，To，Uo，!=o〕の全てにそれぞれキク記号 ` -iが結合されることによって〔それら
の文字群は〕<`o gi，;=`o kyi， T`o ’i，U`o yi，! =`o gyiという形で成立する．そのいずれか〔の文字〕が
〔自身の音と〕対応した音を有する最終要素で終わる単語と結合することによって以下のような表
現となる．LH<o<`o bdag gi「私の」，<=o<`o gang gi「何の」，GMZo>Ho;= `o thams cad kyi「一切の」，VLo
;= `o rab kyi「上位の」，0 >d<Zo;= `o phyogs kyi「諸方の」，HcT`o de’i「それの」，HcoU`o de yi「それの」，<FIo
! =`o gtan gyi「恒久の」，WMo!=`o lam gyi「道の」，<ZcVo! =`o gser gyi「金の」，HJWo! =`o dpal gyi「栄光の」

72稲葉 (1986: 330f.)は「第一（<）と第二（=）〔の後〕には第一（<）が相應せられ，第三（H）と第五
（L）と第十（Z）〔の後〕には ;=が結合せられ，第七（T）〔の後〕には第七（To）が〔結合せられ〕，その他
（I，M，V，W）〔の後〕には ! =が結合せられ，それらに iが結合せられたもの，〔それは〕「關係」のあり方
〔と名づけられる〕．」と訳す．
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など．それらは他の論書では「第六格接辞」とも言われるものであり，所依と能依や，部分と全
体などといった，単語同士の関係や対象同士の関係を表示するための語であるから〈関係の拠り
所〉と呼ばれる．以上が本文の意味である．

[221.213.215]

TH`VoU`<o8F`=oH<oJo'MZoZboHoH I<o>Io!=`Zo;=`oA`HoH I=ZoJoMGd=oMdHo;=`oHc=oZ=oHoH I<oM`oMPHoJZoKWo?cVo
!=`oA`Ho<k@dVoLVo<N=oU=oK DHo<RIoH=oL<KZIoIo;=`oV=oTH IcIoJoL$dHoLHcoR`=oWc<ZoJVoZcMZoJZn 1qIHo;=`n

VLoT1>dVHo;= `n L:ToSWHo;=`n Zd<ZoZbo<k@VoLVo1>Tdn n

これに関して〔補足すると〕正しく書かれた古代の文献群の中には，再後置字 -Ho -dを有する単語
が ;= `o kyiを導いている例が見られるのに対し，昨今では再後置字 -Ho -dが用いられないため，多
くの場合では実に !=`o gyiが結合されるように見受けられる．しかしながら，他の助詞〔の結合法
則〕に適合させるならば，まさに ;=`o kyiを〔再後置字 -Ho -dを有する単語の後に〕導く方が発声し
易いものとなり，妥当であると考えられる．したがって，1qIHo;=`o kund kyi「一切の」，VLoT1 >dVHo
;=`o rab ’byord kyi「スブーティ（須菩提）の」，L:ToSWHo;= `o bka’ stsald kyi「勅命の」などのように
〔;= `o kyi助詞を〕結合するべきである．

[221.213.216]

TL DcWo<^HoHcoH<oO T<o2F d<ZoH=o@`o9KVo<k@dVoLT=on LH<o<`oIdVn <=o<`oH I`In GMZo>Ho;=`oHdIn VLo;=`o
KbWn 0>d<Zo;=`o2 V=oLdn HcT`oObWn HcoU`o0>d<ZoZbo>`oR`<o9ZZ=on <FIo!=`oHdIn WMo!=`oUdIoFIn <ZcVo! =`o

,@In HJWo!=`oLcTbn 1 qIHo;=`oM?d< nVLoT1>dVHo;=`oObWn L:ToSWHo;=`o<F`=oJdoZd<ZoFco%d<ZoJVoZ VTdn n

また，それらの属格助詞がどのように共起語と結合されるかと言えば以下の通りである．LH<o<`o
IdVo bdag gi nor「私の財産」，<=o<`oH I`Io gang gi drin「誰の恩恵か」，GMZo>Ho;=`oHdIo thams cad kyi don
「皆の目的」，VLo;= `oKbWo rab kyi phul「上等の献上品」，0 >d<Zo;= `o2 V=oLdo phyogs kyi glang bo「諸方を守

る象」，HcT`oObWo de’i tshul「その様態」，HcoU`o0>d<ZoZbo>`oR`<o9Z Z=o de yi phyogs su ci zhig lhung「その方角

に何が落下したか」，<FIo!=`oHdIo gtan gyi don「恒久の目的」，WMo! =`oUdIoFIo lam gyi yon tan「道の功
徳」，<ZcVo!=`o,@Io gser gyi rgyan「金の装飾」，HJWo!=`oLcTbo dpal gyi be’u「吉祥紐」，1qIHo;= `oM?d<o kund

kyi mchog「全ての中で最高のもの」，VLoT1>dVHo;= `oObWo rab ’byord kyi tshul「スブーティ（須菩提）
の様態」，L:ToSWHo;= `o<F`=oJdo bka’ stsald kyi snying po「勅命の要所」．これらは容易に理解できる．

[221.213.217]

<`oWoZd<ZoJoHco'MZo'MoH1>cT`oHdIoMoU`IoJo<RIoWT=oT@b<oJoUdHoHcn TH`oI`oLHcIo!=`o<RIoI`o<F`oMb<o
<d nLH<o><o<`o<\@LZoI`o<KdIoJoZ=Zo,@ZoU`Io!=`oH I<oJdoZd<ZoMoU`IoIdn n TH`o9KVoTGHoMdHo;=`oTdIo;==on
RcZoJo9KoLbo0>`oO T<oT<WoLTMoM`oMGbIoJVo<KdIoJT`oOT<o<`o,@IoWT=oT@b<oJT`o0>`VoVdn n

その <`o giなどが格接辞の意味を表すために使用されずに，他の意味を表すために使用されること
もある．TH`oI`oLHcIo!=`o<RIoI`o<F`oMb<o<do ’di ni bden gyi gzhan ni gti mug go「これは真実であるが，他
は愚痴蒙昧の所産である」，LH<o><o<`o<\@LZoI`o<KdIoJoZ=Zo,@ZoU`Io!=`oH I<oJdoZd<ZoMoU`IoIdo bdag cag gi
skyabs ni ston pa sangs rgyas yin gyi drag po sogs ma yin no「我らの帰依処は教主仏陀であって，ル
ドラ神などではない」，TH`o9KVoTGHoMdHo;= `oTdIo;==o ’di ltar ’thad mod kyi ’on kyang「この通りで正しい
けれども，しかし」）のように，後続表現〔の内容〕が〔先行表現の内容と〕対立すること，ある
いは調和しないことを表す副助詞の〔意味を表す〕ために使用されるからである．
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[221.213.22]

[221.213.221]

<A`ZoJo1>cHoJoJdT`o<^ HoI`n

HcoA`HoWoI`oL>boJo<k@Vn n1>cHoJoJdoVboXcZoJVo1>n n

RcZoJZoL<KIoFcn

第二「能格具格助詞」は次の詩節によって教示されている．

まさにそれに第十〔の後置字〕（-Zo -s）を結合したものは能格具格助詞であると知るべきであ
る73．[13d–14a]

[221.213.222]

NVoLXHoJT`o'MoH1>co6,<oJT`o<^Ho<`oWoZd<ZoJoHcoH<oA`HoWo$ cZoT@b<oL>boJoZoU`<o<k@VoLZn <`Zn ;=`Zn
T`Zn U`Zn !=`Zo'MZoZbo2 )LoJoI`o1>cHoJoJdZo1>oLoWo<k@dVoLo<KdIoJZoIo<8q=o<RIo6qo'MoH1 >co<ZbMoJoRcZo
T1̂=oLo1>cHoJoJdT`oZoVboXcZoJVo1>Tdn nRcZoZdn n

直前に説明された，まさにその第六格助詞 <`o giなどに第十の後置字 -Zo -sを結合することにより，
〔それらの文字群は〕<`Zo gis，;=`Zo kyis，T`Zo ’is，U`Zo yis，! =`Zo gyisという形で成立する．それらは
行為者と行為との結合を表示するため，他の論書では「第三格接辞」とも言われるが，〈行為者の
拠り所〉であると知るべきである．以上が本文の意味である．

[221.213.223]

Hco'MZoM`=oMGVo<k@dVoObWoI`oTL DcWo<^ HT`o<?LZoH=oMOb=ZoJZn LH<o<`Zn <=o<`Zn GMZo>Ho;=`Zn
VLo;=`Zn 0>d<Zo;=`Zn HcT`Zn HcoU`Zn <RIo!=`Zn WMo!=`Zn <ZcVo!=`Zn HJWo!=`Zn 1 qIHo;=`Zn
VLoT1>dVHo;=`Zn S`WHo;=`Zn WoZd<ZoJVoT!̂VoFco%d<ZoJVoZ VoMdHn

それらを単語の後に結合する方法は属格助詞の場合と共通であるので，LH<o<`Zo bdag gis「私は」，
<=o<`Zo gang gis「何が」，GMZo>Ho;=`Zo thams cad kyis「皆が」，VLo;=`Zo rab kyis「すぐれて」，0>d<Zo;= `Zo
phyogs kyis「地方によって」，HcT`Zo de’is「それによって」74，HcoU`Zo de yis「それによって」，<RIo!=`Zo
gzhan gyis「他の人が」，WMo!=`Zo lam gyis「道を通じて」，<ZcVo!=`Zo gser gyis「金を用いて」，HJWo
!=`Zo dpal gyis「輝かしく」，1 qIHo;=`Zo kund kyis「一切が」，VLoT1 >dVHo;= `Zo rab ’byord kyis「スブーティ
（須菩提）が」，S`WHo;=`Zo zild kyis「威光によって」などとなる．これらは容易に理解できる．

[221.213.224]

TdIo;==oToMGVoT`ZoRcZoJo<?Ho<ZVoL>Ho;=`oWb<ZoWoM`oT1̂=oLoI`oU`o<coSdVoU=oLT`o?cHo6qoToMGToKWo
?cVoL<MYZoJoLR`IoT`ZoRcZoJT`oT`oU`<o0>`ZoIZoL<MYZoJVoSHo;=`oGdLoG=oMcHoJZoI`oMoU`IoJVoXcZoH<dZoFco

<8q=oTH`VoL<KIoJVoMoSHo?dZo,@WoMcZoHLdIo6qZo;=`o& doV`=o<`oU`o<coZd<ZoWT=oHco9KVo<N=oLoM=dIoZbMo!=`Zo
2)LoJT`o0>`VoVdn n

73稲葉 (1986: 332)は「それ（關係の聲）に第十（Z）が結合せられたもの，〔それは〕作具格（作者と作
具の意味）であると知るべきである」と訳す．

74正規の表記法では HcZo desとなる．T`o ’iの省略の問題については直後に論じられる．
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しかしながら，-To -’(a)〔で終わる単語〕の後に T`Zo ’is〔が結合される用例〕が新語制定法の規則
の下で現れないのは，文字の簡略化のために多くの -To -’(a)という最終要素が省略されるのと同じ
ように75，T`Zo ’isにおける T`o ’iを消去して省略しているために過ぎず，有効性（thob thang）がな
いからという理由で省略しているのでないのはないのだと理解せねばならない．なぜなら，本書
で〔そのように〕教示されているからであり，のみならず父祖法王（chos rgyal mes dbon）時代の
碑文などにもそのように〔表記されているのが〕見受けられることは，実際の観察例から確立し
ているからである．

[221.213.225]

1>cHoJoJdT`o<^HoHco'MZoO T<o2Fd<ZoH=o@`o9KVo<k@dVoLT=on LH<o<`ZoL<KIn <=o<`ZoL<^+LZn GMZo>Ho

;=`ZoT6qHn VLo;=`ZoL1 qVn 0>d<Zo;= `ZoH1>cn HcT`ZoMO VIn RcZoZMn <?Ho<ZVoL>Ho9KVoIn HcZo
MOVIn HcoU`ZoGMZo>HoHL=o6 qo1>cHn <RIo!=`Zo<ZdZn WMo!=`ZoTO Vn <ZcVo!=`Zo1̂< HJWo!=`Zo
L,@In 1 qIHo;=`Zo<\@dHn VLoT1 >dVHo;=`Zo<ZdWn S`WHo;=`ZoMIIn >cZoZd<Zo,@o?cVo<k@VoIZoXcZoJVo
1>Tdn n

それらの能格具格助詞がどのように共起語と結合されるかと言えば，以下の通りである．LH<o<`Zo
L<KIo bdag gis bstan「私は言う」，<=o<`ZoL<^+LZo gang gis bsgrubs「何によって確立されているのか」，

GMZo>Ho;=`ZoT6 qHo thams cad kyis ’dud「皆が頂礼する」，VLo;= `ZoL1 qVo rab kyis bkur「丁重に崇拝す

る」，0>d<Zo;=`ZoH1>co phyogs kyis dbye「地方によって分ける」，HcT`ZoMO VIo de’is mtshon「それによっ
て例示する」——新語制定法に従えば HcZoMO VIo des mtshon——，HcoU`ZoGMZo>HoHL=o6 qo1 >cHo de yis
thams cad dbang du byed「彼は全てを支配下に置く」，<RIo!=`Zo<ZdZo gzhan gyis gsos「他人に育て
られた」，WMo! =`ZoTOVo lam gyis ’tsho「道によって生きる」，<ZcVo! =`Zo1̂<o gser gyis byug「金で塗られ

た」，HJWo! =`ZoL,@Io dpal gyis brgyan「栄光によって飾られた」，1qIHo;=`Zo<\ @dHo kund kyis skyod「皆が

揺らす」，VLoT1>dVHo;=`Zo<ZdWo rab ’byord kyis gsol「スブーティ（須菩提）が召し上がる」，S`WHo;= `Zo
MIIo zild kyis mnan「威光で圧倒した」など．このように様々に〔単語と助詞を〕結合して〔その
使用法を〕理解するべきである．

[221.213.226]

<lHo<AdoWZn <`ZoWoZd<ZoJoTH`o'MZoM`oMGbIoJT`o,@IoWoT@b<oJVoLXHo;==oTGHoJVoMoMGd=o<Kcn HcT`o
HJcVoL$ dHo6 qn Hco9KoU`IoMdHo;=`ZoRcZoH=on TdIo!=`Zo;==on RcZoL:dHoJT`oNoMT`oRcIoHdIoWoL%<ZoIn
%<oJVoUdHo;=`Zn M`o%<oJVoMoU`IoIdn nRcZoJo9KoLboWoLZMZoJVo<N=oU=on HcoTH IT`o;=`ZoZd<Zo;=`o<^HoHco, !o

MOIo! =`oHdIo!=`o1>cHoJoJdT`o'MoH1>coU`Io!=`oM`oMGbIoJT`o,@IoMoU`IoJT`o0 >`VoH=on

『言語の門』では，これらの <`Zo gisなどが〈逆接〉の副助詞として使用されると説かれるが，正
しいとは思われない．というのも，その具体例として Hco9KoU`IoMdHo;=`Zo de lta yin mod kyis「確かに
そうであるかもしれないが」，TdIo! =`Zo;==o ’on gyis kyang「しかしながら」という表現が提示される
が，その内の前者で想定されている内容を考慮してみると，例えば %<oJVoUdHo;= `ZoM`o%<oJVoMoU`Io
Ido rtag par yod kyis mi rtag par ma yin no「恒常的なものとして存在するので，非恒常的なものとし
て存在するのではない」というような表現を念頭に置いていると思われるけれども，そのような
〔例文における〕 ;=`Zo kyisなどの語は〈理由〉の意味を持つ具格助詞であって〈逆接〉の副助詞で

75例えば ;o kha「口」の本来の形は ;To kha’，Mo ma「母」の本来の形は MTo ma’である．最終要素の To
’(a)を省略することにより現在の形となる．<HTo gda’や MPTo mdza’「友好的な」などでは，新語制定以前
の本来の形がそのまま現在でも使われている．L&To brda’と L&o brda「記号」のように，新旧二つの形が存
在するという例もある．
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はないからである．

[221.213.227]

0>`oMoHcT`oRcIoHdIoWoL%<ZoIoL<^+Lo5[oVb=o<`Zo;==oM`oL<^+LoLdn n9KoLboWoLZMZoJVo<N=oU=oHcoTH IT`oM`oMGbIo

JT`o,@Io6qo!̂VoJT`o<^HoI`o;==oRcZoJoU`Io!=`o<`Zo;=`o<^HoMoU`IoFcn HcT=o,!oMOIo!=`oHdIo>IoU`IoJT`o0>`VoVdn n

次に後者で想定されている内容を考慮してみると，例えば L<^+Lo5[oVb=o<`Zo;==oM`oL<^+LoLdo bsgrub tu
rung gis kyang mi bsgrub bo「実行可能ではあるが，実行しないであろう」というような表現を念頭
に置いていると思われるけれども，そのような〔例文における〕〈逆接〉の言葉はむしろ ;==o kyang
という語であって ;=`Zo kyisという語ではない．なぜなら，それも〈理由〉の意味を有するものだ
からである．

[221.213.228]

HcZoIoTH`oTH IT`oV`<Zo'MZoH=on 1>cHo6qoVb=o<`Zo!=`ZoX`<o9KoLbT`o1>cHoJoJdT`o<^Ho'MZoI`o,!oMOIo! =`oHdIo6qo

XcZoJVo1>Tdn n<?LZoTH`VoT2F cWo1 >cHo;o>`<o<`Zn <(Zo;=`Zo9KoLbT=o1>cHoJoJdT`o<^ HoVboT<(WoLoMGd=oMdHo;=`oL ]Io

JdT`oAMZoZbo%d<ZoJVoZ VoLoA`HoHdn n

それゆえ，このような類い〔の具格助詞〕や 1>cHo6 qoVb=o<`Zo!=`ZoX`<o byed du rung gis gyis shig「実行
して構わないから実行しなさい」というような例文にある具格助詞は〈理由〉の意味を持つもの
であると理解するべきである．今の箇所に関してある註釈者が < (Zo;= `Zo khrus kyis「（彼は今）沐浴
している」といった表現〔にある ;=`Zo kyisという語〕も能格具格助詞であると誤解しているよう
に見受けられるが，それが愚か者の様子を示すものであることは実に容易に理解できる．

[221.214]

[221.214.1]

LR`oJo,@Io<MYHo;=`o<^HoI`n

\oW`o0>`ZoIZo<A`ZoJo<k@Vn nO T<o,@Io<A`ZoH=o<MYHoJVoT!̂Vn n

RcZoJZoL<KIoFcn

第四「累加副助詞」は次の詩節によって教示されている．

〔属格助詞 ;=`o kyiおよび T`o ’iの〕āli（ ` -i）を消去して第二〔の後置字 =o nga〕を結合した
ものが二種の副助詞，並びに累加副助詞となる76．[14bc]

[221.214.2]

<d=o6 qoLXHoJT`oTL DcWo<^HoHcoH<oWZn ;=` T`n <A`Zo;=`o\oW`o<Kco<`o2 qo0>`ZoIZoZdoZdVo$ cZoT@b<o<A`ZoJo=o
U`<o<k@VoLZn ;==on T=on RcZoJVo2 )LoJoH=on TH`VoMoL<KIo;==oHdIo!=`ZoGdLoJT`oU=o<`o<^HoH=oL>Zo
<ZbMoJdoHco'MZoI`oO T<o0>`oMoMGbIoJTMoM`oMGbIoJVo<KdIoJT`oO T<o,@Io<A`ZoH=on <R`TMoHdIo<RIoR`<oWo
<MYHo>`=o<k@dVoLT`o<^HVoT!̂VoVdn nRcZoZdn n

76稲葉 (1986: 333)は「〔關係辭の〕母音が取り除かれて第二（=）が結合せられたもの〔それは〕〔一致と
不一致との〕二つの〔荘嚴〕と〔聚合〕となる」と訳す．
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上述のそれらの属格助詞の内，;= `o kyiおよび T`o ’iの二者が有する āli，すなわちキク記号（ ` -i）を
消去してから，それぞれに第二の後置字 -=o -ngを結合することによって〔それらの文字は〕;==o
kyangおよび T=o ’angという形で成立する．また，本書では言及されていないが，意味の上から考
えて得られる U=o yangという語も併せると，合計三つとなる．それらは後続表現の〔先行表現と
の〕〈調和〉あるいは〈不調和〉を表示する〔機能を持つ〕二種の副助詞，並びに他の基体あるい
は他の事例への〈累加結合〉を表す助詞となる．以上が本文の意味である．

[221.214.3]

Hco'MZoM`=oMGVo@`o9KVo<k@dVoLT`oObWoI`n $cZoT@b<o<`oKdoU`<o<oHoLoZo'MZoH=oHoH I<o<`oMGVo%<Zo
MOb=ZoL$ dHoLHco<A`Zo:T`o<AdoIZo<^HoMGbIoJo;==oA`Ho<k @VoR`=on HcoLR`Io6qoH=dZoZboUdHoMcHo@`o9KVoVb=oTo
MGTo>Io'MZoWn T=oH=on =oMoH<o<`oMGVoU=o<`o<^ HoT@b<oJoH=on IoVoWo<ZbMo!=`o$cZoZboL$dHoLHco
;doIT`oHL=o<`ZoU=oA`HoT@b<o<d nOT<ZoL>Ho;=`o!=oJo;o<?d=oH<dZoJT`oOUoI`oToMGVoU=on U=o<`o<^Ho<k@Vo
H<dZoZdn n

それらが単語末尾の後にどのように結合されるかについては以下の通りである．後置字の内で男
性文字である -<o -g，-Ho -d，-Lo -b，-Zo -s，および再後置字- Ho -d〔で終わる単語〕の後には，性
の一致と発声の簡便さという二つのことを理由として，対応した音を有する ;==o kyangのみが結合
される．さらに，表記上存在するか否かにかかわらず，-To -’(a)を有する単語の後では T=o ’angが
使用され，-=o -ngと -Mo -mの二者のいずれかで終わる単語の後では U=o yangという語が使用され
る．-Io -n，-Vo -r，-Wo -lの三者のいずれかで終わる単語の後では，発声の簡便さという理由のみ
により，まさに U=o yangが使用される．韻文の詩脚の〔音節〕数を埋める必要がある場合であれ
ば，-To -’(a)で終わる単語の後であっても，U=o yangという語が結合されるべきである．

[221.214.4]

HJcVoIn %<o;==on L>Ho;==on L:Lo;==on 1 >Zo;==on L<KIHo;==on T1>dVHo;==on SWHo;==on
9ZT=on 9ZoU=o6qZoZbo?VoTLcLZoX`=on <=oU=on WMoU=on U`IoU=on ?VoU=on <ZWoU=on 9Ko
Lbo,@o?cVoXcZoJVo1>Tdn n

例えば %<o;==o rtag kyang「恒常的であるけれども」，L>Ho;==o bcad kyang「切断しても」，L:Lo;==o
bkab kyang「かぶせたとしても」，1 >Zo;==o byas kyang「実行したとしても」，L<KIHo;==o bstand kyang
「教示したとしても」，T1>dVHo;==o ’byord kyang「到達しても」，SWHo;==o stsald kyang「与えたとし
ても」，9ZT=o lha’ang「神も」，9ZoU=o6 qZoZbo?VoTLcLZoX`=o lha yang dus su char ’bebs shing「神もしか

るべき時が来れば雨を降らせる」，<=oU=o gang yang「何も」，WMoU=o lam yang「道も」，U`IoU=o
yin yang「～であるけれども」，?VoU=o char yang「雨も」，<ZWoU=o gsal yang「明らかであるが」
といった例で広く知るべきである．

[221.214.5]

HcoH<oHdIoWo@`o9KVo<k@dVoLT`oObWoU=oMGbIoJT`oOT<o,@Io6qo<k@dVoIn <ZWoU=o<ZWn MP UZo;==oMPUZn 9Ko
LboH=on M`oMGbIoJT`o,@Io6qo<k@dVoIn L5[Ho;==o; Ddn MPT=oLZ ]n 9KoLboH=on <MYHoJT`oHdIo6 qo<k @dVoIn

<Sb<ZoTH`oI`oMP UZoX`=oTdHo;==oTK Ddn M`VoMoSHo9ZZo;==oL5[HoHdn nTH`oI`o\b+OoWT=oU`IoWoNdIoJdT=oU`Io
Idn n<=oU=o0>d<ZoL>bT`oLHco<Xc<ZoGMZo>HoWn nRcZoZd<ZoM=o6 qoL<^HcZoIZo%d<ZoJVo1>Tdn n

さらに，それらの意味的な使用法については，以下のような多くの仕方で当て嵌めて知るべきで
ある．〔先行表現と後続表現の〕〈調和〉を表示する副助詞として使用される場合には，<ZWoU=o
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<ZWo gsal yang gsal「極めて明瞭である」，MP UZo;==oMPUZo mdzes kyang mdzes「この上なく美しい」
となる．〔先行表現と後続表現の〕〈不調和〉を表示する副助詞として使用される場合には，L5[Ho
;==o;Ddo btud kyang khro「（彼は）礼拝していながらも怒っている」，MPT=oLZ]o mdza’ang bslu「友好

的であるのに欺く」となる．〈累加〉の意味を表すために使用される場合には，<Sb<ZoTH`oI`oMP UZo
X`=oTdHo;==oTK Ddo gzugs ’di ni mdzes shing ’od kyang ’phro「この姿は美しく，光までも発している」，
M`VoMoSHo9ZZo;==oL5[HoHdo mir ma zad lhas kyang btud do「人だけでなく神も礼拝している」，TH`oI`o\b+Oo
WT=oU`IoWoNdIoJdT=oU`IoIdo ’di ni utpa la’ang yin la sngon po’ang yin no「これはウトパラ蓮華であり
かつ青いものである」77，<=oU=o0 >d<ZoL>bT`oLHco<Xc<ZoGMZo>HoWo gang yang phyogs bcu’i bde gshegs
thams cad la「さらにまた十方の一切の善逝に」などとなる．

[221.214.6]

TH`VoWoWoR`<o<`Zn MGbIoJT`o,@Io!=`oHJcVn \b+OoWT=oU`IoWoNdIoJdT=oU`IoRcZoH=on <>`<oXdZo;=`o
HJcVn @`o9ZVoJ-Ro?boI=o6qn n<\@cZo;==o?boU`Zo<dZoJoMcHn nHcoLR`IoTH`oI`oT@`<o%cIo6qn n<\@cZo;==oT@`<o% cIo
!=`ZoMo<dZn nRcZoZd<ZoL:dHoMdHn TGHoJVoMoMGd=o<Kcn NoMoI`n <R`o<>`<oWoMGbIoJT`o?dZo\b+OWoH=o
NdIoJdo<A`Zo<MYHoJT`oHdIoU`IoWn 0>`oMoI`o<R`o<>`<oWoM`oMGbIoJT`o?dZo?boI=o6qo<\@cZoJoH=o?bZoMo<dZoJo

<A`Zo<MYHoJoZd<Zo;=`oHdIoU`IoJT`o0>`VoHcoH<o<M YHoJT`oHJcVoTdZo;=`n O T<o,@Io!=`oHJcVoM`oTdZoJT`o0>`VoVdn n

これについてある者は〈調和〉を表す副助詞の例として \b+OoWT=oU`IoWoN dIoJdT=oU`IoIdo utpa la’ang
yin la sngon po’ang yin no「ウトパラ蓮華でもあり，かつ青いものでもある」などを提示し，他方
〔すなわち〈不調和〉を表す副助詞〕の例として @`o9KVoJHoMo?boI=o6 qn n<\@cZo;==o?boU`Zo<dZoJoMcHn nHcoLR`Io
TH`oI`oT@`<o%cIo6 qn n<\ @cZo;==oT@`<o% cIo! =`ZoMo<dZn n ji ltar pad ma chu nang du || skyes kyang chu yis gos pa
med || de bzhin ’di ni ’jig rten du || skyes kyang ’jig rten gyis ma gos ||「パドマ蓮華は池水の中から
生えるけれども池水でけがされないのと同じように，彼は世間の中に生まれたけれども世間でけ
がされていない」などを提示するが，正しいとは思われない．前者〔の T=o ’ang助詞〕は同一の
基体に「ウトパラ蓮華」と「青」という二つの調和する属性を累加するという意味を持つもので
あり，後者〔の ;==o kyang助詞〕は同一の基体に「池水の中から生えること」と「池水でけがされ
ないこと」という二つの調和しない属性を累加するといった意味を持つものであるので，それら
は〈累加〉の例としては相応しいが，〔調和や不調和を表す〕副助詞の例としては相応しくないか
らである．

[221.214.7]

HcZoIo=cZoMcHo;=`oHJcoH=on <RHoJT`oHJcoZd<Zo<FIo=<o<`o,@IoT<ToR`<oO T<o,@Io<A`Zo;=`oHJcVo<RdZoJT=oHco
H=oTHITdn n

それゆえ，〈非限定の直喩〉（nges med kyi dpe, *aniyamopamā）78や〈非難を含んだ直喩〉（smad pa’i
dpe, *nindopamā）79などのような幾つかの美文詩の装飾要素を二種の副助詞の実例とする論述があ

77サンスクリットの同格限定複合語（Kdh.）nı̄la-utpala「青いウトパラ蓮華」の分析文 nı̄laṁ ca tad utpalaṁ
caをチベット語で表したものである．

78KĀ II 20: padmaṁ tāvat tavānveti mukham anyac ca tādr
˚

śam | asti ced astu tatkārı̄ty asāv aniyamopamā ||;
KĀS 10b4ff.: re zhig khyod gdong padma yi || rjes ’gro gzhan yang de ’dra ba || gal te yod na de byed ’gyur ||
zhes pa ’di ni nges med dpe ||（「まずもってあなたのお顔は蓮華に似ています．次に，もし他にもそれ［蓮華］
に似たものがあれば，それもそれと同じ働きをするに違いありません——これは非限定の直喩である．」）

79KĀ II 30: padmaṁ bahurajaś candrah. ks.ayı̄ tābhyāṁ tavānanam | samānam api sotsekam iti nindopamā
smr

˚
tā ||; KĀS 11b2: padma rdul mang zla ba ’dzad || de dag las kyang khyod kyi bzhin || mtshungs pa la yang

khyad par bcas || zhes pa smad pa’i dpe ru ’dod ||（「多くの花粉を持つ蓮華，衰え行く月．あなたのお顔は〔美
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るが，それも先のものと同じく〔正しいとは思われない〕．

[221.214.8]

U=o<l Ho<AdoWZn

U=oRcZo1>oLoL<NIoJT=oU`In n

RcZoT1̂=oLVo<McLoL>dZoIZoL'IoJoRcZoLFdIoFco;b=ZoZboHI=ZoIZn U=oH=oU=o6qo<Zb=oLo<=on nRcZo
Zd<ZoL<\ @VoLTMoL'IoJT`oHdIo6qoLXHoMdHn L'IoJoI`oHM`<ZoTP TIoJT`oHdIoU`IoJZoL<\ @VoLoH=o<>`<o
JT`o<?LZoMcHo>`=on <lHo<AdT`oO T<o<McLoMoL>dZoJoHcoA`HoHdIoWo<IZoJVn U=oU=on Z VVoU=on HcoIZo
U=on U=o<Zb=ZoJn 9KoLbo'MZoL<\@VoLTMoL<NIoJT`o<^HVoT!̂VoLoU`IoIdn nTdIo;==oU=o<`o<^HoHcoTH IoHcn
<?LZoTH`T`o;==oZd<Zo;=`o<^HoH=oMOb=ZoJoI`oM`oZ D`HoHdn n

また〔ある人は〕『言語の門』の

「U=o yangという〔助詞〕は累加（bsnan pa）〔の意味を表示するもの〕でもある」80

という文言を一部改変して「強調〔の意味を表示するもの〕」（brnan pa）と読み，それを根拠にし
て U=oH=oU=o6 qo<Zb=oLo<=o yang dang yang du gsung ba gang「繰り返し説かれている～は…」など
という〔表現に現れる U=o yang〕を〈反復〉または〈強調〉の意味を持つものとして説明してい
る．しかし，brnan paは〈強調〉を意味するので，それが〈反復〉と一致する可能性はなく，『言語
の門』のその改変前の読みこそが意味的に適合する．そのようなことから，U=oU=o yang yang「幾
度も」，ZVVoU=o slar yang「またもや」，HcoIZoU=o de nas yang「それからまた」，U=o<Zb=ZoJo yang
gsungs pa「さらにお説きになった」などの〔用例に含まれる U=o yang助詞〕は〈反復〉または〈累
加〉を表示する語となっている．しかしながら，そのような〔ある人々によって〈反復〉や〈強
調〉の意味で理解される〕その U=o yang助詞が目下の〔『三十頌』の〕箇所にある ;==o kyangなど
の助詞と〔意味的に〕一致する可能性はない．

[221.215]

[221.215.1]

soJo9Z<oL>Zo;=`o<^HoLXHoJoI`n n

WoHdIoZboWo\bo0>`ZoIZn nHcoWo<ZbMoJT`oH=oJdo<k@Vn n
HcoWo\"oW`o<ZbMoJo<k@Vn nHcoI`o9Z<oH=oL>ZoJTdn n

RcZoJo<Kcn

第五「接続助詞の説明」が以下に示される．

la don助詞 Zbo suが有する b（-u）を消去した後，そこに第三群の第一要素（Fo t-）を結合
し，さらにそこ（<Ko st-）に第三の āli〔 c -e〕を結合したもの（<K co ste）が接続助詞である81．

しさの点では〕それらに似ていますが，ずっと優れています——これは非難を含んだ直喩であると伝承さ
れている．」）

80VMĀ D 280b6: yang zhes bya ba bsnan pa yin ||（「U=o yangという〔助詞〕は累加〔の意味を表示するも
の〕である．」）

81稲葉 (1986: 335)は「〔以前に説いた〕Wo義助辭の Zboに於いて uが取り除かれ，それに第三〔群〕の第
一（Fo）が結合せられ，それに母音の第三（e）が結合せられたもの，それは「具餘」と〔名付けられる〕」
と訳す．
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[14d–15c]

[221.215.2]

NVoLXHoJT`oWoHdIo!=`oI=oOIoZboRcZoJoHcT`o\boU`<o<KcoRLZo;^o0>`ZoIZoZoRcZo<IZoJoHcoWo1 #oW`o<McoLo<ZbMo
JT`oH=oJdoFoU`<o<k@VoR`=on HcoWoZ VVoU=o<Kc=o6 qo\"oW`o<ZbMoJo<KcoT2F c=oLbo<k@VoLZn <Kcn RcZo2 )LoJoI`oM`=o
O T<o<=o<`oMGVo<k@VoU=oL<KIo1>T`o9Z<oMoTH IcIoJT`oHdIo6qoT!̂VoLZo9Z<oMoH=oL>ZoJT`o<^HoRcZo1>Tdn nRcZo
Zdn n

上述の la don助詞の一種である Zbo suという〔助詞〕が有する母音記号シャプキュ b（-u）を消去
すると Zo s-という〔文字〕が成立する．そこに kāliの第三群の第一要素である Fo t-を結合し，さ
らにそこ（<Ko st-）に第三の āliである母音記号デンプ c（-e）を結合することによって <Kco steとい
う〔文字〕が成立する．それは単語または文の後に適用されるのだが，そのいずれであっても，語
られるべき残余（lhag ma）の導入を目的とするものとなるので「接続助詞」82と呼ばれる．以上が
詩節の意味である．

[221.215.3]

Hco9KVo<8q=oTH`T`oH=dZoL<KIoWo<Kco<^Ho<>`<oJboWZoM`oT1̂=oU=on M`=oMGToZdoZdoH=o<k@VoLT`oO Uo<d=o6qo<RdZo
Jo'MZo;=`oV`<ZoJZoL$dHoLHcoLo;doIo<k@dVo!=`o%<ZoMOb=Zo;==oL$dHoM`oLHcoLo<k@dVoLoM`IoJZn U`o<co'MZo
;=`oSbVo0 >`IoJVo1 Vd<oJT`oHL=o6 qo1>ZoFcn

以上のように本書に直接示されているものとしては <K co steという語しか現れないが，各単語の後
に〔接続助詞を〕結合する際には，上述の理論に従って発音し易いものこそが結合されるのであっ
て，たとえ性が一致していても発音しにくいものが結合されることはないので，複数の音と音が
〔どのようにすれば〕完全な形で（zur phyin par）発音されるかということを考慮して〔<K co ste，Fco
te，Hco deの中で最も相応しい接続助詞が以下のような仕方で選択される〕．

[221.215.4]

<o=oLoMoTo'MZo;=`oMGVo<KcoU`<oZo<^HoH=o9MIoJoHcoL$ dHoLHcoLZoT@b<o;==on IoVoWo<ZbMoH=oHoH I<o<`o
MGVoI`oHcoX`Io5[oL$dHoM`oLHcoLT`o0 >`VoH=on ZoU`<o<`oMGVoI`oZo<^ HoNoMoHcoA`HoH=o<KcoU`<o<`oZo<^Ho<>`<o5[o
THIcZoJZoZdoZdVoM`oM=dIoJT`o0>`VoH<dZoJoMcHoJZn Hco'MZo;=`oMGVoZoU`<o0>`ZoIZoFco+@=oA`Ho<k@VoLo<8q=o
TH`T`oH<d=ZoJVoHdIoGdLo5[o<IZoX`=on

-<o -g，-=o -ng，-Lo -b，-Mo -m，-To ’(a)で終わる単語の後には〔頭字〕Zo s-を伴う <K co steという助
詞が起こる．その理由は発音し易いためである．ところが，-Io -n，-Vo -r，-Wo -lの三つ並びに再
後置字 -Ho -dで終わる単語の後に〔<Kco steを結びつけることに〕合目的性はない．なぜなら，それ
は〔-Io -nなどの後に来ると〕非常に発音が困難であるからである83．また，-Zo -sという〔後置〕
字で終わる単語の後に〔<K co steを結びつけることに〕も合目的性はない．なぜなら，まさにその直

82「接続助詞」を意味する lhag bcas（< lhag ma dang bcas pa’i sgra）の直訳は「残余（lhag）を有する語」
である．シトゥはここで lhag bcasの語義解釈を与えている．

83現代のラサ方言の発音では頭字の Zo- s-は発音されない（<K co steは /tē/と発音される）ため，例えば L<KIo
Fco bstan te「～を教えて」という正規形の代わりに *L<KIo<K co bstan steという表現を作ったとしても，発音上
の困難は発生しない．おそらくシトゥの時代・地域では，例えば現代のアムド方言のように（<K co steは/hte/
と発音される）何らかの仕方で頭字 Zo- s-が発音されるため，L<KIo<K co bstan steは発音上の困難を引き起こす
のであろう．
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前の -Zo -sの音（/s/）と，<Kco steという文字に含まれる Zo s-の音（/s/）が一つに合わさってしまう
ため，別々のものとして認識されないからである84．それらで終わる単語の後では〔<Kco steの〕Zo
s-が消去されて〔頭字を〕持たない Fco teのみが結合される．これが本書の意図する所であること
は意味の上から成立する．

[221.215.5]

T@b<oUbWo<8q=oTH`T`oH<d=ZoJoH=on <lHo<A do)oT2F cWoMGbIoJVo<N=oLZn HcVoHco<^Ho9Z<oL>ZoWoT@b<oJVo
LXHoJn WoHdIo!=`o<?LZoZboHoMGVo6qo<k@dVoLo9KVoHoU`<o<`oMGVo<k @VoLVoV`<ZoJT`o0>`VoIo$cZoT@b<o<`o; ?Ho
JVoWo9KdZoJT`o9Z<oL>Zo;=`o<^Hn <K cn Fcn Hcn <ZbMo6qoT!̂VoLoU`IoIdn n

〔接続助詞の〕適用領域に関して本書（『三十頌』）の考えと『言語の門』およびその自註〔の考え〕
は一致すると思われるので，同書（『言語の門』）で Hco de助詞は接続〔の意味を表す〕ために適用
されると説示されることや85，la don助詞の場合に -Ho -dで終わる単語の直後に 6 qo duが結合され

ることを考慮するならば，-Ho -dで終わる単語の直後に〔Hco de助詞が〕結合されるというのが理に
叶っている．以上のことから，後置字の違いを考慮〔して適用されるべき〕接続助詞は <K co ste，Fco
te，Hco deの三つとなる．

[221.215.6]

<d=o6qo<RdZoJT`oWoH=oT?HoT!̂Vo!=`oIZoH<o9Z<oL>ZoWoT@b<oJoI`n $cZoT@b<o<`o; ?HoJVoWoM`o9KdZoJT`o
0>`VoK DHoV=oHL=o>Io6qoXcZoJVo1>Tdn n

上述の Wo laや後述の IZo nasが接続の〔意味を表す〕ために使用される際には後置字の違いに依
存しないので，それらは独立助詞であると理解するべきである．

[221.215.7]

HcZoIo<K coWoZd<ZoJo<ZbMoM`=oO T<o>`oV`<ZoJT`oMGVo@`o9KVo<k@dVoLT`oHJcVoL$dHoJT=on LR<o<Kcn 1̂=o<Kcn
L:Lo<Kcn WMo<Kcn 1>o<K cn ; ?dHo;=`o<Kcn M6qIo6qo<K cn U`IoFcn T!̂VoFcn <ZWoFcn LbMoJVoFcn L<KIHo
<Kcn !̂VHoFcn LZWHoFcn 1>ZoFcn L<^ +LZoFcn HcoU`ZoFcn UdHoHcn LXHoHcn WoZd<ZoJo'MZoFco

%d<ZoZVoLVoSHoHdn n

それゆえ，<K co steなどの三つを単語または文のいずれかの後に結びつける仕方を示す用例は以下の
ものである．LR<o<K co bzhag ste「置いて」，1̂=o<Kco byung ste「発生して」，L:Lo<K co bkab ste「覆い被せ
て」，WMo<Kco lam ste「道であって」，1 >o<Kco bya ste「鳥であって」，;?dHo;= `o<Kco khyod kyi ste「君のもので
あって」，M6 qIo6qo<K co mdun du ste「前に，であって」，U`IoFco yin te「～であり」，T!̂VoFco ’gyur te「～

84正規形の <IZoFco gnas te「～に住して」の代わりに*<IZo<K co gnas steという表現を想定すると，そこで
の <K co steの使用は合目的性を持たない．なぜなら実際の発音においては <IZo gnasに含まれる後置字 -Zo -s
の音と，<K co steに含まれる頭字 Zo s-の音（直前の脚註を参照）が重なるため，聞き手にはその二つの /s/が
別々のものとして識別されないからである．ここでも前註に示したような問題が見受けられる．現代のラ
サ方言では後置字 -Zo -sは発音されず，母音のウムラウト化と声門閉鎖音の追加をもたらすので <IZo gnas
は/nǟ’/と読まれ，現代のアムド方言でも同様に後置字 -Zo -sは発音されず，<IZo gnasは/hne/と読まれるが，
シトゥは後置字-Zo -sが/s/と発音されるという前提のもとで以上の議論を行なっているようである．シトゥ
の時代・地域では実際にそのように発音されていたか，もしくは彼が理想と考える発音体系では後置字-Zo
-sも/s/と発音されるべきであると考えられるのであろう．

85VMĀ D 280a5f.: de zhes bya ba’i tshig gi don || tha snyad dngos dang dus ’jug gsum || ’das dang rnam grangs
gzhan can dang || lhag ma dag dang bcas pa’o ||（「deという語の指示対象は〔既述の〕表現，事物，時の三つ
である．〔第一のものは〕過去のもの，他の事例，接続を表す．」）
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になって」，<ZWoFco gsal te「明瞭であって」，LbMoJVoFco bum par te「壺に，であり」，L<KIHo<Kco bstand
ste「示して」，!̂VHoFco gyurd te「～になっており」，LZWHoFco bsald te「排除して」，1>ZoFco byas te「実
行して」，L<^ +LZoFco bsgrubs te「実現して」，HcoU`ZoFco de yis te「それによって，であり」，UdHoHco yod

de「～があり」，LXHoHco bshad de「説示して」．これらは非常に理解し易い．

[221.215.7]

<lHo<AdoWZn

<KcoI`o9Z<oMoUdHoJo<Kcn nMOMZo<k @dVoLoH=oHMoL>ToH=on n
<RIoTHIcIoJoH=o<ZbMo6qoTHdHn n1>cHoH=o1>oLT=oU=oIoI`n n
1>oLoA`Ho6qo<k@dVoLo<=on nO T<o<A`ZoV`MoMMo6qZo<>`<o5[n n
<k@dVoLVo1>cHoJoMOMZo<k@dVoU`In n<=oR`<o<`ZoI`oNoMoWn n
<ZWoLVo1>cHoJoHMoL>ToLn n9Z<oMoUdHoNMo<KdIoT!̂VoR`=on n
HcoWZo<RIo! ^Vo<RIoTHIcIoJTdn n

RcZoT1̂=oLoI`oO T<oHdIo9Z<oMoTH IcIoObWo!=`oHdIo!=`oH1>coLoLXHoJoU`IoR`=on KWo?cVoWc<ZoLXHo6qT=oT6q<o
JZoTH`Vo<RdZoIn <KcoWoZd<ZoJoHco'MZo9Z<oMoTH IcIoObWo!=`o<AdoIZoH1>coIo<ZbMo6qoT!̂VoFcn MOMZo<k@dVo
H=on HMoL>ToH=on <RIoTHIcIoIdn n

『言語の門』に現れる

「<Kco steは〈残余の存在〉を表し，〈連結〉と〈断定〉と〈他の導入〉の三つを意味すると認め
られる．段階的に起こる実現手段と実現対象を結合するもの，段階的に起こる二つの実現対
象を結合するもの，同時的な二つの実現対象を結合するもの，これらが〈連結〉である．先
行の事柄を明示するものが〈断定〉である．それ以外のもので残余の存在のみを表示するも
のが〈その他の導入〉である．」86

という文言は，残余の表現および残余の意味内容を導入する様式の内で，意味内容〔の導入〕に
関わる区分を説き明かしたものである．これも概ね妥当な説明であるので，詳しく説明すると以
下の通りである．その <Kco steなどを，残余導入様式の観点から区分すると三種に分かれる．すなわ
ち，[1]〈連結〉，[2]〈断定〔に後続する要素の導入〕〉，[3]〈その他の導入〉である．

[221.215.71]

H=oJdoWn O T<oNoMo1>cHoJoH=o0>`oMo1>oLVo<k@dVoLZoTH IcIo1>cHoH=oTH IcIo1>o6qZoV`MoJVoT@b<oJoR`<oH=on
No0>`o<A`Zo:o1>oLVo<k@dVoR`=o6qZoV`Mo!=`ZoT@b<oJoR`<oH=on HcoA`HoWo6qZoNo0 >`oMcHoJoR`<o<Kco<ZbMoT1̂=oLT`n
NoMoI`n MHToTK=ZoFcoKd< n9ZoL<^+LZoFco2 )Ln 9KoLboH=on <A`ZoJoI`n 9ZoM?dHoHcoWZo1>n 0><o

TOWoFcoLXHn 9KoLboH=on 0>`oMoI`n TPbMoHMbWoFcoMH=Zo0̂=on TKVoFcoT2F dn O U<o<^HoH=oL>ZoFco
TLVn 9KoLbo<KcoHco'MZoI`oIZoH=o>`=oZd<Zo;=`oKDHoH=oU=oT@b<oJoMGbIoIdn n

第一のもの（連結）には三つある．[1-1]実現手段（byed pa）を表す単語を先行要素とし，実現さ
れるべき事柄（bya ba）を表す単語を後続要素として結合することにより，導入要素と被導入要素
が段階的に発生することを〔表す用法〕，[1-2]先行要素と後続要素の両者を共に実現されるべき事
柄として結合し，それらが段階的に発生することを〔表す用法〕，[1-3]まさにその両者が同時的に

86VMĀ D 280b3ff.からの引用．
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発生することを〔表す用法〕という三つのものがある．[1-1]第一のものは MHToTK=ZoFcoKd<o mda’
’phangs te phog「矢を射ると命中した」，9ZoL<^+LZoFco2)Lo lha bsgrubs te grub「神を念想したら〔願

い事が〕成就した」などである87．第二のものは 9ZoM?dHoHcoWZo1>o lha mchod de las bya「神を供養し
てから仕事をしよう」，0 ><oTOWoFcoLXHo phyag ’tshal te bshad「敬礼してから講説をしよう」など
である88．第三のものは TPbMoHMbWoFcoMH=Zo0̂=o ’dzum dmul te mdangs phyung「微笑みながら目を

見開いた」89，TKVoFcoT2F do ’phar te ’gro「飛んで行く」，O U<o<^ HoH=oL>ZoFcoTLVo tsheg sgra dang bcas te
’bar「パチパチという音を立てて燃える」などである90．それら〔の用法〕は IZo nas助詞や >`=o
cing助詞などの用法とも一致する．

[221.215.72]

HMoL>ToRcZoJoI`oO T<oNoMoHMoL>ZoJoHcT`o<ZWo1>cHoHMo<^+Lo1>cHo6qoO T<o0>`oMoTH IcIoJo<Kcn HcT=oH1>coLo

THIcIoJoH=on <FIoOT<ZoTH IcIoJoH=on =cZoO T<oTH IcIoJoH=on ,@ZoLXHoTH IcIoJoZd<ZoI=o<ZcZoM=o
JdVoT!̂VoVdn nHJcVoIn H=dZoJdoI`o<ZbMo<Kcn LcMoJdoH=oXcZoJoH=o9MIoM`IoT6 qo1>cHoHdn n%<oJoU`IoFcn
UdHoJo<=oR`<oT6qZo1>ZoMoU`IoJT`o0>`Vn Z=Zo,@ZoFcoMoV`<oJT`o<A`HoZ=ZoJoH=oXcZo1>oWoL Vdo2F dZo,@Zo
JTdn nLZVLoJo1 qIo!=`o<R`oTP TIo>`=on nRcZo<Zb=ZoFcn LZ VLoJoI`o9Z<oJoObWo; D`MZoH=o9Z<oJoZcMZoH=o
9Z<oJoXcZoVLo;=`oLZ VLoJo<ZbMo6qoI=oJoWo2F<ZoJoH=on 0>`oVdWoJoWT=oO=ZoJVo\@dHoJT`oL%ZWo8 q<Zo;=`o

LZVLoJoM=o6qoT1̂=oLZn RcZoZd<ZoV`MoJVo<k@VoLVo1>Tdn n

〈断定〉とは，断定された先行表現の内容を明らかにするために，あるいはそれを論証するために
後続表現を導入することである．さらに，それは〈分類項目の導入〉，〈論拠の導入〉，〈語義解釈の
導入〉，〈詳説の導入〉などの多くの下位項目からなる．順序に従って例示すると，［分類項目の導
入］H=dZoJdoI`o<ZbMo<Kcn LcMoJdoH=oXcZoJoH=o9MIoM`IoT6qo1 >cHoHdn n dngos po ni gsum ste | bem po dang shes
pa dang ldan min ’du byed do ||「効果的存在は三つある．すなわち，物質と認識と心不相応行であ
る」，［論拠の導入］%<oJoU`IoFcn UdHoJo<=oR`<oT6 qZo1 >ZoMoU`IoJT`o0>`Vn rtag pa yin te | yod pa gang zhig
’dus byas ma yin pa’i phyir |「それは恒常的なものである．存在し，かつ原因によって形成されな
いもの（無為）であるゆえに」，［語義解釈の導入］Z=Zo,@ZoFcoMoV`<oJT`o<A`HoZ=ZoJoH=oXcZo1 >oWoLVdo2FdZo
,@ZoJTdn n sangs rgyas te ma rig pa’i gnyid sangs pa dang shes bya la blo gros rgyas pa’o ||「かの者を仏
陀（sangs rgyas）という．すなわち，無明という眠りから目覚め（sangs）知られるべき対象に対
して智慧が広がっている（rgyas）者である」，［詳説の導入］LZ VLoJo1 qIo! =`o<R`oTP TIo>`=on nRcZo<Zb=Zo
Fcn LZ VLoJoI`o9Z<oJoObWo; D`MZoH=o9Z<oJoZcMZoH=o9Z<oJoXcZoVLo;= `oLZ VLoJo<ZbMo6qoI=oJoWo2F<ZoJoH=on 0>`o

87第一の例文では「矢を射る行為」（mda’ ’phangs pa）が実現手段であり，「矢の命中」（mda’ phog pa）が
実現されるべき事柄である．第二の例文では「神を念想する行為」（lha bsgrubs pa）が実現手段であり，「成
就」（grub pa）が実現されるべき事柄である．いずれの例文においても先行要素（＝導入要素）と後続要素
（＝被導入要素）の段階的発生が接続助詞 Fco teによって表されている．

88第一の例文では「神への供養」（lha mchod pa）と「仕事の実行」（las byed pa）が共に実現されるべき
事柄であり，第二の例文では「敬礼」（phyag ’tshal ba）と「講説」（bshad pa）が共に実現されるべき事柄で
ある．いずれの例文においても先行要素（＝導入要素）と後続要素（＝被導入要素）の段階的発生が接続助
詞によって表されている．

89mdangs phyungは文字通りには「輝きを発している」を意味するが，『アヴァダーナ・シャタカ』の用
例に基づいて「目を見開いた」（utphulladr

˚
s.t.i = mdangs phyung）と理解した（Negi 1993–2005, s.v. mdangs

phyung）．
90第一の例文では「微笑む行為」（’dzum dmul ba）と「目を見開く行為」（mdangs phyung ba）が共に実現

されるべき事柄であり，第二の例文では「飛ぶ行為」（’phar ba）と「行く行為」（’gro ba）が共に実現され
るべき事柄であり，第三の例文では「パチパチという音を立てる行為」（tsheg sgra dang bcas pa）と「燃え
る行為」（’bar ba）が共に実現されるべき事柄である．いずれの例文においても先行要素（＝導入要素）と
後続要素（＝被導入要素）の同時的発生が接続助詞によって表されている．
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VdWoJoWT=oO=ZoJVo\@dHoJT`oL%ZWo8 q<Zo;= `oLZ VLoJoM=o6 qoT1̂=oLZn bslab pa kun gyi gzhi ’dzin cing || zhes
gsungs te | bslab pa ni lhag pa tshul khrims dang lhag pa sems dang lhag pa shes rab kyi bslab pa gsum
du nang pa la grags pa dang | phyi rol pa la’ang tshangs par spyod pa’i brtul zhugs kyi bslab pa mang du
’byung bas |「あらゆる学処の礎を理解し，と説かれる．学処とは増上戒学・増上心学・増上慧学
の三学として仏教徒の間で広く知られるものである．異教徒にも梵行という律儀の学処が多く存
在するので…」などである．このように〔接続助詞を〕適用するべきである．

[221.215.73]

<RIoTH IcIoI`oMOMZo<k @dVoH=oHMoL>To<A`ZoZboM`o<Fd<ZoJT`o9Z<oMoUdHoJoNMo<KdIoJT`o<^Ho<RIo'MZoFcn
XVo!=`o0>d<ZoIoHL=oJdo<Kcn n9ZdoU`o0>d<ZoIoT?`oLH<o<d n; ?dHoI`oHJWoFco;?dHoI`oM<dIn n9KoLbo'MZoZdn n

〈その他の導入〉とは〈連結〉と〈断定〉の二者のいずれにも属さず，残余の存在のみを表示する
その他の〔接続の〕語である．XVo! =`o0 >d<ZoIoHL=oJdo<K cn n9ZdoU`o0>d<ZoIoT?`oLH<o<d n shar gyi phyogs na
dbang po ste || lho yi phyogs na ’chi bdag go ||「東方にはインドラ神がおり，南方には死神ヤマがい
る」，;?dHoI`oHJWoFco;?dHoI`oM<dIn n khyod ni dpal te khyod ni mgon ||「御身は誉れある者であり，御身は
導き手である」などのようにである．

[221.215.8]

<?LZoTH`VoT2F cWo1 >cHo;o>`<o<`Zn 9Z<oL>Zo;=`o<^Ho<Kco;doIVoTHdHoJoI`oM`oTGHoHcn <d=o<RdZo9KVo$cZoT@b<o
T<ToR`<oWo<Kco<k@VoLo1 Vd<oH:ToLT`o<\ @dIoH=on HcoU`<o9Z<oL>Zo;=`oHdIo>IoT@b<oJT`o<?LZoM`oT1̂=oLT`o<\@dIo
H=on N dIo!=`o2 Vc<ZoLMoH<oJo'MZoWoUd=ZoZbo2F<ZoJoH=oT<WoLT`o<\@dIoU=oUdHoJT`o0>`VoVdn n

この論題に関して，ある註釈者が接続助詞は <K co steのみであると主張しているのは正しくない．な
ぜなら，上でも述べたようにある後置字に <Kco steを結合すると発音が困難となるという過失があ
り91，Hco助詞は〈接続〉の意味を持つ助詞として全く使用されない〔ことになる〕という過失があ
り，広く知られる昔の正統なる文書〔に現れる用例〕との矛盾という過失があるからである．

[221.216]

[221.216.1]

6,<oJoT1>cHo<MYHoI`n

$cZoT@b<oU`o<coL>boJdoWn n6,<oJo<k@VoIoT1>cHo<M YHoU`In n

RcZoJZoL<KIoFcn

第六「選択詞（区分・集約）」が以下の詩節によって教示されている．

十の後置字に第六〔の後置字 -Mo -m〕を結合するならば〔それは〕区分・集約〔を表す選択
詞〕である92．[15d–16a]

[221.216.2]

$cZoT@b<o<`oU`o<coL>boJdoHco'MZoWoHcoA`Ho;=`o6,<oJoMoU`<o<k@VoLZn <Mn =Mn HMn IMn LMn

91221.215.4を参照．
92稲葉 (1986: 337)は「十添後字に第六（Mo）が結合せられるならば「開攝」である」と訳す．
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MMn TMn VMn WMn ZMn 'MZoZbo2 )LoJoHcoH<oH=on NoMo'MZo;= `oV`<ZoJZoHdIo!=`ZoGdLoJT`n
FMn L>ZoL>bo<>`<oJdo'MZoI`n O T<oHdIoZdoZdVoT1 >cHoJTMo0>d<Zo<>`<o5[o<MYHoJT`o<^HVoT@b<oJoU`Io

Idn nRcZoZdn n

かの十の後置字にまさにその〔後置字群の〕中の第六の文字である -Mo -mを結合することによっ
て〔それらの文字群は〕<Mo gam，=Mo ngam，HMo dam，IMo nam，LMo bam，MMo mam，TMo ’am，
VMo ram，WMo lam，ZMo samという形で成立し，さらにそこに，上述の論理によって意味の上から
得られる FMo tamを加えた計十一のものは，表現または意味内容を別々に区分する語として，ある
いは表現または意味内容を一つに集約する語として使用される．以上が詩節の意味である．

[221.216.3]

Hco'MZoM`=oO T<o<=o<`oMGVoU=oVb=oZVVoL<MYT`o<?LZoH=oMOb=ZoJVo\@`VoLF=o$cZoT@b<oZdoZdVoV=oV=oWo

MoU`<o<k@VoLoA`HoT@b<oJoMGbIoJoU`IoU=on HM`<ZoLZWoHoH I<o>Io'MZo;=`oMGVoFMoU`<o<k@dVoFcn Hco
H<oV`MoJZoHJcVoL$dHoIn %<o<Mn MGd=o=Mn UdHoHMn U`IoIMn <^+LoLMn <A dMoMMn V`<Zo

;=`oLbTMn TH`oA`Ho6 qTMn <ZcVoVMn MOWoWMn 1>ZoZMn ; ?dHo;=`ZoZMn TP TIHoFMn !̂VHoFMn
TOWHoFMn Zd<ZoZdn n

それらが単語の後に使用される場合と，文の後に使用される場合のいずれにおいても，一般的には
それぞれの後置字の後に，それと一致する〔文字〕に -Mo -mという文字を結合したものが等しく
使用される，例外的に再後置字 -Ho -dを有する単語の後には FMo tamという文字が結合される．完
結助詞の場合と同様である．それらを順に例示すると %<o<Mo rtag gam「恒常的であるか」93，MGd=o
=Mo mthong ngam「目撃したか」，UdHoHMo yod dam「存在するか」，U`IoIMo yin nam「～であるか」，
<^ +LoLMo sgrub bam「達成するか」，<AdMoMMo sgom mam「修習するか」，V`<Zo;= `oLbTMo rigs kyi bu’am

「善男子または…」，TH`oA`Ho6qTMo ’di nyid du’am「まさにここで，もしくは…」，<ZcVoVMo gser ram
「金または…」，MOWoWMo mtshal lam「朱色または…」，1>ZoZMo byas sam「実行したか」，; ?dHo;= `ZoZMo
khyod kyis sam「君または…が～」，TPTIHoFMo ’dzind tam「理解しているか」，! ^VHoFMo gyurd tam
「～になったか」，TOWHoFMo ’tshald tam「懇願するか／知っているか」などとなる．

[221.216.4]

HcoH<oHdIoWo@`o9KVo<k@dVoLT`oObWoU=on H1>co<R`o<>`<oWZo1>coL D<o<A`ZoZMoM=oJdVoT1>cHoJn ?dZoI`o<A`Zo
Fcn T6qZo1 >ZoZMn T6qZoMo1 >ZoZdn n Kb=oJdoI`oso<Kcn <Sb<ZoZMn O VVoLTMn T6qoXcZoZMn T6qo
1>cHoHMn 'MoJVoXcZoJT`oKb=oJdTdn 9KoLboH=on O T<oHdIo<A`ZoZMoM=oJdoHdIo<>`<o5[o<M YHoJn T6qZo

1>ZoZMoT6qZoMo1 >ZoI`o?dZoZdn n<Sb<ZoZMoO VVoLTMoT6 qoXcZoZMoT6qo1>cHoHMo'MoJVoXcZoJoI`oKb=oJdTdn n
9KoLbo,@o?cVoXcZoJVo1>Tdn n

さらに，それらを意味的にどのように結合するかと言えば，次の通りである．一つの被分類項目を
二つあるいはそれ以上の特殊項目に分類するものがある．例：?dZoI`o<A`ZoFcn T6 qZo1>ZoZMn T6 qZo
Mo1 >ZoZdn n chos ni gnyis te | ’dus byas sam | ’dus ma byas so ||「法には二種ある．すなわち，有為法と
無為法とがある」，Kb=oJdoI`oso<K cn <Sb<ZoZMn O VVoLTMn T6qoXcZoZMn T6 qo1 >cHoHMn 'MoJVoXcZoJT`o
Kb=oJdTdn n phung po ni lnga ste | gzugs sam | tshor ba’am | ’du shes sam | ’du byed dam | rnam par shes
pa’i phung po’o ||「蘊には五種ある．すなわち，色蘊，受蘊，想蘊，行蘊，識蘊である」など．ま

93後述されるように（221.216.5），シトゥは疑問文を形成する終助詞 <Mo gam等も〈区分〉を表す選択詞
の一種とみなしている．
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た，二つあるいはそれ以上の言葉または意味内容を一つに集約するものがある．例：T6 qZo1>ZoZMo
T6qZoMo1 >ZoI`o?dZoZdn n「有為と無為は法である」，<Sb<ZoZMoO VVoLTMoT6qoXcZoZMoT6qo1>cHoHMo'MoJVoXcZo
JoI`oKb=oJdTdn n ’dus byas sam ’dus ma byas ni chos so ||「有為法もしくは無為法が法である」，<Sb<Zo
ZMoO VVoLTMoT6q oXcZoZMoT6 q o1>cHoHMo'MoJVoXcZoJoI`oKb=oJdTdn n gzugs sam tshor ba’am ’du shes sam ’du
byed dam rnam par shes pa ni phung po’o ||「色蘊，受蘊，想蘊，行蘊，識蘊は蘊である」など．以
上のように広く知るべきである．

[221.216.5]

T@`<o%cIoMGToH=o9MIoIMoM`o9MIn %<o<MoM`o%< n9KoLboH I`oLoH=oGcoO VMo!=`oO T<o>Io'MZo;==oHdIo!=`o; ?Ho
JVoL%<o>`=oT1>cHoJT`oHdIo>IoU`IoJZn HcoTHIT`oTMoWoZd<ZoJT`o<^HT=oT1>cHoJT`o<^HoA`Ho6qo=cZoZdn n

T@`<o% cIoMGToH=o9MIoIMoM`o9MIo ’jig rten mtha’ dang ldan nam mi ldan「世界に終わりはあるのか，そ
れともないのか」のような疑問を表す語を含む表現や， %<o<MoM`o%<o rtag gam mi rtag「恒常的で
あるか，それとも非恒常的であるか」のような疑惑を表す語を有する表現もまた，意味上の相違
について吟味して区別を与えるためのものであるので，そのような場合の TMo ’amなどの語も〈区
分〉を表す語として確定される．

[221.216.6]

;o>`<o<?LZoTH`VoU=on $cZoT@b<oHoLoZo'MZo;=`o$cZoZboFMoT@b<oJVoTHdHo;==o%<ZoMOb=ZoTH IcIoJT`o
V`<ZoT2FcoGWo?cZoJVoSHoHdn n

ある者はこの場合にも，後置字 -Ho -d，-Lo -b，-Zo -sで終わる単語の後に FMo tamが使用されると主
張しているが，性の一致に基づく導入という論理を適正な範囲を超えて適用しているに過ぎない．

[221.217]

L6qIoJoT1̂=o;b=ZoWn H=dZoH=on HcoH<Vo<MYHoWoT@b<oJT`oObWn MoLXHoJo;o<?d=oR`=oTHdHoJo<RIo

Wo>b=oSHoH/>HoJo<Kco<ZbMn

第七「奪格助詞」に関して三点ある．[221.217.1]本論，[221.217.2]それが〈区分〉と〈境界設定〉
の意味を表すためにどのように使用されるか，[221.217.3]明示されていない事項の補足と他説に
関する若干の考察．

[221.217.1]

[221.217.11]

H=oJdoI`n

$cZoT@b<oU`o<coL>boJdoU`n nLR`oJoH2 qoJoWoL>boJn n
<k@VoLoT1̂=o;b=ZoZoU`IoFcn n

RcZoJZoL<KIoWn

第一（本論）は以下の詩節によって教示されている．

十の後置字の第四（Io）および第九（Wo）に第十〔の後置字〕（-Zo）を結合したもの（IZoお
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よび WZo）が奪格助詞であり…94．[16bcd]

[221.217.12]

$cZoT@b<oU`o<coL>boJdoHcT`oLR`oJoIoH=oH2qoJoWo<A`ZoWoZdoZdVoL>boJoZoU`<o<k@VoLZn IZn WZn RcZo
2 )LoJoI`o?dZo<=oWZo<=oR`<oL DWoLTMo1̂=oLo<KdIoJT`oHdIo6qoMOb=ZoJVoT@b<oJZo<8q=o<RIo6qo'MoH1>co
soJoRcZoLXHoJoT1̂=o;b=Zo;=`oZoU`IoIdn nRcZoZdn nFcoRcZoJT`oO T<o9Z<oMoTH IcIoJT`oHdIoFdn n

先述の十の後置字の第四 Io naおよび第九 Wo laの二者の後に，それぞれに第十〔の後置字〕-Zo -s
を結合することにより IZo nasおよび WZo lasという〔文字群〕が成立する．それらは〈あるもの x
からの別のもの yの分離〉や〈あるもの xからの別のもの yの発生〉を表示するために共通に使用
されるので，他の論書では「第五格接辞」として説明される．すなわち〈発生源〉（’byung khungs）
〔という意味表示〕の拠り所〔となる語〕である．以上が詩節の意味である．Fco teという語は残余
の導入を意味する95．

[221.217.13]

HcoH<oK DHoV=oHL=o>IoU`IoJZo<k@dVoObWo$cZoT@b<o<`o; ?HoJVoWoM`o9KdZoJVoM`=oMGT`o$cZoT@b<oGMZo>Ho
;=`oMGVo>`oV`<ZoJVo<k@VoLVo1>Tdn n

それらは独立助詞であるので，その結合法については〔直前の語末の〕後置字の違いが考慮され
ることはなく，全ての語末の後置字の直後に任意に結合されるべきである．

[221.217.14]

T1̂=o;b=Zo;=`oHdIoWo@`o9KVoT@b<oJoI`oHJcVoIn Z=Zo,@ZoWZo?dZo?dZoWZoTK<ZoJT`oO V<Zn nO V<ZoWZo
<F`=oJdoUcoXcZo;MZoGdLoMGVn nRcZoH=on <ZcVo;oIZo<ZcVn ,@oMO VoIZoIdVoLbn LoWZoTdoMn M;Zo
JoWZoV`<oJn 9KoLboH=on

〈発生源〉の意味での使用法については，例えば Z=Zo,@ZoWZo?dZo?dZoWZoTK<ZoJT`oO V<Zn nO V<ZoWZo
<F`=oJdoUcoXcZo;MZoGdLoMGVn n sangs rgyas las chos chos las ’phags pa’i tshogs || tshogs las snying po ye
shes khams thob mthar ||「仏陀から法が生まれ，法から聖者衆が生まれる．聖者衆から智慧の根源
という真髄を得た後に…」，<ZcVo;oIZo<ZcVo gser kha nas gser「金鉱から金が〔生まれる〕」，,@oMO Vo
IZoIdVoLbo rgya mtsho nas nor bu「海から宝石〔が生まれる〕」，LoWZoTdoMo ba las ’o ma「牝牛から乳
〔が出る〕」，M;ZoJoWZoV`<oJo mkhas pa las rig pa「賢者から学問を〔習得する〕」など〔の例で理解
するべきである〕．

[221.217.15]

T1̂=o;b=ZoH=dZoMoU`IoU=o<?LZoHcVoHcoWZo1̂=oLZoT1̂=o;b=ZoH=oTH IoLn %oWZo9ZZ=on V`oWZo9Z Z=on

<?ZoIZoLLZn XVo0 >d<ZoIZoTdHo<N=o9KoLbo'MZoZboXcZoJVo1>Tdn n

本来の意味での〈発生源〉ではないが，ある条件の下でそこから発生するゆえに〈発生源〉に類似
するものは，%oWZo9ZZ=o rta las lhung「馬から落下する」，V`oWZo9Z Z=o ri las lhung「山から落下する」，

94稲葉 (1986: 338)は「十添後字の第四（Io）と第九（Wo）とに〔それぞれ〕第十（Zo）が結合せられたも
のは「助辭」のあり方であって，」と訳す．

95第 16詩節 d句末尾の Fco te助詞は，第 17詩節 a句への接続の働きを持つ．
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<?ZoIZoLLZo skas nas babs「梯子を降りる」，XVo0>d<ZoIZoTdHo<N=o shar phyogs nas ’od snang「東方か
ら光が現れる」などの例で理解するべきである96．

[221.217.16]

U=o6qoLoWZoMcVoXcZn ?bo<\@VoWZo?bVoXcZn <\@coR`=oT@`<oJoWZoH=dZoJdVo%d<Zn 9KoLboWZo;=`o<^Ho;doIo,!o

MOIoWoT@b<oJoUdHo;==on McVoXcZoJoZd<Zo,!oMOIo>IoHco6qoLoMGd=oLoZd<Zo;=`o,!oMOIoWZo1̂=oLT`o0>`Vo

T1̂=o;b=ZoH=oTHIoLT`o'MoH1>cosoLoA`HoHdn n

さらに，6q oLoWZoMcVoXcZo du ba las mer shes「煙によって火があると知る」，?bo<\ @VoWZo?bVoXcZo chu

skyar las chur shes「鷺によって水があると知る」，<\@coR`=oT@`<oJoWZoH=dZoJdVo% d<Zo skye zhing ’jig pa
las dngos por rtogs「発生と消滅によって実在であると知る」などのように，WZo las助詞のみにつ
いては〈原因・理由〉の意味を表すために使用されることがある．しかし，その原因・理由と関
係している「火の認識」などは「煙の知覚」などという原因・理由から発生しているのであるか
ら，〔それらの例に現れる WZo las助詞を伴った要素は〕〈発生源〉に類似する〔意味を持つ〕第五
格に他ならない．

[221.217.2]

[221.217.21]

<A`ZoJoI`n

H<VoH=o<MYHoJT=oHcoLR`IoU`In n

RcZoJZoL<KIoFcn

第二（それが〈区分〉と〈境界設定〉の意味を表すためにどのように使用されるか）は以下の詩節
によって教示されている．

〈区分〉と〈境界設定〉もそれと同様である97．[17a]

[221.217.22]

LXHoMoG<oJT`oWZoIZo;=` o<^HoHcoH<oT1 ^=o;b=Zo;doIVoMoSHn 'MoH1 >c o<k@Vo<R`oHcoWZoV`<ZoH=o1 >oLo
UdIoFIo'MZo;=`o; ?HoJVo<=oU=oVb=oLoWd<ZoZboH<VoLT`oHdIoWT=oT@b<o>`=on HcoWZoIZo;=`o<^Ho<>`<oJbo
I`oUbWoH=o6qZoH=oH=dZoJdoWoZd<ZoJoMOMZoTP TIo>`=o<MYHoJT`oHdIo6qT=oHcoLR`Io6qoT@b<oJoU`IoIdn nRcZo

JTdn n

直前に説明されたその WZo lasおよび IZo nasという助詞は〈発生源〉のみならず〈区分〉の意味
でも使用される．すなわち，当該の格助詞の適用先となっているものからの〈区分〉であり，種
（rigs, *jāti），行為（bya ba, *kriyā），属性（yon tan, *gun. a）のいずれかの限定要素による〈区分〉で
ある．さらに，それらの内，IZo nas助詞に限って言えば，空間・時間・事物などの〈分岐点設定〉
や〈境界設定〉〔の意味を表す〕ためにも，それと同様に使用される．以上が詩節の意味である．

96サンスクリット文法学では奪格の基本的な意味は〈起点〉（apādāna）であるため，むしろここに挙げら
れる「馬から落下する」などが標準的な奪格の用例であることになるが，チベット文法学で広く用いられ
る’byung khungsという用語は〈発生源〉を意味するため，ここに見られるような逆転現象が生じている．

97稲葉 (1986: 339)は「「比較選擇」と「攝約」と〔の義〕もまた同様である」と訳す．
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[221.217.23]

HcoH<oH1>coLoH=oL>ZoFcoHJcVoL$ dHoIn V`<ZoH=o1>oLoUdIoFIo'MZo;=`o; ?HoJVo!=`Zo<R`o<>`<oWZoH<Vo
LoI`n M`TMo>`oWZoH I`oSoGoHHoHdn nLXcZo<AcIo=IoJoWoL1 qVo<K`o1>cHoJoWZo9ZoM?dHoJoA`HoWc<Zn U=o
ZdZoWZoG`<oI<oJo<MY<oLNWo?cn 9Zo?cIoJdoWZoLHcoLVo<Xc<ZoJoUdIoFIo6qoMZoTK<ZoZdn nRcZoJo9KoLbo

<KcoTH`oTH IT`oV`<ZoWoWZo;=`o<^ HoA`HoT@b<o<d n

それらを分類と共に例示すると次の通りである．種，行為，属性という限定要素に基づく，ある
一つの被限定要素からの〈区分〉を示すものとして，例えば M`TMo>`oWZoH I`oSoGoHHoHdo mi’am ci las dri
za tha dad do「ガンダルヴァ（gandharva）はキンナラ（kiṁnara）とは別の者である」98，LXcZo<AcIo
=IoJoWoL1qVo<K`o1 >cHoJoWZo9ZoM?dHoJoA`HoWc<Zo bshes gnyen ngan pa la bkur sti byed pa las lha mchod pa

nyid legs「悪い教師に仕えるくらいなら神々を供養する方がましである」99，U=oZdZoWZoG`<oI<oJo
<M Y<oLNWo?co yang sos las thig nag pa sdug bsngal che「等活地獄よりも黒縄地獄の方がより苦しい所

である」100，9Zo?cIoJdoWZoLHcoLVo<Xc<ZoJoUdIoFIo6qoMZoTK<ZoZdo lha chen po las bde bar gshegs pa yon
tan du mas ’phags so「善逝は多くの功徳の点でマヘーシュヴァラ（大自在天）にまさっている」101

といった例がある．このような類いのものについては WZo las助詞のみが使用される．

[221.217.24]

HcoLR`Io6qo<R`o<A`ZoZMoM=oJdoWZo;==oVb=on HcoH<o<`oI=oIZo0̂=oLo9KoLboMoU`IoJVoWd<ZoZboH<VoLo
NMo!=`oHdIoWT=oWZo;=`o<^HoA`HoT@b<o<Kcn %<oJoH=oH=dZoJdT`o?dZoWZoHcoLR`IoA`Ho<RIoIdn nSoLoH=oH<dHo
JoH=o<lHoLoH=oT2F doLoWoZd<ZoJo\@dHoWMoKWoLo'MZoWZoM?dHo%cIoWo0><oH=o<?dVoLo1>cHoJoWc<ZoZdn n;o
Hd<o'MZoWZoH:VoJdoA`HoMP UZoZdn n9KoLbTdn n

さらに，WZo las助詞のみについて言えば，二つまたはそれ以上の被限定要素からの〈区分〉——
それらの内からの発出ということではなく，それらから別個に取り出して区分けすること——の
意味を表すためにも使用される．例：%<oJoH=oH=dZoJdT`o?dZoWZoHcoLR`IoA`Ho<RIoIdo rtag pa dang dngos
po’i chos las de bzhin nyid gzhan no「真如は恒常的存在および効果的存在とは異なるものである」，
SoLoH=oH<dHoJoH=o<lHoLoH=oT2F doLoWoZd<ZoJo\@ dHoWMoKWoLo'MZoWZoM?dHo% cIoWo0><oH=o<?dVoLo1>cHoJoWc<Zo
Zdo za ba dang dgod pa dang smra ba dang ’gro ba la sogs pa spyod lam phal ba rnams las mchod rten la
phyag dang skor ba byed pa legs so「食べる，笑う，会話する，移動するなどの普通の行動よりも，
仏塔への礼拝や右繞の方が優れている」，;oHd<o'MZoWZoH:VoJdoA`HoMP UZoZdo kha dog rnams las dkar po
nyid mdzes so「諸々の色の中では白色こそが美しい」．

[221.217.25]

V`<ZoZd<Zo;= `o;?HoJVo!=`ZoO V<Zo;=`oI=oIZoT1>`IoJo9KoLbVoH<VoLoI`n M`o'MZo;=`oI=oIZo,@WoV`<ZoHJTn
<ZcVoH=bWo<A`Zo;=`oI=oIZo<ZcVo<d=o?cn V`<ZoLR`T`oI=oIZoHM=ZoV`<ZoHMIn Lo'MZo;=`oH;=`WoIZo
I<oMdoTdoMoM=on 1>oLo'MZo;=`oI=oIZoZ=Zo,@ZoL>dMo9MIoTHZoWoM?dHoJoI`oKbWo6qo1̂=oLTdn n9KoLbo<KcoTH`o
THIoWoIZoA`HoT@b<o<d n

98ガンダルヴァとキンナラは共に天界に住む天部の構成員である．当該の例文では，両者が異なった種
（rigs, *jāti）に属する天部であることが WZo las助詞の使用により示されている．

99「悪い教師への奉仕」と「神々への供養」という二つの行為（bya ba, *kriyā）の区分が WZo las助詞に
よって示されている．

100「苦しみの大きさ」という属性（yon tan, *gun. a）の点での区分が WZo las助詞によって示されている．
101「功徳の多さ」という属性（yon tan, *gun. a）の点での区分が WZo las助詞によって示されている．
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種などの限定要素に基づく，集合体の中から抽出するような形での〈区分〉は次のものである．例：
M`o'MZo;=`oI=oIZo,@WoV`<ZoHJTo mi rnams kyi nang nas rgyal rigs dpa’「人間の中で王族階級は勇猛で

ある」，<ZcVoH=bWo<A`Zo;= `oI=oIZo<ZcVo<d=o?co gser dngul gnyis kyi nang nas gser gong che「金と銀の
二つの内では金の方が高価である」，V`<ZoLR`T`oI=oIZoHM=ZoV`<ZoHMIo rigs bzhi’i nang nas dmangs
rigs dman「四つのヴァルナ（四姓）の中でシュードラ階級は下層に属する」，Lo'MZo;=`oH;= `WoIZoI<o
MdoTdoMoM=o ba rnams kyi dkyil nas nag mo ’o ma mang「牝牛の中で黒牛は多くの乳を出す」，1 >oLo'MZo
;= `oI=oIZoZ=Zo,@ZoL>dMo9MIoTHZoWoM?dHoJoI`oKbWo6qo1 ^=oLTdo bya ba rnams kyi nang nas sangs rgyas bcom
ldan ’das la mchod pa ni phul du byung ba’o「諸々の義務的行為の中でも仏世尊に対する供養は特別
にすぐれている」など．このような〔集合体の中からの抽出を表す〕場合には IZo nas助詞のみが
使用される．

[221.217.26]

IZo;= `o<^Ho<MYHoJoWoT@b<oJoI`n 9ZoZoIZo<R`Zo:o)UT`oLVn MIVoMcHoIZoZ D`Ho)UT`oLVn Hc=oIZoZ=oA`oMo

MoXVo!=`oLVn <Sb<ZoIZo'MoM;?cIo!=`oLVn <>`<oIZoL,@T`oLVn 9KoLbTdn n

IZo nas助詞は〈境界設定〉の意味を表すために使用される．例：9ZoZoIZo<R`Zo:o)UT`oLVo lha sa nas
gzhis ka rtse’i bar「ラサからシカツェまで」，MIVoMcHoIZoZD`Ho)UT`oLVo mnar med nas srid rtse’i bar「無
間地獄から有項まで」，Hc=oIZoZ=oA`oMoMoXVo!=`oLVo deng nas sang nyi ma ma shar gyi bar「今日から明
日太陽が昇るまで」，<Sb<ZoIZo'MoM; ?cIo!=`oLVo gzugs nas rnam mkhyen gyi bar「色から一切相智ま
で」，<>`<oIZoL,@T`oLVo gcig nas brgya’i bar「一から百まで」．

[221.217.27]

Hco9KVoH<Vo<MYHoWoT@b<oJT`o<^HoTH`o'MZo;==oTK DHo<RIoMoU`IoJVo'MoH1>c osoJT`oUIoW<oA`Ho6q oXcZo

H<dZoFcn H<VoLoI`o<=oWZoH<VoLT`o<R`oHcoWZo; ?HoJVo6qo1̂=oLo9KVo<N=oLoH=on <MYHoJoI`oGd<oMo<=o

IZoL)MZoJoHcoWZoL<MYo,!T`o<IZo<?LZoGMZo>Ho1̂=oLoH=oTH IoLT`o0>`VoT1̂=o;b=Zo;=`o'MoH1>co<k@VoLVo

<N=oLT`o0>`VoVdn n

ただし，以上のように〈区分〉と〈境界設定〉を表すために使用されるこれらの助詞（IZo nasお
よび WZo las）は，決して他の接辞ではなく，まさに第五格接辞の支分であると理解せねばならな
い．なぜなら，〈区分〉とは何らかの区分がなされる基盤があって，そこから（de las）区別された
ものとして発生している（byung ba）かのように現れる〔ものを表示する機能〕であり，また，〈境
界設定〉とはある起点から始まって，そこから（de las）境界設定されるべき一切の状況が発生し
ている（byung ba）かのような〔事態を表示する機能である〕ので，〈発生源〉を示す格として適
用されているように見えるからである．

[221.217.28]

TdoIoT1̂=o;b=ZoA`Ho<RdZoJZo?d<o<do<FMoIn T1̂=o;b=ZoWoT@b<oJVoL<KIoJoI`oT1̂=o;b=ZoH=dZoH=on Hco
H=o?oTH IoLo<N VoLdo'MZo<MYHoJT`oHdIoH=on H<Vo<MYHo<Zb=ZoJoI`oT1̂=o;b=ZoH=dZoH=o?oMGbIoJo<A`Zo

:oMoU`IoU=oO T<o<k@dVoNMo!=`Zo?oMGbIoH=oTH IoVb=o6qoUdHoJT`o0>`VosoJT`oUIoW<oKWoLVo!̂VoJo'MZo<M YHo

JT`oHdIoU`IoJZo<\ @dIoMcHoHdn n

（反論：）ならば，〈発生源〉にのみ言及すれば十分ではないか．（答：）〔IZo nasと WZo lasが〕〈発
生源〉の意味を表すために使用されると述べたのは，本来の意味での〈発生源〉と，その類似要素
の内で主要なものを包含させるためである．その一方で，〈区分〉と〈境界設定〉を〔トゥミが〕
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説いておられるのは，二次的な第五格接辞の構成要素となるものを包摂させるためである．なぜ
なら，それらは本来の意味での〈発生源〉とその類似要素のいずれでもないが，〔先の 221.217.27
に示したように〕言葉の使い方のみを考慮すれば，その類似要素に似ていると言えなくもないか
らである．以上の理由により過失はない．

[221.217.3]

[221.217.31]

<ZbMoJoI`n <8q=oTH`VoMoL<KIo;==oIZo;=`o<^HoI`oMOMZo<k@dVoLT`o9Z<oL>ZoWT=oT@b<oJn 0><oTOWoIZo
LXHn 9ZoM?dHoIZoWZo1>n W<oJoL+@=ZoIZoLSb=on M`<o0>cZoIZoL9KZn 9KoLbo<K co9Z<oL>Zo;=`o<?LZo
ZbT=o0>d<ZoNMo<RdZoJoLR`IoIdn n

第三（明示されていない事項の補足と他説に関する若干の考察）．本書では説明されていないが，
IZo nas助詞は〔二つの動詞の〕結合による接続（mtshams sbyor ba’i lhag bcas）の意味を表すため
に使用されることもある．例：0 ><oTOWoIZoLXHo phyag ’tshal nas bshad「敬礼してから講説する」，
9ZoM?dHoIZoWZo1>o lha mchod nas las bya「諸天を供養してから仕事をしよう」，W<oJoL+@=ZoIZoLSb=o
lag pa brkyangs nas bzung「手を伸ばしてつかむ」，M`<o0 >cZoIZoL9KZo mig phyes nas bltas「目を開い
て見た」など．〔これについては〕接続助詞の箇所でも部分的に言及したが，その通りに〔理解す
ることができる〕．

[221.217.32]

<lHo<AdoWZn

WZoI`o,!oH=oT1̂=o;b=ZoH=on nH<VoLoU`IoFcoIZoHcoLR`In n

RcZoWZoIZo;=`o<^HoH<o,!oWoT@b<oJVoLXHo>`=on T2F cWoLVn

,!T`oHdIoI`oZoLdIoWZo2̂o2qoRcZoJo9KoLbTdn n

RcZoT1̂=oLn

『言語の門』には

「WZo lasは〈原因〉と〈発生源〉と〈区分〉の意味で使用される．IZo nasも同様である．」102

とあり，WZo lasおよび IZo nasという助詞は共に〈原因〉の意味を表すために使用されると説明
され，さらに註釈では〈原因〉の意味〔を表す例〕として ZoLdIoWZo2̂o2qo sa bon las myu gu「種から
芽が〔出る〕」103というものが挙げられている．

[221.217.32a]

;o>`<o<`ZoHcoTH IoHcoT1̂=o;b=ZoH=dZoU`IoJVo1>ZoIZn T1̂=o;b=ZoWZoWd<ZoZboH1 >coLoM`oTGHo>cZo<lHZo
;==on HcoT1̂=o;b=ZoH=dZoI`oMoU`IoFcn

ある者はそのような〔例文に現れる las助詞の意味〕こそが本来の意味での〈発生源〉であると理
解した上で，それを〈発生源〉とは別のものとして区分するのは正しくないと論じるが，〔実際に
はそれは〕本来の意味での〈発生源〉ではない．

102VMĀ D 281a3からの引用．
103VMĀ D 300a3からの引用．
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[221.217.32b]

T1̂=o;b=Zo;=`oHdIo<d=o<RdZo9KVn ,@oMO VoIZoIdVoLbo9KoLboIdVoLbT`oT1̂=o;b=Zo,@oMO VoU`IoR`=oIdVoLboM`T`oW<o
5[o1̂=oLT`oO Uo,@oMO VoWZo1>coH<dZoJoH=on H=dZoZboTL DcWoLo1>coM`oH<dZo;==oV`<oJT`oT1̂=o;b=ZoM;ZoJoU`Io
R`=oHcoWZoZVdLoMZoV`<oJoWdLoJoIo,!HoGoHHo6qo!̂VoJZo1>coLVo<N=oLo9KoLboR`<oFcn

先に示した通り，〈発生源〉というのは ,@oMO VoIZoIdVoLbo rgya mtsho nas nor bu「海から宝〔が生まれ
る〕」という例のように，宝の発生源が海であり，宝が人間の手に入る時にそれが必ず海から分離
されるということ，また〔M;ZoJoWZoV`<oJo mkhas pa las rig pa「賢者から学問を〔習得する〕」と
いう例のように〕実質的に結合していたものが必ずしも分離されるのではないが，認識の発生源
が賢者であり，彼のもとで学生が学問を習得する時に，〔二者の心〕相続が異なっているがゆえに
〔学問が賢者から〕分離されるかのように見えるということを意味する．

[221.217.32c]

L&o\HdHoJT`o<8q=o'MZoZboT1̂=o;b=Zo;=`oHdIoT?HoJoIn <=oWZoTL DWoLTMn WcIoJTMn RcZoH=on
1>coR`=o9ZZ=oLn RcZoH=on \oJ"oHoIo=cZoJVo<k@`IoJoRcZoL<^!Vo;==o\oJoTL DWoLo\"oHoIoObVoWcIoJoU`IoJZo

TL DWoLVoWcIoJoRcZoZd<Zo,@ZoJVoT1̂=oWn 2̂o2qoI`oZoLdIoH=oMcHoIoM`oT1̂=o<`oTL DcWoLVo2 )Lo;==oZoLdIo
A`Ho2̂o2qVoT!̂VoLZoZoLdIo!=`o<?LZoIo2̂o2 qoMcHo>`=o2̂o2 qT`o<IZo<?LZoIoZoLdIo!=`o<IZo<?LZo<Fd=oLT`o0 >`Vo
HcoTHIT`oT1̂=o;b=Zo;=`oHdIoMcHoJZoZdn n

諸々の文法学書で〈発生源〉の意味を説明する際には，[1]あるものから分離する，もしくは受け
取ることであるとか，[2]分離して落下することであるとか，[3]分離して受け取ることである—
—apādanaは nges par sbyin pa「確実に与える」と翻訳されるけれども，apa-は「分離」，ādanaは
「受け取り」を意味するので——などと様々に語られる．しかしながら，芽は種子との間に不可離
の関係を持つものとして成立するとはいえ，種子そのものが芽になるのであるから，種子の状態
において芽は存在せず，芽が存在する状態において種子の状態は捨てられるので，そのような〈発
生源〉の意味はない．以上の理由から〔ZoLdIoWZo2 ^o2qo sa bon las myu guという例における WZo las
助詞が示すものは本来的な〈発生源〉ではない〕．

[221.217.32d]

HcZoIoHcoTHIoHcoT1̂=o;b=ZoH=dZoMoU`IoU=oHcoWZoHco<\@coLTMoT1̂=oLoU`IoJT`o0>`VoT1̂=o;b=ZoH=oTHIoLVo
V`<ZoJZn <d=o<RdZoXVo0>d<ZoIZoTdHo<N=oZd<ZoH=o0>d<ZoMOb=ZoJVoXcZoJVo1 >Tdn n

したがって，そのようなものは本来の意味での〈発生源〉ではないが，あるもの xから他のもの y
が生まれ，あるいは発生することから，〈発生源〉に類似するというのは正しいので，上述の XVo
0>d<ZoIZoTdHo<N=o shar phyogs nas ’od snang「東方から光が現れる」などと部分的に一致するもので
あると知るべきである．

[221.217.33]

<?LZoTH`VoT2F cWo1>cHoKWo?cVo!=`ZoH<Vo<MYHoWoT@b<oJT`oWZoIZo;=`o<^HoH<o'MoH1>cosoLVoM`oTHdHoJVo<N=o

U=oM`oTGHoHcn ,!oMOIo<d=o6qo<RdZoJo9KVoTGHoJT`o0>`VoFcn

この問題について，ほとんどの註釈者は〈区分〉や〈境界設定〉の意味を表すために使用される
WZo las助詞と IZo nas助詞が第五格〔の意味を有する〕とは認めていないように思われるが，そ
れは正しくない．なぜなら，上述のような理由が妥当するからである．そのさらなる根拠は以下
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の通りである．

[221.217.33a]

Wc<Zo<k@VoWT=oO V<Zo;= `oI=oIZoH<VoLoWn <oL"io1FaYE"oZioJI^Io;X`oV"n (Lo'MZoWZoI<oMdoTdoMoKbIoZbMo
O V<Zn) 9KoLboHM`<ZoLZWo6qo6,<oJoT@b<o;==on \@`VoLF=oH<VoLoNMoWn F<l#Fo\oI^Uo<R`In (HcoWZo
<RIo6qn) \oAdo2F ao:#HoQ`o:#oVfn (;=oJoWZo<RIo6qo<Nb<oW<o;=on) 9KoLbosoJoA`HoT@b<oJoH=on MOMZo
LSb=oIZo<MYHoJoWT=on \"oJ"oBoW`oJbo5L$HoL DaoY^BdoHcoLfn (TH`oIZo<\@oIVoLbT`oUbWo!=`oLVo6qo9ZZo?VoTLcLZo

Zdn n) 9KoLbo'MoH1>co<k@dVoUbWoNo0 >`o>b=oSHoM`oTHIoLoWZnHdIo!=`ZoMOb=ZoJVosoLoT@b<oJT`o0>`VoH=on

サンスクリット語においても，集団の中からの区分を表すために，例えば gavāṁ kr
˚

is.n. ā saṁpannaks.irā
「牝牛の中で黒い牝牛は上質な乳を出す」というように，特例として第六格接辞が使用されること
があるが，通常は単純な〈区別〉の意味を表すために，tasmāt anyasmin「それとは別の所で」，anyo
gr
˚

hād vihārah.「ヴィハーラは家屋とは異なる」のように第五格接辞こそが適用される．また，〈境
界設定〉（mtshams bzung nas sdud pa）の意味を表す場合にも，ā pāt.aliputrād vr

˚
s.t.o devah.「神は〔こ

こから〕パータリプトラまで雨を降らせている」のように格接辞の適用先の前後の語順が〔チベッ
ト語とは〕少し異なるものの，意味的には等しく第五格接辞が使用される．

[221.217.33b]

<IZoL,@HoT2F cWoLVoU=o

soJT`oHdIoI`o<=oR`<oWo<=o<`ZoUdHoJoWZoHco<R`oHcoWZo1̂=oLoH=oL DWoLoH=oH<VoLoH=o; ?HoJVo6qo
1>cHoIo<=oWZoRcZo1 >oLT`o<^HoUdHoHcn

RcZoT1̂=oLoWc<ZoLXHo6qo<N=oLT`o0 >`VoVdn n

さらに，『八論点註釈』104においても

「第五格の意味：ある所 xに存在するもの y，またはあるもの xによって存在するもの yが，
その基盤 xから発生する時，その基盤 xから分離される時，その基盤 xから区分される時，そ
の基盤 xから特定される時，『～から』（gang las）という表現が成立する．」105

と説かれる．これも正しい説明であると思われる．以上の二つの理由から〔先に示したような説
は正しくない〕．

[221.217.34]

[221.217.34a]

U=o;o>`<o<`ZoWZo<^Ho<MYHoJT`oHdIoWoT@b<oJVoLXHo>`=on HJcVoL$ dHo6qoWZoZd<ZoJoRcZoT<dHoJoH=on

WoZd<ZoJoRcZo1 Vd<oJo, !oMOIo6 qoMZoT<d<oJVo1>cHoMdHn Wc<ZoLXHo6qoMoMGd=o<Kcn Hco9KoIo<Sb<ZoWZo

Zd<ZoJo9KoLbVoZd<Zo;=` o<^HoHco=cZoJVoWZo<^HoWo9K dZoJoR`<oTHdHoH<dZoJVoT!̂VoIoHcT=oM`o9KdZoFco<Sb<Zo
Zd<ZoXcZoWZo<^HoMcHoJZo;==oHdIoHco<K dIoJVoMOb=ZoJT`o0>`Vn

104『八大論点本頌』（*As. t.amahāpadamūla, Gnas brgyad chen po’i rtsa ba, Tohoku no. 4350）に対する註釈，
デルゲ版テンギュル雑部（sna tshogs）の Co秩に著者不明という形で収録される『言語論』（Śabdaśāstra,
Sgra’i bstan bcos, Tohoku no. 4351）からの引用である．

105ŚS D 171b3からの引用．
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また，ある者は WZo las助詞が〈境界設定〉の意味を表すために使用されると論じた上で，その具
体例として WZoZd<ZoJo las sogs paという表現を提示し，さらに，WoZd<ZoJo la sogs paという読みに
ついては複数の理由を挙げて〔その正当性を〕否定しているが，それは正しい説明とは思われな
い106．なぜなら，もしそうであるならば，<Sb<ZoWZoZd<ZoJo gzugs las sogs pa「物質（色・形）な
ど」のように，その Zd<Zo sogsという語は必ず WZo las助詞に依存すると認めねばならないが，〔実
際には〕それに依存しておらず，<Sb<ZoZd<Zo gzugs sogsというように WZo las助詞がなくてもその
同じ意味を等しく表示できるからである．

[221.217.34b]

WoZd<ZoRcZoTHdIoJoM`oTGHoJT`o<^+Lo1 >cHo6 qoWo<^HoHcoWo<8q=oTH`oH=o<lHo<AdoZd<ZoIZoLXHoJT`oWo<^HT`oT@b<o

HdIo!=`oMOIoA`Ho>`T=oMcHoJT`o,!oMOIoL:dHoMdHn Hco9KoIn WoWoH<o>cZoTHdIoJT=oM`oTGHoJVoGWn

HcoTH IT`oWo<^HoWo<8q=oTH`oH=o<RIoIZoLXHoJT`oWo<^HT`oT@b<oHdIo!=`oMOIoA`Ho>`T=oMcHoJT`o0>`VoVdn n

WoZd<Zo la sogsという読みが正しくないという説の根拠として，〔彼は〕その Wo la助詞は本書（『三
十頌』）や『言語の門』などに説かれる Wo la助詞の用法および意味の特質を全く持たないから，と
いう理由を提示している．しかしながら，もしそうであるならば，WoWoH<o la la dag「ある者達」
という読みも正しくないことになってしまう．なぜなら，そのような〔表現に含まれる〕Wo laと
いう語は本書や他の論書に説かれる Wo laという語の用法および意味の特質を全く持たないからで
ある．

[221.217.34c]

<8q=oTH`Vn H<VoH=o<MYHoJT=oHcoLR`IoU`In nRcZo<Zb=ZoJZo;==oH<Vo<MYHo<A`ZoWoWZoIZo;=`oT@b<oJo

; ?LoMAMo6qoL<^+LoM`o7qZoFcn HcoH<oWo'MoJo1qIo5[oMOb=ZoJVoT@b<oJoMoU`IoJo<d=o<RdZo9KVo!=`o0 >`VoH=on

WZoIZo<A`ZoH<Vo<MYHoWoT@b<oJoUdHoHdoRcZo<Zb=ZoJZoHco<A`ZoZdoZdoIZoHdIoHco<A`Zo<=oVb=oWoT@b<oJo

UdHoJZo?d<o<`o;?LoMAMo6qo<KdIo<oWoH<dZoJT`o0>`VoVdn n

本書の当該箇所に「〈区分〉と〈境界設定〉もそれと同様である」と説かれるからといって，〈区
分〉と〈境界設定〉の二つの意味領域で WZo lasと IZo nasの使用が完全に等しく起こるというこ
とを証明することはできない．なぜなら，それらの意味を表すために完全に等しく使用されるの
ではないことは上に示した通りだからであり，また，「IZo nasと WZo lasの二者は〈区分〉と〈境
界設定〉の意味領域で起こることがある」107と説かれるので，その二者はそれぞれその二つの内の
いずれかの意味を表すために使用されることはあり得るが，完全に等価のものとして説明せねば
ならない必然性はないからである．　

[221.217.34d]

106タティ・リンチェン・トンドゥプがこれに近いことを述べている．Pra ti sum rtags 47.5ff.: gong du | dgar
dang sdud pa’ang de bzhin no || zhes nas las gnyis thun mong du sdud pa’i don la ’jug par bshad pa dang | sngon
gyi mdo rgyud bstan bcos kyi yig rnying phal mo cher las sogs pa dang | las stsogs pa zhes pa sha stag byung | ’di
dag sdud pa’i skabs su yang la sogs pa dang | la stsogs pa zhes la dang sa’i bar na tsheg bar med pa mtha’ yas pa
mthong bas las sdud pa’i don la ’jug pa nyid ’thad pa’i phyir |（「先に『〈区分〉と〈境界設定〉もそれと同様で
ある』というように，nas助詞と las助詞の両者は共に〈境界設定〉の意味で使用されると説かれ，〔実際に〕
昔のほとんどの顕密の古論書には las sogs paや las stsogs paという表現のみが現れる．また，これら〔の表
現〕が〈境界設定〉の意味を表示する時には〔lasogs pa，lastsogs paというように〕la sogs paや la stsogs pa
の laと saの中間のツェクを置かない形〔で現れる事例〕も無数に見られるので，las助詞が〈境界設定〉の
意味で使用されるということは実に理に叶っている．」）

107典拠不明である．
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HcoLR`Io6 qo<Zb=oVLo8F`=oLoWn WoSV<Zn RcZoLVoO U<oMcHoJoUdHoJZo;==oWoZd<ZoRcZo1Vd<oJoM`oTGHo
JVoL<^+LoM`o7qZoFcn <Zb=oVLo8F`=oJo'MZoZbn VWo!=`oZd<ZoH=on M ?coH=oM ?`oZd<ZoH=on SV<ZoZd<Zo

UdHoJZoVWo2F `oH=oMcoH=oM`oH=oZd<ZoWoZd<ZoJo'MZoMoH<oJVoL<^+LoM`o7qZoJo9KoLbT`o0>`VoVdn n

また，古代の文献に WoSV<Zo la stsogsという，中間のツェク記号がない〔表記〕が存在するからと
いう理由によっても，WoZd<Zo la sogsという読みが正しくないとは論証できない．なぜなら，古代
の文献にも VWo! =`o ral gyi「剣」，M?co mye「火」，M?`o myi「人」，SV<Zo stsogs「など」など〔の表記〕が
現れるが，だからと言って VWo2F `o ral gri，Mco me，M`o mi，Zd<Zo sogsなど〔の表記〕が正しくないと
は論証できないのと同じだからである．

[221.217.35]

U=o;o>`<o<`ZoH<Vo<^HT`o<?LZoZbo*ZoH<VoLT`oHJcVoL$dHo6qn LbMoJoWZo<ZcVoLbMn RcZoH=on Wo
WZn 9ZT`oI=oIZo&do$co)UoL,@oTPTIoJoI`oL,@o1>`IoIdn nRcZoL:dHoMdHn X`Io5[oM`oTGHoHcn Hco<A`Zo:oV`<Zo
ZMoH=dZoJdoL:VoLoA`HoU`IoJT`o0>`VoFcoNoMoI`oH<Vo<R`oH=oH<Vo1 >o<A`Zo:oLbMoJn H<Vo1>cHoHMo; ?Ho
JVoT1>cHo1>cHoI`o<ZcVoU`IoJoH=on 0 >`oMoI`oH<Vo<R`o9Zo'MZoH<Vo1>oL,@o1>`In ; ?HoJVoT1>cHo1>cHo&do$co
Gd<ZoJoU`IoJZoHcoH<o<`oH<Vo1>oV`<ZoNMo6qo=cZoJT`o0>`Vn

さらに，ある者は〈区分〉を表す語について，所有物（rdzas, *dravya）108〔という限定要素〕によ
る区分の例として LbMoJoWZo<ZcVoLbMo bum pa las gser bum「壺の中で金製の壺は…」というものを
提示し，またある者は 9ZT`oI=oIZo& do$co)UoL,@oTP TIoJoI`oL,@o1 >`IoIdo lha’i nang nas rdo rje rtse brgya ’dzin
pa ni brgya byin no「神々の中で百の尖端部のついた金剛を手にしているのはシャクラ神である」
というものを提示するが，全く正しくない．なぜなら，それらは共に種（rigs, *jāti）または実在
（dngos po, *vastu）〔という限定要素〕による区分に他ならないからである．というのも，第一の
例で区分基盤と区分対象は共に「壺」，区分要素もしくは限定要素は「金」であり，第二の例で区
分基盤は「神々」，区分対象は「シャクラ神」，限定要素は「金剛を手に持つこと」であるので，そ
れらの例で区分されるべき対象は種のみであると決定されるからである．

[221.217.36]

\@`VoU=oH<VoLoRcZo1 >oLoI`oV`<ZoH=o1>oLoUdIoFIo<=oU=oVb=oLoH<VoLoU`Io!=`o*Zo+@=oLoH<VoLoM`oZ D`Ho
Hcn *ZoI`o*Zo<RIo9MIoJoL$dHoJoU`IoJZoH1̂<o2 qo>IoWZoK Dc=oLo>IoMP UZo9KoLboI`oK Dc=oLT`o*ZoH=o9MIo
JT`o<=oS<o9KoLboV`<ZoH<VoLVoZd=on H1̂<o2 qoGd<ZoJoWZoTK Dc=oLoGd<ZoJoWc<Zn 9KoLboI`oTK Dc=oLo
Gd<ZoJT`o1>oLoH<VoLVoZd=on HcZoIoHcZoV`<ZoL<^HcZoFcoWc<ZoJVoLZMZoJZo*Zo+@=oLoH<VoLoM`o8F cHo
JT`o0>`VoH=on L&o\H dHoJT`oL<KIoL>dZo?cIoJdo'MZoZbT=oTK<ZoUbWo!=`oM;ZoJoH<o<`Zo*ZoH<VoLoMo
LXHoJT`o0>`VoVdn n

さらに，一般的に〈区分〉とは種と行為と美質のいずれかの区分であって，純粋に所有物のみ〔に
基づく〕区分はあり得ない．なぜなら，所有物〔に基づく区分〕とは異なる所有物を持つ〔二者〕
についての表現であるが，論理に基づいて比較し良く検討すれば，純粋に所有物のみに基づく区別
は見出されないからである——というのは，H1̂<o2qo>IoWZoK Dc=oLo>IoMP UZo dbyug gu can las phreng

108ここで rdzas（Skt. dravya）は所有物（object of possession）を意味する．ダンディンは所有物に関する本
質描写（svabhāvokti）について以下の例文を与える．KĀ II 12: kan. t.hekālah. karasthena kapālenenduśekharah. |
jat.ābhih. snigdhatāmrābhir āvir āsı̄d vr

˚
s.adhvajah. ||（「首の所が青黒く，手にした鉢に特徴付けられ，月を冠と

し，艶々して赤みがかった髷に特徴付けられた，雄牛を旗印とする者（シヴァ神）がはっきりと姿を現し
た．」）
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ba can mdzes「杖を持つ者よりも念珠を持つ者の方が美しい」という例文は「念珠という所有物を
持つ人」という種に基づく区別をするものとなっており，一方，H1̂<o2qoGd<ZoJoWZoTK Dc=oLoGd<ZoJo
Wc<Zo dbyug gu thogs pa las ’phreng ba thogs pa legs「杖を持つより念珠を持つの方が良い」という
例文は「念珠を持つ行為」を区分するものとなっているからである．また，諸々の大文法書の中
で聖地（インド）の学者達が所有物に基づく区分について語ることはないからである．

[221.217.37]

HcZoIoTH`oH<o<`oHJcVoL$dHoObWoLR`IoT<dHoJVoTHdHoIoGd<oMVoV`<ZoZd<ZoLR`oLdoHco>`oWoScVoMIdoLZMo
R`LoMdVoLF=oIoMPUZoZdn n

それゆえ，これらの〔WZo lasと IZo nasという二つの助詞を用いた〕例文を正確に提示しようと
思うならば，まずはその種などの四つが何を意味するかについて精緻に熟考すると良い．

[221.217.38]

<lHZoJn

M;ZoL ]IoM=oJdT`o<FMoH<oTHIcZoJT`oO=oOT=o<KZ<o9MIoTL Dd<oH<dIo6qn n

'MoH/>dHo%ZWoJdZoT@b<oJVowVdMoU=o<8q=oHdIoWMoLS=o<oWo8FcHn n

TH`oIoHcoH<oZdoZdVoT1>cHoJT`oWc<ZoLXHoV`<ZoJT`oT0(WoUdHoJZn n
<SbVo<IZo<=oH<oLHcVoT@b<oTHdHo'MZoGLZoTH`o<c<ZoMcHoL<K cIoMPVHo>`< n

〔ここで次のことを〕言っておこう．

多くの愚者達や賢者達の学説が入り混じった密林がある辺境の荒地の中へ，〔我こそは〕鈍い
分析によって立ち入ろう，などという思い上がりを抱いたところで，論書の真意への近道は
見出されない．しかし，本書の中には，それらを弁別する妙説の論理という幻術がある．だ
から，公明正大な者達が〔その荒地の中に〕簡単に分け入ろうと望むならば，どうか彼らに
は，何者にも妨害されることなく，この道筋を頼りにして頂きたい．
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Si tu’s Commentary on the Sum cu pa:
Case-related Particles, Adjunctive-adversative Conjunctions,

Adjunctive-explicative Conjunctions, Disjunctive-and-interrogative
Conjunctions

PAN. CHEN DON GRUB, NEMOTO Hiroshi

The current study, following our previous paper, seeks to clarify the Tibetans’ comprehension of the
Tibetan script and language, with a specific focus on the perspective of Si tu chos kyi ’byung gnas.
This paper explores the theory of particles (tshig phrad) expounded in verses 9c–17a of Thu mi’s Sum
cu pa. These particles encompass the la particles, genitive markers, ergative-instrumental markers,
adjunctive-adversative particles (kyang, etc.), adjunctive-explicative particles (ste, etc.), disjunctive-and-
interrogative conjunctions (gam, etc.), and ablative case markers.

Si tu was undeniably an innovative grammarian. His profound knowledge of Sanskrit grammar led
him to formulate a unique system of Tibetan grammar, characterized not as descriptive but as normative
grammar. Nevertheless, previous studies have not adequately examined Si tu’s originality as a commen-
tator in interpreting individual verses in the Sum cu pa. This paper takes a closer look at verses 9c–11
of the Sum cu pa, revealing Si tu’s critical analysis and new interpretations, particularly based on his
critique of Rnam gling pan. chen’s ideas.

As a result of our investigation, it becomes evident that Si tu’s new interpretations excel in many
respects compared to previous ones. He was fully aware of problems in earlier interpretations, and
concurrently, he strongly believed that the Sum cu pa was written in accordance with the scholar’s method
of composition (mkhas pa’i bstan bcos kyi lugs). Ensuring that Thu mi’s statements in the Sum cu pa
make sense and providing a rational interpretation are crucial principles in Si tu’s commentary.
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